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　春が過ぎ、夏が近づいている。

　まだ初夏のうちなのに今日の日差しは強く、昨日が雨だったこともあり湿しめった空気が重たい熱を蓄たくわえじわりと肌はだに汗あせを浮うき上がらせる。額に浮かんだ汗をはしたないと思いながらも指先で拭ぬぐおうとすれば、隣となりから伸のびた手が零こぼれ落ちそうになっていた雫しずくをハンカチで拭った。

　汗を拭った人物に視線を向ければ、彼はその美び貌ぼうに艶あでやかな笑えみを浮かべた。

「……ナイジェル」

　ナイジェル・ガザード。わたくし……公こう爵しやく令れい嬢じようウィレミナ・ガザードの義ぎ弟ていであり、護衛騎き士し。さらに言えばなぜだかわたくしを女性として好いてくれている、とても物好きな男性だ。

　白銀の髪かみ、青い瞳ひとみ。ふだんは表情筋がほとんど動かない氷のような美貌。その視線がこちらに向く時、氷がふわりと蕩とろけて柔やわらかな笑みを作ることをわたくしは知っている。

　わたくしたちがまだ幼い頃ころ。ナイジェルは本当の身分を隠かくすために『お父様の不義の子』を装よそおい我が家にやってきた。……わたくしもまんまとその偽ぎ装そうに欺あざむかれ、彼をいじめてしまったのだけれど。しかしわたくしにはいじめの才能がなかったらしく、行ったいじめはいじめとしてまったく機能していなかったらしい。それどころか彼に懐なつかれてしまい、挙句の果てには男性としての好意まで抱いだかれてしまったのだ。どうしてこうなったのか、今でも本当にわからないわ。

　ナイジェルの本当の素す性じようは、駆かけ落ちをした王弟殿でん下かと男爵令嬢の遺児だ。騎士だった王弟殿下が戦場に散り、男爵令嬢も勤めていた酒場の暴ぼう力りよく沙ざ汰たに巻き込まれて死亡し、ナイジェルは一人となってしまった。そんな彼をお父様が見つけて、公爵家へと引き入れたのだ。病弱である第一王子殿下の『スペア』として、ナイジェルはこの国へと連れて来られた。大人の都合にまみれた、なんとも身勝手な話だと思う。けれどそのおかげで遺児になりかけていたナイジェルの命が守られたのだと思うと、本当に複雑な気分だわ。

　第一王子殿下を王位に就つけたい王おう妃ひ陛下にナイジェルの命が狙ねらわれたりもしたのだけれど……騎士としての成長を遂とげていたナイジェルはそれを退けた。そして王妃陛下は失しつ脚きやくすることとなり、今では第一王子殿下ともども幽ゆう閉へいの身となっている。そして側室であったカンデラリア様が、新たな王妃となったのだ。

　ナイジェルの手が伸びて、ふたたび汗が浮かんでいたわたくしの額をハンカチで拭う。ナイジェルは今日も甲か斐い甲が斐いしく、わたくしの世話を焼こうとする。これでは護衛騎士ではなく、従者のようじゃない。

「今日は暑いですね、姉様」

　と言いながらも、ナイジェルの美貌には汗のひとつも見当たらない。生き地じが厚めの騎士服を身に着けているというのに、この義弟の汗かん腺せんはどうなっているのかしら。

「そ、そうね。でも汗くらい自分で拭えるわ」

　熱くなる頬ほおを片手で隠しながら、わたくしはつんとした態度で言ってしまう。我ながら可愛かわいくない照れ隠しだ。けれど義弟はそんなわたくしの態度なんて気にすることなく、さらに汗を拭ってくれた。

「はい、存じております。けれど、私が拭いたかったのです」

　ナイジェルは澄すんだ青の目をふっと細める。そしてハンカチをポケットにしまい、わたくしの手を下からすくい上げるようにしてエスコートの形で取った。

「さ、行きましょう」

　ナイジェルは飄ひよう々ひようとした口調で言うと、そっと手を引く。大きな手の硬かたく男らしい感かん触しよくを感じていると、嫌いやでも胸が高鳴ってしまう。ナイジェルの手から、わたくしはできるだけ気を逸そらそうとした。

　寮りようから校門に向かうだけなのにエスコートは必要なのかしら。ふと、そんなことも思う。けれど……。

　家族としての好意。ほんのりと自覚した、直視していいものか迷ってしまう女性としての彼への好意。

　そして『ナイジェルと婚こん約やくすることは未来の女公爵として正しい行こう為いなのか』という葛かつ藤とう。

　ナイジェルに対していろいろな感情を綯ない交ぜにしているわたくしは、エスコートを拒きよ否ひできず彼に手を引かれるままになってしまう。

　家のことだけを考えるなら、婚約者候補筆頭であるメイエ侯こう爵しやく家のテランス様と縁えんを結ぶのが一番なのだろう。

　テランス様は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの柔らかな雰ふん囲い気きの美男子で、頭が切れて人当たりがよく、貴族らしく抜ぬけ目ない。そして彼も……なぜだかわたくしに、好意を持ってくださっている男性だ。テランス様にもメイエ侯爵家にもなんの瑕か疵しもなく、これ以上を望むのは難しいお相手なのよね。

　対してナイジェルと縁づくということは、王位継けい承しよう権けんの上位にいる男子を家に入れるということだ。ナイジェルの本当の素性が、世間に知れた瞬しゆん間かん。ガザード公爵家のこれ以上の権力拡大を阻そ止ししたい貴族たちや、子爵家の出である現王妃……カンデラリア陛下に反発する貴族たちがなにを企たくらむかわからない。

　恋こいに流され想定できる未来の不利益に目を瞑つぶることは、正しいことではないだろう。貴族の婚こん姻いんは、個人的な感情で判断するべきではないのだ。

　それがわかっているのに……。すぐさま断りの言葉を口にできないくらいには、わたくしはこの義弟に惹ひかれている。

　ふうとため息をつけば、手をぎゅっと強く握にぎられる。ナイジェルに視線を向けると、澄んだ青の瞳が心配そうにこちらを見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、姉様。熱ねつ中ちゆう症しようが心配ですね」

　義弟はわたくしのため息を、暑さが原因だと思ったらしい。

「平気よ、そこまでやわじゃないわ」

　くすくすと笑っていると、ナイジェルはほっとした表情で口元を緩ゆるめた。

「ナイジェル、お前はわたくしを甘やかしすぎなのよ」

「姉様は自分を律することができるお方です。いえ、律しすぎているところがあります。だから姉様自身が姉様を甘やかさない分、私が甘やかすのです」

　わかるような、わからないようなことを言うわね。わたくしはガザード公爵家の娘むすめにふさわしい振ふる舞まいを心がけてはいるけれど、無理をしているつもりはない。だから、甘やかす必要はないと思うのだけれど。

「見て、ウィレミナ様とナイジェル様よ」

「羨うらやましいわ。あんな美貌の弟君がいて」

「ああ。ナイジェル様……素敵だわ」

　校門への道を歩いていると、周囲の女生徒からそんな囁ささやき声が上がる。いつも通りの聞き慣れた感かん嘆たん。しかし今日は、それに別種のものが混じっていた。

「そういえば聞きまして？　ナイジェル様がガザード公爵の不義の子ではなく、遠いご親しん戚せきの子かもしれないって噂うわさ」

「あくまで噂でしょう？　うちのお父様は、それはありえないと言っていたわ」

「だけど、私のお母様も……」

　令嬢たちが話す内容をナイジェルは耳みみ聡ざとく聞きつけたようで、口角をうっすらと上げた。

「お父様が順調に噂を広めてくれているようですね」

「そ、そうね」

　耳元で低い声で囁かれ、落ち着かない心ここ地ちになる。そんなにお顔を近づける必要はないと思うのよ！

　お父様はわたくしたちの婚約が万が一決まった時のために、『ナイジェルは不義の子ではなく、親戚筋の子である』という噂を流している。それは少しずつ、皆みなに浸しん透とうしているようだ。

　ナイジェルを引き取った際にも、お父様は『親戚筋の子』という噂を流していたはずなのだけれど。

　ナイジェルの素性の不ふ透とう明めいさから『ガザード公爵の不義の子なのだろう』という真実味のある下世話な噂の方がどんどん膨ふくらみ、『親戚筋である』という元の噂のことなんてみんな忘れ去ってしまっていたのだ。……お父様がわざとそうなるよう仕組んだのだけれど。そしてこの件に関しては、わたくしも勘かん違ちがいをしていたのだから人のことを言えない。

　わたくしたちが血の繋つながらない男女だという噂が大々的に流れてしまえば、ナイジェルと過ごすことはわたくしにとっての瑕疵となってしまう。なので噂の流し方はごく控ひかえめなもので、のちのちなにかがあっても『あくまで噂だ』と一いつ蹴しゆうできる程度に調整されている。

　このあたり、お父様はお上手なのよね。王宮で狸たぬきなんて呼ばれているのもうなずけるわ。

　一見人当たりがよく無害にしか見えないお父様のお顔を思い浮うかべながら、わたくしはそんなことを考える。

　そして、校舎が近づいてきた時。とある人物がわたくしたちの前に立ち塞ふさがった。

「ナイジェル、ウィレミナ嬢じよう！」

　この学園でこんなぞんざいな態度をわたくしたちに取れるのは、一人しかいない。

　黒くろ髪かみと赤い瞳ひとみを持つ、絶世の美少女。現王妃のご息女……第二王女であり、ナイジェルの従姉いとこでもあるエルネスタ殿でん下かだ。その背後には、いつもの通りに護衛騎き士しのリュークが控えている。今日も疲つかれているように見えるけれど、大丈夫かしら。エルネスタ殿下は、その。とても元気な方だから、日々の護衛はなかなか大変なようだ。

　わたくしは臣下の礼を取り、ナイジェルも実に嫌そうな顔をしながらそれに従った。

「おはようございます、エルネスタ殿下」

「なんの用ですか、朝から騒そう々ぞうしいですね」

「ウィレミナ嬢はいつもの通りに堅かた苦くるしいし、ナイジェルはいつもの通りに無礼ね」

　わたくしたちの挨あい拶さつにそれぞれ感想を述べてから、殿下は小さく鼻を鳴らす。

　ナイジェル。正体を隠かくしたいのなら、殿下にもう少し丁てい寧ねいな態度を取った方がいいと思うのよ。

「ウィレミナ嬢。今日は王宮へ招待するわ！　母と可愛い弟たちに会いにいらっしゃい」

「え……」

　とても立派で羨ましいお胸を張りながら言われ、わたくしは目を丸くした。

「王宮へ？　ええと、放課後にですか？」

　なんとも急な話である。王妃陛下に拝はい謁えつする心の準備なんて、まったくできていないわ。

「いいえ、今からよ。もう貴女あなたの分の休みの申しん請せいもしてあるの。お母様はお忙いそがしいから、今日を逃のがすとしばらくお会いできないわ。だからいらっしゃい」

「で、ですが」

「私、ウィレミナ嬢と親しん睦ぼくを深めたいと思っているの。ね、だからいいでしょう？」

「し、親睦をですか」

　親睦を深めたいというのはなんとも光栄な話だけれど……殿下は行動がいつも唐とう突とつね。

「先日の騒そう動どうに巻き込んだお詫わびもしたいし、ね！」

　先日の騒動というのは前王妃陛下の失しつ脚きやくに関する一連のことよね。お詫びなんてされることでは……などと考えていると、エルネスタ殿下の小さな手にきゅっと手を握られた。柔やわらかくて、折れそうで、驚おどろくくらいにすべすべしているわ。なんて羨ましいの！　同性なのに、ここまで感かん触しよくが違うものなのかしら。

「……ダメ？　ウィレミナ嬢」

　大きな瞳で甘えるようにこちらを見つめるエルネスタ殿下の背後で、リュークが小さなため息をつく。

「申し訳ありません、ウィレミナ嬢。殿下がご迷めい惑わくばかりを──」

「どうして、お前が謝るのよ！」

　謝罪をするリュークの足を、エルネスタ殿下が思い切り踏ふみつけた。

　……踵かかとが高くて細い、踏まれると痛そうなヒールね。女性の力とはいえ、リュークの足が心配になってしまう。

「いっ！」

　リュークは小さく呻うめき声を上げながらもしゃがみ込んだりはせず、痛みを堪こらえるように唇くちびるを噛かみしめながらその場に直立している。これが、騎士のプライドというものなのかしら。リュークの日々は……その、少しだけ大変そうね。

「さ、行くわよ！」

　エルネスタ殿下はわたくしの手をぐいぐいと強い力で引っ張る。

「本当に、勝手な人ですね」

「ほら、ナイジェルも行くわよ！」

　呆あきれたように言うナイジェルに、殿下がお声をかける。するとナイジェルは大げさなくらいのため息をつき、

「この方は、言い出したらきかないお方なので。行きましょうか、姉様」

　と諦あきらめ顔で言ったのだった。

　……そうね。それに関しては、完全に同意だわ。







　学園エイリールから王都までは、数時間を要する。

　その間は、当然ながらエルネスタ殿下とナイジェルとともに馬車に揺ゆられることとなる。

　ちなみにリュークは御ぎよ者しやを務めている。そして、護衛は彼とナイジェルのほかにいない。王女殿下が乗る馬車なのにいいのかしら……なんてことも思ったけれど、「リュークは、ああ見えて結構強いのよ」と、エルネスタ殿下はきっぱり言い切った。殿下は、彼に信を置いているらしい。リューク自身は、「あと二人くらい護衛を用意しましょうよ」なんて弱気なことを言っていたけれど。
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「赤ん坊ぼうってね、どこもかしこもふわふわで柔らかくて本当に可愛かわいいの！」

　馬車の中ではエルネスタ殿下の子こ煩ぼん悩のう……いえ、弟煩悩話が止まらない。弟君たちについて話すその様子は心の底から楽しそうなもので、見ていて自然と口元が綻ほころんだ。

「エルネスタ殿下は、両殿下のことがお好きなのですね」

「ええ、大好きよ！」

　ぱっと花が咲さくように笑ってから殿下は『しまった』という表情になり、眉まゆ尻じりを思い切り下げる。

「ごめんなさいね。つい夢中になって、私の話ばかりしてしまったわ」

「いいえ。殿下のお話を聞くのはとても楽しいですから」

「……本当に？」

「ええ、本当です」

　きっぱりと言い切り笑ってみせれば、殿下はほっとした表情になった。これはわたくしの心の底からの本音だ。

　最初は殿下と長時間同じ空間にいるなんて気まずいことにならないかしら……なんてことも心配していた。けれど一時間もすれば、それは杞き憂ゆうだとわかったのだ。

　エルネスタ殿下との間には、腹の探さぐり合いを要するようなしがらみがまったくない。同じ年とし頃ごろの女性と屈くつ託たくない会話をすることはわたくしにとっては実に稀まれなことで、それは驚くほどに楽しい時間だった。

　……わたくしの隣となりに座るナイジェルは、なんだか面おも白しろくなさそうな顔をしているけれど。

「ナイジェル。どうしてそんな顔をしているの？」

「『姉様』を取られて悔くやしがってるのよ、その姉べったりは」

　わたくしの質問にナイジェルが返す前に、殿下がそう言ってけたけたと笑う。するとナイジェルはさらに不ふ機き嫌げんそうな表情になった。







　王都……そして王宮へとたどり着き、王おう妃ひ陛下の住まう王宮の奥へと足を踏み入れる。

　ガザード公こう爵しやく家の者であっても、王家の方々の住む区画を訪おとずれる機会なんて滅めつ多たにないことだ。緊きん張ちようを隠せずに身を硬かたくしていると、後ろを歩いていたナイジェルが隣にぴたりと寄り添そってきた。そんなふうにされると、少しばかり歩きづらいのだけど。

「ナイジェル、どうしたの？」

「姉様、緊張されていますか？」

　小声で訊たずねれば、同じく小声で訊ね返される。

「それは当然しているわよ」

　なにを当たり前のことを訊きくのだろう。そう思いながら、わたくしは首を傾かしげた。

「私がいるので大だい丈じよう夫ぶです」

　ナイジェルはきっぱりとそう言い切り、真しん剣けんな表情でわたくしを見つめた。

　なんとも根こん拠きよがないことを言うものだ。けれど一いつ切さいの揺らぎのない顔でそう言われると、そのような気にもなってくるから不思議だ。

「ふふ、そうかもしれないわね」

　わたくしが笑えば、ナイジェルも微笑ほほえむ。そして彼はなに食わぬ顔で、わたくしの後ろの位置へと戻もどっていった。

「さ、着いたわよ」

　四人の近この衛え騎士が守る扉とびらの前で、エルネスタ殿下が立ち止まった。近衛騎士の一人が「お待ちしておりました」と告げてから、中にいる人物にわたくしたちの訪おとないを知らせにいく。

　この扉の向こうに──カンデラリア王妃陛下がいるのだ。

　カンデラリア王妃陛下のご側室時代。公爵家の出だった前王妃と出自を比ひ較かくされていたことに加え、長い間男児を産めないことで貴族たちから白眼視されていた。国王陛下の寵ちよう愛あいは溢あふれるほどに受けていたけれど、それは大きな武器であると同時に強いやっかみの種にもなっていたのだ。

『愛されてはいるが、それだけの女』。口さがない貴族たちがそう言っているのを何度も聞いたことがある。

　しかし今では……。彼女は国王陛下の愛だけではなく二人の男児、そして王妃の座までも手に入れている。実家の後ろ盾だて以外のものを、彼女はすべて手に入れたのだ。

「どうぞ、お入りください」

　戻ってきた近衛騎き士しに先導され、わたくしたちは部屋へと入った。そして一礼をする。

「ウィレミナ嬢、ナイジェル様、お二人ともお顔を上げて。今日は個人的な集まりだから、そんなふうに畏かしこまらなくていいわ」

　朗ほがらかな口調で声をかけられ、わたくしは垂れていた頭こうべを上げた。すると長なが椅い子すに腰こしを下ろす、一人の女性が目に入った。

　カンデラリア王妃陛下……その人だ。

「よく来てくれたわね、二人とも」

　王妃陛下はそう言って人好きのする笑えみを浮うかべる。

　カンデラリア王妃陛下は側室時代、社交に出る機会が少なかった。なのでお目通りした回数は、片手で足りてしまう程度だ。

　最後に拝はい謁えつしたのは五年ほど前だろうか。その頃ころと変わらない若々しく美しいお姿で、王妃陛下はそこにいらした。

　艶つややかな黒くろ髪かみは柔やわらかなウェーブを描えがきながら背中に流れ、黒髪に縁ふち取どられた顔の輪りん郭かくは美しく整っている。大きな赤の瞳ひとみは宝石のように輝かがやき、高い鼻び梁りようからは優ゆう雅がさが感じられた。貴婦人の妖よう艶えんさと同時に少女のようなあどけなさも感じさせるその美び貌ぼうは、エルネスタ殿でん下かと本当によく似ている。国王陛下が長年夢中なのも頷うなずけるわね。

「お母様、双ふた子ごをウィレミナ嬢たちに見せてちょうだい！」

　エルネスタ殿下は王妃陛下に駆かけ寄ると、甘えた声でせがむように言った。

「わかっているわよ、エルネスタ」

　そんな殿下の様子に苦く笑しようしながら、王妃陛下は王子殿下たちが寝ねかされているのだろう小さな寝しん台だいへと向かう。

　王妃陛下は乳う母ばや侍じ女じよの手をほとんど借りずに王女殿下たちを育て上げ、王子殿下たちに関してもそうしていると聞く。

　それは、乳母などの中に前王妃の手の者が紛まぎれ込む可能性が上がるからだと思っていたけれど……。盤ばん石じやくのお立場になられても自身で子育てをされているのだから、単に子どもが好きなのかもしれないわね。

「ふにゃ」という小さな声が耳に届き、わたくしはそちらへと目を向ける。

　その声は……王妃陛下が抱かかえた小さな命が上げたものだった。

　王妃陛下はにこりと笑うと、腕うでに抱だいた王子殿下をこちらに差し出した。

「ウィレミナ嬢、兄のカシミロよ。寝台に寝かせている方は、弟のクレト」

　カシミロ王子殿下はわたくしを不思議そうな顔をして見つめたあとに、こちらに向かって手を伸のばしてくる。その愛らしい仕草に、胸がきゅうと締しめつけられた。

　ああ、おててがとても小さいわ！　わたくしの何分の一の大きさなのかしら。それに、なんて柔らかそうな頬ほおをしているの！　髪の毛もふわふわとしていて羽う毛もうのようだし、どこもかしこもついつい触ふれてみたくなる。王子殿下たちに、そんな無礼は働けないけれど……。

「本当に、お可愛らしいわ」

　ぷにぷにの頬に頬ずりしたい気持ちを抑おさえながら、感かん嘆たんの息とともに言葉を零こぼす。

「小さいですね。子どもという生き物は、こんなに小さいものなんだな」

　ナイジェルもそう言いながら、双子をしげしげと見つめる。彼の口調はいつも通りに淡たん々たんとしているけれど、その口角はほんのわずかに上がっていた。

「そうでしょう！　可愛いでしょう、小さいでしょう！」

　わたくしの言葉に嬉うれしそうに反応しつつ、エルネスタ殿下がクレト殿下を抱き上げる。するとクレト殿下は火がついたように泣き出し、エルネスタ殿下は慌あわてながら小さな殿下をリュークに手て渡わたした。リュークは諦あきらめの感情を含ふくんだため息をついてから、クレト殿下のお体を揺ゆらす。すると殿下はすぐに泣き止やみ、嬉しそうに笑い出した。

　……王おう妃ひ陛下がなにも言わないところやリュークが手慣れているところから見るに、この光景は日常茶さ飯はん事じ的なものなのかもしれないわね。わたくしは心の中で『お疲つかれ様』とリュークの苦労を労ねぎらう。

「ねぇ、ウィレミナ嬢」

　リュークとクレト殿下の方を眺ながめていたわたくしは、王妃陛下に声をかけられ肩かたを揺らした。いけないわ、王妃陛下の御ご前ぜんなのに気を抜ぬいてしまうなんて。

「なんでしょうか、王妃陛下」

「ウィレミナ嬢は、どんな将来を思い描いているの？」

　取り繕つくろいながら返事をすれば、そんな質問が投げかけられる。その内容に、わたくしはぽかんとしてしまった。

「将来、ですか？」

「ええ。私はこれから先もガザード公爵家とよい関係を築いていきたいと思っているの。だからこそいずれ女公爵になるであろう貴女あなたが、どんな将来を想像しているのか、訊いてみたいと思って」

　王妃陛下はそう言って、ふふっと可愛かわいらしく笑う。その様子は少女のように愛くるしく、わたくしのお父様とお年が近いだなんてとても信じられない。

　ナイジェルがお父様の血を引いているのであれば、彼が次代のガザード公こう爵しやくになる可能性はあった。しかし実際には彼は王おう弟てい殿下の実子であり、我が家との直接的な繋つながりはない。なので、ナイジェルがガザード公爵家を継つぐことはない。

　わたくしの婿むこになる方が、特例を使ってガザード公爵家を継ぐ可能性はあるけれど……。わたくしがお父様に見限られるようなことをしない限り、その可能性も低いだろう。家の乗っ取りなどの無用な諍いさかいを避さけるため、基本的には実子が家を継ぐことが望ましいとされているからだ。

　……現状では、お父様からわたくしに『不合格』は告げられていない。

　ある日『不合格』を告げられないよう、これからも精しよう進じんしないといけないわね。

　陛下からされた質問の内容を、頭の中で反はん芻すうする。その時、柔らかなものがわたくしの指を包んだ。感かん触しよくの方へと視線を向ければ、カシミロ殿下が小さなお手でこちらの中指を握にぎっていた。そのいたいけな様子に思わず頬が緩ゆるむ。

　そして……わたくしは口を開いた。

「殿下たちが平和に暮らせるよう、国の安定のお手伝いができる臣下になりたいです。国のために躊ちゆう躇ちよなく身を捧ささげられる人間になりたいと思っております」

　わたくしが王妃陛下に返したのは、そんな言葉だった。だって心からそう思ったのだもの。『国のために躊躇なく身を捧げられる』というわたくしの言葉を聞いたナイジェルは、なんだか微び妙みような顔をしていたけれど。安易に身を犠ぎ牲せいにするようなことはしないわよ。

　慎しん重ちよう、そして公正に。日々研けん鑽さんを積みながら、道を選び抜いていかねばならないわね。わたくしの理想とする人間になれるよう、道を間ま違ちがわずに進まないと。できることならばお父様のようになれるのが理想だけれど、お父様は才覚の塊かたまりのような人でわたくしは明らかにそれに劣おとる人間だ。

　だけど、劣るからといってただ手をこまねいているわけにはいかないのよね。

　お父様に迫せまる人間になれるのか……これはわたくしの人生に一生のしかかる頭の痛い問題だ。

　夕方になり、わたくしは帰りの馬車に揺られていた。エルネスタ殿下は今日は王宮へ泊とまるそうで、帰りはナイジェルと二人だけの道行きだ。正確に言えば、外に護衛もいるけれど。王妃陛下が騎士を二人つけてくださったのだ。

「殿下たち、可愛らしかったわね。あっという間に大きくなるのでしょうね」

　殿下の柔らかな手のひらの感触を思い出すと表情が緩ゆるんでしまう。子どもと触れ合う機会なんてあまりなかったけれど、あんなに可愛いものなのね。エルネスタ殿下が夢中になる理由がわかるわ。

「健すこやかに育ってほしいですね。将来は継けい承しよう権周りのことで苦労もあるかもしれませんが」

「……そうね」

　同じ日に生を享うけた双子の場合、継承権のことで揉もめ事が起きることも多い。それを恐おそれ、双子が生まれた時に片方を殺す国もあるくらいだ。

　我が国では生まれた王子が双子の場合、『先に胎はらから出た者』を兄と定めて継承権の一位とすることが法で定められている。なので現状では、カシミロ殿下が王位継承権の一位だ。

　しかし将来殿下たちが成長し、弟のクレト殿下の方が優すぐれていた場合。彼の方が王位にふさわしい、などと言い出す輩やからはきっと出てくるだろう。

「なにがあってもお二方をお支えできるようにならないと」

「では私は、国のために励はげむ姉様をずっと隣となりでお支えしましょう」

「ず、ずっと？」

「はい、ずっとです。もちろん夫として」

「お、夫!?」

　ナイジェルがわたくしの手を握りつつ、こちらににじり寄ってくる。わたくしは当然距きよ離りを取ろうとしたのだけれど、ここは狭せまい馬車の中だ。すぐに距離を詰つめられてしまう。

　繊せん細さいなガラス細工のように整った義弟の美び貌ぼうが近づき、鼻先同士が触れ合いそうになった。彼のつけている淡あわい香こう水すいが近くで香かおり、距離の近さを嗅きゆう覚かくでも思い知らされた。視線を前に向ければ美しい青と視線が交わる。繋がれた手から伝わる体温は熱く、感覚のすべてがナイジェルで満たされているような錯さつ覚かくを覚えた。

「ナナナ、ナイジェル！　どうしてそんなに近づくのかしら！」

「逃にげ場のない空間で、姉様を口説くチャンスだと思いまして」

　必死で言葉を絞しぼり出すわたくしに、悪びれるふうもなくナイジェルが言う。その言葉の内容に衝しよう撃げきを受け、頬が信じられないくらいの熱を持った。

「逃げ場？　く、口説く!?」

「姉様はよく、私が貴女に好意を持つ男だということをお忘れになっているように見えます。いや、意図的に『忘れて』いらっしゃるのかな」

「──ッ！」

　ナイジェルの言うことは図星だ。だってあまり意識してしまうと……。気持ちが坂を転がって、止まらなくなってしまいそうで怖こわいから。

　将来、ガザード公爵家の者として正しい選せん択たくをしなければならない時が訪おとずれたとして。私的な感情を優先しナイジェルしか選べない自分になっていたらと想像すると、恐ろしいのだ。

「私をもっと意識してください、姉様」

　ナイジェルは囁ささやき、こちらへ手を伸のばす。美しい手がわたくしの髪かみを一ひと房ふさ取り、恭うやうやしく口づけをされる。義弟は美しい笑えみをこちらに向けてから、すいと身を離はなす。その一連の動きはしなやかで美しく、わたくしは思わず見み惚とれてしまった。

「姉様のお顔が真っ赤ですから、これくらいにしておきましょうか」

　ナイジェルにそう言われ、わたくしははっとした。

　顔は熱いを通り越こして痛いくらいだし、心臓は恐ろしい速さで鼓こ動どうを刻んでいる。ああもう、すっかりナイジェルに翻ほん弄ろうされているわ！

「姉様にふさわしくなれるよう、努力いたします。テランス様やほかの婚こん約やく者候補になんて負けません。だから、私を選んでくださいね」

「ほ、ほかの婚約者候補に負けないなんて。お前はいつからそんな自信家になったのかしら？」

「ふふ、いつからでしょう」

　余よ裕ゆうのある表情で、ゆったりと長い脚あしを組む義弟が少し憎にくらしい。

　……いえ、ナイジェルのお耳も赤いわね。もしかしなくても、彼も頑がん張ばっていたのかしら。

　そう思うと、少し微笑ほほえましいような気持ちにもなる。

「……そういえば。婚約者候補のアルセニオ様からお茶会に誘さそわれているのよね。参加のお返事をしないと」

　先ほど自身で発した『婚約者候補』という言葉。それに記き憶おくが刺し激げきされ、ふとそんなことを思い出す。

　アルセニオ様はベイエル侯こう爵しやく家のご令息だ。貴族にはめずらしい研究者気質かたぎな方で、自身の研究を優先し社交の場にはあまり顔を出さない人物である。ベイエル侯爵家は婚約者候補の俎そ上じように載のってはいるものの、中央権力への執しゆう着ちやくは薄うすい印象だ。なのでわたくしの婚約者の座への執着も、当然薄いものだと思っていた。そんなベイエル侯爵家のアルセニオ様がお茶会に誘ってくるなんて、一体どんな風の吹ふき回しなのだろうか。

　学園に通う生徒たちのお茶会は、学園内にあるサロンを借りて行われることが多い。けれど今回はとある事情で学園に通っていないアルセニオ様からのお誘いなので、王都にあるベイエル侯爵家のタウンハウスで行われることになっていた。

「行かなくていいと思いますが」

　ナイジェルは拗すねたように少しだけ唇くちびるを尖とがらせる。そんな表情は先ほどの色いろ香かある貴公子ではなく、いつもの『義弟』だ。それを見て、少しほっとしてしまう。

「婚約者にならなくとも家同士の付き合いは続いていくのだから、礼を失しないように交流を持つことは大事よ」

　建国の頃ころより王家を支える国の要かなめ、三大公爵家。そのひとつ、ガザード公爵家の娘むすめであるわたくしの婚約者候補に名を連ねる方々の家は、当然ながら名家ばかりだ。先々のために今から良好な関係を築いておくことは、とても大事なこと……そして義務である。

「私も行きますから」

　どこか必死な声こわ音ねでそう言われ、わたくしは目を丸くした。

「今回、ナイジェルはお呼ばれしていないわよ？」

「護衛としてお供します」

　ナイジェルは真顔で、ずいとこちらに詰め寄ってくる。ガザード公爵家の者が増えては先方が気を使いそうだから今回は別の護衛をと思っていたけれど、これは言うことを聞きそうにないわね。

「……仕方ない子ね。先方にはそう伝えておくわ」

　こういう時の義ぎ弟ていは、わたくしが折れるまで必死に食くらいついてくる。そんな義弟を、わたくしは拒きよ絶ぜつできた例ためしがない。

「ありがとうございます、姉様！」

　真顔から一転、ナイジェルは明るい表情になる。と言ってもナイジェルと付き合いの薄い人間から見れば、さほどの変化は感じられないかもしれないわね。彼の表情筋は、相変わらず仕事が下手なのだ。

　──アルセニオ様、か。

　最後に顔を合わせたのは十歳の頃なのではないかしら。それも軽い挨あい拶さつをしただけだ。

　彼も一応はわたくしも通っている貴族の学園に属してはいるけれど……。アルセニオ様は学園と掛かけ合い授業の免めん除じよを勝ち取っており、授業には出ず王都にあるタウンハウスに引きこもって研究に勤いそしんでいらっしゃる。なので学園でも、一いつ切さい顔を合わせることがないのだ。

　アルセニオ様のお顔を思い浮うかべようとしても、頭の中でなかなか像を結ばない。

　しばらく努力をしたのちに、わたくしは彼の顔を思い出すことを諦あきらめた。







　王宮に上がった日から一週間が経たち。寮りようの自室でわたくしは便びん箋せんにペンを走らせていた。お父様へのお手紙を書いているのだ。その内容は近きん況きようの報告と、領地へ向かう許可を求めるものだった。学園は夏になると二ヶ月間の長期休きゆう暇かに入る。その休暇に合わせて領地の視察に行こうとわたくしは決めたのだ。……お父様の許可が下りればだけれど。いえ、きっと許可を出してくださるわよね。お父様はわたくしが将来に向けて学ぶことを、喜んでくださるはずだもの。

　──殿でん下かたちが平和に暮らせるよう、国の安定のお手伝いができる臣下になりたい。そして、国のために躊ちゆう躇ちよなく身を捧ささげられる人間になりたい。

　王おう妃ひ陛下に告げたその言葉を実現するため今のわたくしになにができるのか……領地の視察はそれを考えた結果である。

　まずは領民の生活を知り、改善した方がよいと思うことがあればお父様に報告と相談をする。今のわたくしにできることはそれくらいだ。

　手しゆ腕わんも、機転も、経験も……わたくしはお父様になにひとつ及およばない。だけど研けん鑽さんを積む『時間』が、わたくしにはあるのだ。お父様のようにしっかりと国を支えられる人間になれるよう、できる限りの努力をしていきたいわ。

　ガザード公爵家の領地は、王都から馬車をゆっくりと走らせて十日の場所だ。国王陛下の相談役を務めるお父様は王都を活動の拠きよ点てんとしており、わたくしが育ったのも王都近くにある屋や敷しきだ。領地のカントリーハウスへ帰るのは、数年ぶりのことである。

　ガザード公爵家の領土は広大だ。なので四つの地域に分ぶん割かつをし、それぞれに代官を置いて治めている。ガザード公爵家のカントリーハウスには代官総そう轄かつであるグレンが住んでおり、幼い頃からとてもよくしてもらっている。彼と久しぶりに会えるのも、楽しみだわ。

　手紙を書き終え封ふうをしてから、護衛らしく部屋の隅すみに立ち静かにしていたナイジェルを呼び寄せる。そして、領地に向かうことを話すと……。

「とても素す晴ばらしい計画だと思います」

　彼は実に嬉うれしそうにそう言った。その様子に、わたくしは首を傾かしげる。

「なぜ、そんなに嬉しそうなの？」

「領地までの片道十日……その間、姉様と二人きりということですよね。きちんと私が御おん身みをお守りしますので」

　ご満まん悦えつな表情で言うナイジェルの言葉を聞いて、わたくしの目は丸くなる。この子ったら、すっかり一いつ緒しよに行く気なのね。ナイジェルの現状の騎き士しとしての任務は、学園におけるわたくしの護衛である。その任務の延長で護衛をお願いできるか訊きいてみるつもりではあったから、ついてきてくれること自体は嬉しいわ。

　……だけど。嬉しそうなところ悪いけれど、二人きりはあり得ないわよ。

「護衛をしてくれるつもりなのは嬉しいけれど。エイリンとロバートソンも連れていくし、お父様に護衛を用意していただこうと思っているし……。かなりの大所帯になると思うわよ？」

　エイリンとロバートソンはガザード公爵家に長年仕えてくれている使用人夫ふう婦ふだ。貴族が身の回りのことを自身でするわけにもいかないので、彼らも当然連れていく。

「む……。二人旅ではないのですか」

「ふふ、当たり前でしょう？」

「姉様と二人きりの旅がよかったです。……残念だな」

　拗ねたように言うナイジェルを見ているとおかしくなって、わたくしはくすくすと笑ってしまった。

「ガザード公爵家の者二人きりで、旅なんてできるはずないじゃない」

　──ナイジェルは本当は、王弟殿下の忘れ形見なわけだけれど。ガザード公爵家の娘と王族の二人旅なんて、いろいろな意味でとんでもないことだわ。

　寮の自室とはいえどこに人の耳があるかわからないので、思ったことは胸の内だけで発しておく。

「それもそうですね。テランス様やエルネスタ殿下がいないだけでよしとしましょう」

「実はね。エルネスタ殿下はわたくしが領地に帰る計画を立てていると聞いて、同行なさるかずいぶんと迷っていらっしゃったのよ」

「そうなのですか？　なぜ私より先にエルネスタ殿下が計画のことを……」

　わたくしの言葉に、ナイジェルは綺き麗れいな形の眉まゆを顰ひそめる。エルネスタ殿下の方が先に計画を知ったことが不満だという様子だけれど、たまたま順番が前後しただけよ。

　本日の授業の合間の休み時間。教室にやってきたエルネスタ殿下に夏の予定を訊かれたので、領地に帰る計画を告げたのだ。すると殿下は『ガザード公爵家の領地？　迷めい惑わくでなければ、私もご一緒したいわ。だけど……弟たちとも過ごしたいし』と頭を抱かかえてうんうんと悩なやみ出してしまったのだ。

「ずいぶんと悩んでらしたけど……結局、長期休暇の間は王子殿下たちと一緒に過ごすことにしたんですって」

　可愛かわいい盛りの王子殿下たちと一緒に過ごしたい気持ちはよくわかる。子どもはすぐに大きくなるものだ。二ヶ月間の成長を見られないのは、とても大きな損失だものね。

「姉様は、エルネスタ殿下とすっかり仲よしですね」

「ええ、光栄なことだわ。領地からお手紙を送る約束もしたの」

　王妃陛下と王子殿下たちに拝はい謁えつに行った日以来、エルネスタ殿下には仲よくしていただいていた。休み時間に殿下が教室に顔を出しにくる回数も増え、周囲の認にん識しきもわたくしとエルネスタ殿下は親しい友人同士だというものになりつつある。

　明朗快活な方だから、お話ししていてとても楽しいのよね。わたくしも殿下に会話を楽しんでいただかないと！　と最初は気負ってしまっていたのだけれど……。それに気づいたエルネスタ殿下に『肩かたの力を抜ぬきなさい。友達同士の会話でそんなに肩かた肘ひじ張らなくていいの』と言われてしまった。それからは自然体で話せている、と思うわ。わたくしはその、堅かた苦くるしい人間だから……少しばかり自信はないけれど。

「エルネスタ殿下がいらっしゃらなくて本当によかったな。……いたらどれだけ邪じや魔まをされたかわからないからな」

　ナイジェルが口元に手を当て、なにかをつぶやく。

「ナイジェル？」

　その内容が聞き取れなかったので名前を呼びながら見つめると……。

「ふふ、なんでもありません」

　輝かがやかんばかりの無む邪じや気きな笑えみで、そう返されてしまった。

「さて……」

　夏の計画に思いを馳はせたいところだけれど……その前にベイエル侯こう爵しやく家でのお茶会があるのよね。







　アルセニオ様とのお茶会の当日。わたくしとナイジェルは、ベイエル侯爵家のタウンハウスを訪おとずれていた。

　ベイエル侯爵家の屋敷の外装や内装は華か美びなことには興味がありませんという意識が透すけて見える、飾かざり気のないものだ。よく言えば機能的……というところかしら。庭も最低限という整えられ方で、季節の花が咲さき誇ほこり意い匠しようが凝こらされているガザード公爵家の屋敷の庭と比べると寂さびしく思えてしまう。

　ベイエル侯爵家は富ふう貴きな家だ。出費を惜おしんでこうなるのではなく、自分たちの興味があること以外には冷れい淡たんなだけなのだろう。

　客間へと通されると、わたくしのほかにも十人ほどの令息令れい嬢じようがいらしていた。その顔ぶれには、どれも見覚えがある。ベイエル侯爵家と親しいとされる家の方々ね。

　彼らは、わたくしとナイジェルを目にすると一いつ斉せいに礼をした。

「ウィレミナ嬢、ナイジェル様。ようこそ、いらっしゃいましたね」

　令息令嬢の背後から、長身の男性が姿を現す。肩までの赤い髪かみ、狐きつねのように細い茶色の目。肌はだの色は血管が透けそうなくらいに白く、不健康そうだという印象を受ける。目がお悪いのか、右目には銀のフレームのモノクルが着けられていた。お顔立ちは整っており、浮うかんでいる表情は穏おだやかで優やさしげなものだ。だけど……。

　なぜかしらね、胡う散さん臭くささを感じるわ。わたくしの気のせいであればいいのだけれど。

　この方がアルセニオ様なのだろう。幼い頃ころのぼんやりとした記き憶おくとも、髪色などが一いつ致ちする。

「お久しぶりです、アルセニオ様。ご招待ありがとうございます」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ウィレミナ嬢。久しぶりにお会いできて嬉しいです」

　アルセニオ様はそう言いながらわたくしの手を取り。その甲こうにそっと口づけをした。そうしながら、少し上うわ目め遣づかいでこちらを見やる。その目つきはまるで蛇へびのようで、背筋をわずかに粟あわ立だたせた。

「さ、こちらへ」

　手を引かれて用意された席に着けば、背後にまっすぐに背筋を伸のばしたナイジェルが立つ。それを目にしたアルセニオ様が、不思議そうな顔をしながら首を傾かしげた。

「ナイジェル様も、楽に過ごされては？」

「いえ。私はあくまで姉様の護衛としてここに来ただけなので」

「ですが、貴方あなたにお声をかけられることを期待している花々があちらにいらっしゃいますよ。少しだけでもお話をされては？」

　アルセニオ様が数人のご令嬢たちを手で示す。すると令嬢たちの表情はたちまち輝いた。

　婚こん約やく者がいまだにいない、ガザード公爵家唯ゆい一いつの男子。そして絶世の美青年で文武両道に秀ひいでている……そんなナイジェルの令嬢人気は当然高い。

　姉べったりなのが唯一最大の欠点。それが世間のナイジェルの評価である。

　けれど、この義ぎ弟ていと交流を持てる機会なんてものは滅めつ多たにない。ナイジェルは社交にはほとんど出ない。その上平素の彼はわたくしの護衛をしており、気軽に話しかけていい雰ふん囲い気きではないものね。ナイジェルとお近づきになることを期待しつつ、今日を迎むかえた令嬢たちも多いのではないだろうか。

「いいえ結構です。姉様のお側そばにいます」

　しかしナイジェルの返事はにべもないものだった。その返答に、令嬢たちは一気に消しよう沈ちんしてしまう。

　ふと。ナイジェルがアルセニオ様からの提案を断ったことに、ほっとしている自分に気づく。気持ちに応こたえる覚かく悟ごがないくせに独どく占せん欲よくだけは一人前に持つなんて、わたくしは本当に嫌いやな女ね。そんな自己嫌けん悪おに陥おちいっているわたくしの耳元に、ナイジェルが長身を屈かがめて唇くちびるを寄せた。

「私が愛めでる花は、姉様だけですから」

　そして、低く甘やかな声で囁ささやく。その声こわ音ねは心臓を大きく揺ゆらし、鼓こ動どうを一気に速めた。

　こ、この子は急になにを言い出すのかしら！　熱い頬ほおを扇せん子すで扇あおいでいると強い視線を感じる。それは、アルセニオ様からのものだった。視線を合わせれば、アルセニオ様はにこりと笑う。わたくしもそれに微笑ほほえみ返した。

「ウィレミナ嬢は、会わない間にとてもお美しくなられましたね」

「まぁ、ありがとうございます」

　アルセニオ様はお世辞が下手ね。今の言い方だと『昔は美しくなかったとでも？』と、拗すねてしまうご令嬢もいるだろう。正解は『変わらず、お美しいですね』だ。

「姉様は昔からお美しいです」

　背後から不ふ機き嫌げんさを隠かくさない声でナイジェルが言う。するとアルセニオ様はぽかんとした顔をしてから、少し吹ふき出した。

「たしかにそうだ。失礼しました、ウィレミナ嬢。研究ばかりであまり女性とは接していない朴ぼく念ねん仁じんなので、どうにも女性が喜ぶような言葉選びは苦手で」

「いいえ、気にしていませんわ」

　わたくしはゆるゆると頭かぶりを振ふり、目の前に置かれた紅茶を口にした。さて、失礼のないように楽しい会話をといきたいところだけれど。

　彼個人に関する前知識がわたくしには薄うすい。唯一知っていることと言えば、アルセニオ様がさまざまな研究に打ち込んでいらっしゃる……という噂うわさくらいだ。どのような研究をしている、などという踏ふみ込んだ話は一いつ切さい知らないのよね。

「アルセニオ様は、どのような研究をされているのですか？」

　相手の興味がある話題から入るのが一番無難かしら。少しの間考えてから、わたくしは会話の口火を切った。

「ウィレミナ嬢といえども、研究のことをお教えすることはできません。機密がいろいろとあるもので」

　アルセニオ様は静かな笑みを浮かべてそう返す。

「ですが──」

「ですが？」

「ウィレミナ嬢が婚約者になってくださるのなら、いくらでも教えて差し上げられます。ご検討いただけると嬉うれしいのですが」

　アルセニオ様がその言葉を発した瞬しゆん間かん。背後のナイジェルが一気に殺気立つのを感じた。振り返って目で『ダメ』と制すれば、ナイジェルの眉まゆ尻じりがうんと下がり殺気も一応は引っ込められる。まだまだ漏もれ出てはいるけれど、ましにはなったわね。

　ナイジェルの気持ちもわからなくはないわ。今まで関係を疎おろそかにしておいて、ご自分の都合で婚約の話を持ち出すなんて失礼にもほどがある。

「婚約に関する決定権があるのはお父様ですわ。わたくしに言われましても、ね？」

「公こう爵しやく閣下は貴女あなたに甘いお方だと聞いております。貴女が僕を選ぶと言ってくだされば……それが通るのではないですか？」

　……ずいぶんと食い下がってくるわね。この方の言う通り、お父様はわたくしに甘い。だからある程度はわたくしの要望が通るだろう……というのも、事実である。しかしそれは、わたくしが『選べば』の話だ。

『女性が喜ぶような言葉選びは苦手』という、アルセニオ様の言葉は本当なのだろう。これでは『貴女には興味がないが、諸事情あって婚約者になりたい』という気持ちが明け透けすぎる。

『自分たちの興味があること以外には冷淡』。この屋や敷しきを目にした時に感じた印象を思い出す。この方は恐おそらく……屋敷の印象の通りに、自身の関心事以外への興味や関心が薄いのだ。

　ガザード公爵家の者の伴はん侶りよとしては不適格ね。他人に興味を持たない人間と、支え合う関係になれるはずがない。

　わたくしは心の中でアルセニオ様のお顔にバツをつける。

「ほかの候補の方々との兼かね合いもあることです。この場でわたくしの独断によって即そく答とうすることはできませんわ」

　きっぱりと言い切ってから微笑んでみせれば、アルセニオ様は苦い顔をしつつもそれ以上食い下がってはこなかった。微び妙みような雰囲気となったお茶会を失礼にならない程度に早めに切り上げ、ナイジェルとともに馬車に乗り込む。

「本当になんだったのでしょうか、あの男は」

　アルセニオ様の態度を思い返し、ナイジェルは終始ご機嫌斜ななめだ。まぁ、とても失礼ではあったわね。

　なににしても、彼がここまで必死な理由が……気になるわね。







　ベイエル侯こう爵しやく家での、お茶会の翌日。

「ベイエル侯爵家のお茶会に呼ばれたんだって？　めずらしいこともあるものだね」

　放課後の教室で帰る準備をしていると、にこやかな表情のテランス様に声をかけられた。

　相変わらず情報を耳にするのが早いお方ね。

「そうなんです。何年か振りに、アルセニオ様にお会いしましたわ」

　……テランス様だったら、近年のベイエル侯爵家の動向をなにか知っているかしら。そんなことをふと思う。

「近ちか頃ごろのベイエル侯爵家の動向を、テランス様はご存知ですか？」

　声を潜ひそめて訊たずねれば、テランス様は大きな青の目を瞬またたかせた。そして美しい唇を笑えみの形に変える。

「ふむ、ウィレミナ嬢じように頼たよりにされるのは嬉しいね。そうだね、一いつ緒しよにお茶でも飲んでくれたら話してあげるよ」

　どうやら彼は、ベイエル侯爵家についての『なにか』を知っているらしい。それをお茶を一緒に飲む程度で教えてくださるのなら、わたくしとしてはやぶさかではないわね。

「では、ナイジェルが来たらカフェテリアに移動しましょう」

　もう少ししたらナイジェルが迎えに来る。テランス様は冗じよう談だんめかして「なんだ二人きりじゃないのか」などとつぶやいているけれど、貴方の従者も一緒でしょうに。

「楽しみだな、ウィレミナ嬢とデートだね」

　テランス様はそう言うと、屈くつ託たくのない笑みを浮うかべる。そんな紛まぎらわしい言い方をされると困ってしまうわ。

「学内でお茶を飲むだけですわよ？」

「それでも嬉しいよ」

「テランス様。なにが嬉しいのですか？」

　テランス様の言葉に被かぶせるように、聞き慣れた声が響ひびいた。教室にいるご令嬢たちの雰ふん囲い気きが浮うわついたものに変わったから、やって来たのだろうと思ってはいたけれど。

「ナイジェル」

　名前を呼びながら振り向けば、予想の通りに義ぎ弟ていが立っていた。テランス様は「や、ナイジェル様」と軽い口調で言い、微笑みながら手を振る。そんなテランス様に、ナイジェルは愛あい想その欠片かけらもない顔で一礼をした。

「テランス様とお話があって、今からカフェテリアに行くのよ」

「お話、ですか？」

　怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せつつ首を傾かしげるナイジェルを手招きし、内ない緒しよ話ばなしのために手で筒つつを作る。するとこちらの意図を察したナイジェルが屈んでわたくしに形のいい耳を向けた。耳に唇を寄せて小声で事情を話せば、ナイジェルは得心がいったという様子で頷うなずく。

「……なるほど。そういうことならば、仕方ありませんね」

『仕方ない』と言いつつも、その声にはまだまだ不満げな響きが宿っている。けれどナイジェルはそれ以上の感情を表に出すことはなく、わたくしの荷物を手にすると背後に立った。……もっとテランス様に牙きばを剥むくのではと心配していたけれど、これは成長したということでいいのかしら。騎き士しらしく静かに付き従うその姿は、凛り々りしくも美しいものだ。

　カフェテリアに着くと、テランス様の従者が注文カウンターへと向かった。従業員に案内された席でしばらく待っていると、湯気の立つ紅茶と何種類かのミニケーキが載のせられた皿を携たずさえた従者が戻もどってくる。ケーキは日ひ替がわりで用意されており、名店にも負けない美味おいしさだ。今日はなにかしらなどと内心わくわくしながら、わたくしはさりげなくお皿に視線を走らせた。

「姉様がお好きな、チョコレートとラズベリーのケーキがありますね」

　するとナイジェルから、そんな耳打ちをされた。嫌いやだわ、ケーキを見ていたのがバレていたのね。ナイジェルはわたくしのことを……細大漏もらさず見すぎなのよ。

「さて。ベイエル侯爵家の最近の動向だね」

　紅茶を口にし一息ついてから、テランス様が言う。わたくしは背筋を伸のばし、こくりと頷いた。

「我が国には隣りん接せつしている国が三つばかりあるわけだが。そのひとつであるリーゼティ王国がハイア王国と一時交戦状態になったのは知っているね？」

「ええ、存じております」

　ハイア王国は、領土拡大への気持ちが強い好戦的な国だ。そのハイア王国と国境を接しているリーゼティ王国は、たびたびその脅きよう威いに晒さらされている。

「ベイエル侯爵家は、両国の戦乱を利用して『死の商人』をするつもりだったんだ」

「まぁ……！」

　テランス様の言葉に、わたくしは目を瞠みはった。

　テランス様の話によれば。リーゼティ王国の側そばに領地があるベイエル侯爵家は、リーゼティ王国とハイア王国との戦争でひと稼かせぎするつもりだったらしい。だけど……。

「意い気き揚よう々ようと武器や防具の生産をはじめたものの、目算と違ちがい戦火はすぐに収まってしまった。そしてさまざまな取引が中止に追い込まれ、要は大損をしたようだよ」

　数年は続くだろうと目されていた二国の交戦状態は、半年ほどで終幕した。浮いてしまった武器や防具を抱かかえて、ベイエル侯爵家は頭を抱えたことだろう。

「家が傾かしいだりするような損害ではなかったけれど、一度に目減りした資産に不安を覚えたのだろう。折悪く、昨年ベイエル侯爵家の領地では農害があったそうだしね」

「農害、ですか」

「麦に取りつく新種のカビが流行はやり、甚じん大だいな被ひ害がいが出たそうだ」

　それは踏ふんだり蹴けったりな話だ。将来への危機感を覚えても仕方がない。

「さらに言えば。あの家は代々研究者気質で、そちらの方にも莫ばく大だいな資金を投じている。だから──」

「今まで固こ執しゆうしていなかったわたくしの婚こん約やく者の座に、ベイエル侯爵家は固執しはじめた」

　二度あることは三度ある、なんて言葉もある。またなにか大きな出来事が起きる前に、『命いのち綱づな』として我が家と縁えんを繋つなぎたい。そしてあわよくば二度の損害に対する資金援えん助じよも得たい……そんな目もく論ろ見みなのだろう。

「たぶん、そういうこと」

　テランス様は話をそう締しめると、優美な仕草でケーキを口にして「うん、美味しいね」と笑った。

「必死になった人間は、なにをしでかすかわからない。気をつけて、ウィレミナ嬢」

　心配そうにテランス様に言われて、わたくしは頷いた。

「テランス様。貴重な情報、ありがとうございます」

「ふふ、どういたしまして。こちらこそ楽しい時間をありがとう」

　お礼を言えば、美しい笑みで返される。

　……アルセニオ様が急にわたくしに近づいてきた動機が、テランス様のおかげで見えてきたわね。

　婚約の決定権はガザード公爵家にあり、現状ではアルセニオ様が選ばれる可能性は低い。

　その不可能を可能にするためにベイエル侯爵家がなにか強ごう引いんな手段に出る、なんてことは考えたくないけれど……。

　お茶会の時に感じた必死さを思い返すに、気をつけておくに越こしたことはないわね。







　休きゆう暇かの間は領地に行くというお手紙を、先日お父様に送ったわけだけれど。すんなりと許可が下りると思いきや、お忙いそがしい中、学園にまで来たお父様に盛大に渋しぶられてしまった。お父様ったら、休暇の間はわたくしと一緒に過ごせると思っていたらしい。すっかり萎しおれきってしまったお父様を見ていると、とても申し訳ない気持ちになってしまったわ。

　だけど将来のためだと懸けん命めいに説き伏ふせると、「大人になったんだね」と瞳を潤うるませながら最終的には領地に行くことを了りよう承しようしてくださったのだ。そして、護衛の用意も約束してくれたのだけれど……。

　領地に行く、その当日。

「お久しぶりですね、ウィレミナ嬢」

　わたくしたちの前に現れたのは、マッケンジー卿きようとその部下の騎士数名だった。

　……ナイジェルは隠かくされているとはいえ王族ですものね。最強の近この衛え騎士団団長がいらっしゃってもおかしくはない。おかしくはないのだけれど、王子殿でん下かたちの護衛はいいのかしら！

「マッケンジー卿。護衛していただけるのは嬉うれしいのですが、王子殿下たちの護衛はよろしいのでしょうか？」

「ああ、あちらには信しん頼らいできる騎士たちを大量につけておりますので大だい丈じよう夫ぶですよ。旅の間の護衛は、どんと俺に任せてください」

　マッケンジー卿はそう言うと、逞たくましい胸むな板いたを拳こぶしで叩たたいて白い歯を見せながら笑う。マッケンジー卿が信を置く者たちが警護をしているなら、殿下たちは大丈夫なのだろう。彼が無責任なことをするわけがないものね。領地までの道のりは長いけれど、彼がいれば千人力だ。ナイジェルは、少し面おも白しろくなさそうな様子だけれど。

「エルネスタ殿下が来なくて安心していたのに……まさかマッケンジー卿が来るとはな」

「小こ僧ぞう。なにをつぶやいてるんだ？」

　ぶつぶつとなにかをつぶやくナイジェルの頭を、マッケンジー卿が強めに撫なでる。鷲わし掴づかみにしているようにしか見えないけれど、撫でている……でいいのよね？

「ほら、小僧。荷物の積み込みを手伝え」

「はい、わかりました」

　手て櫛ぐしで銀ぎん髪ぱつを整えてから、少し不ふ貞て腐くされた顔のナイジェルが馬車へと向かう。大人数なので馬車は二台用意してある。それに荷物を積み込むのも、ひと仕事ね。

　近衛騎士団団長自らが雑務を行うことに恐きよう縮しゆくしたロバートソンが止めに入ったけれど、「なぁに、力仕事しか取り柄えがないんでやらせてください」とマッケンジー卿は一いつ蹴しゆうしてしまった。わたくしの初はつ恋こいの君は、相変わらずとても素す敵てきだ。今はもう昔のようにときめいたりはしないけれど、心の底からそう思うわ。

「お嬢じよう様さま、旅が楽しみですね」

「ええ。楽しみだわ」

　エイリンに声をかけられ、わたくしは笑え顔がおでそう返した。

　まずは馬車での片道十日間。一体、どんな道行きになるのかしら。
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　馬車での旅は実に快適に進んだ。お父様が『ウィレミナの体になにかあっては』、と特別仕様の馬車を用意してくださったのだ。揺ゆれを吸収しやすい車輪と、しなやかな感かん触しよくで横になれるくらいに大きな座面のおかげで、体の節々が痛くなるようなことはほとんどない。お父様に感謝をしなければならないわね。

　街で宿しゆく泊はくしたり時には天幕を張ったりしつつで予定通りに行程を消化していき、旅もそろそろ四日目に差し掛かかろうという時……わたくしにとっての大事件が起きた。

「ナイジェルと、同室なの？」

　その日の宿でエイリンから告げられた内容に驚おどろき、わたくしは呆ぼう然ぜんとした。ナイジェルと同室。それは、その。一いつ緒しよのお部屋で寝ねるという認にん識しきで間違っていないわよね？

「ええ、宿の部屋数が足りないそうで」

　エイリンは申し訳なさそうに言うけれど、さほど大きな問題とは感じていないという表情だ。それもそうよね。ナイジェルとわたくしが血が繋がっていない、そしてナイジェルがわたくしに好意を抱いだいているということは……皆みな知らないことなのだから。『血の繋がった』姉弟きようだいが同じ部屋ということに、なんらかの危機感を覚える方がおかしいのよね。

「そのね、エイリン──」

「大丈夫ですよ。私と姉様は姉弟なので」

　どうにかこの状じよう況きようを変えるため言い募つのろうとするわたくしの言葉を、背後から現れたナイジェルが遮さえぎってしまう。口をパクパクとさせるわたくしを見つめてから、ナイジェルはふっと小さく笑った。その時、ナイジェルの背後に救いの神の姿が見えた。

「マ、マッケンジー卿！」

『ナイジェルの本当の素す性じよう』を知っている唯ゆい一いつの人。彼の名を呼べば「はいはい、なんでしょう」と軽い調子で言いながらマッケンジー卿がこちらへとやって来る。

「あ、あの！　実は……」

「ほう、ほうほう。なるほどですなぁ」

　わたくしが事情を話すにつれて……彼の表情は明らかに面白がるものに変わっていく。そんなマッケンジー卿の様子を目にして、わたくしは悟さとった。

　ここにわたくしの味方は一人もいないのだ……と。

「なにも問題はないでしょう。お二人は姉弟なのですし」

「ええ、そうですよ。なにも問題ありませんよね」

　マッケンジー卿がにこやかな表情で言い、ナイジェルもここぞとばかりに追つい撃げきをする。エイリンもわたくしたちの様子に少し首を傾かしげながらも、「そうですよね、問題ございませんよね」と言って頷うなずいた。

「──頑がん張ばれよ、小僧」

　マッケンジー卿、ナイジェルにこっそり耳打ちをしているのが、聞こえてますわよ！

「姉様、安心してください。いびきがうるさいなどということはないかと思いますので」

　ナイジェルはそう言ってにっこりと笑う。そ、そういう問題ではないわ！

　こうしてわたくしは、ナイジェルと同じ部屋で一夜を過ごすことになったのだった。







　エイリンに手伝ってもらって入浴を済ませ、ワンピースタイプの寝しん衣いに着き替がえる。その寝衣の上から、わたくしはさらにローブを羽織った。これくらい着込んでいれば、大丈夫よね。ええ、ナイジェルの前に出てもはしたなくないはずよ。

　実は、寮りようにいる際にもナイジェルに寝衣姿を見られたことがある。それも一度や二度ではない。隣となりの部屋同士だから、不ふ可か抗こう力りよく的に鉢はち合あわせてしまうことが何度かあったのよね。その時も当然恥はずかしかったけれど、あれは気持ちを告げられる前だったわけで……。ああもう、なんだか心臓が痛いわ！

　そんなことを考えながら浴室と続きになっている部屋に向かうと、簡素な格好をしたナイジェルが長なが椅い子すに腰こしを下ろしていた。シンプルな白シャツとトラウザーズという姿なのにも関かかわらず、その姿はふだんと変わらない凛り々りしく麗うるわしい印象をこちらに与あたえる。

「姉様！」

　ナイジェルはこちらに視線を向けると、長いまつ毛に囲まれた目を細めて嬉しそうに笑った。頭の上に子犬のお耳が見えそうな喜びっぷりだ。四六時中一緒にいるのに、ナイジェルはわたくしを見るといつも嬉しそうにする。それだけ、好意を持たれているということなのかしら。い、嫌いやね、妙みようなことばかり考えてしまうわ！

「では、私は失礼いたしますね」

「エイリン……！」

　エイリンはぺこりと頭を下げて部屋を出ていってしまう。それを引き止める口実を思いつくことができず、わたくしは右手を上げたおかしな格好で固まることになってしまった。

「姉様。喉のどは渇かわいていませんか？　渇いているようでしたら、厨ちゆう房ぼうで紅茶をもらってきますが」

「じゃあ、お願いしようかしら」

　入浴後でたしかに喉は渇いている。なのでナイジェルの申し出は、とてもありがたかった。

「では、行って参りますね」

　ナイジェルが立ち上がり、こちらに歩みを進める。彼との距きよ離りが一気に縮まり、わたくしは思わず後ずさってしまった。そんなわたくしの様子を見て、ナイジェルは目を丸くする。うう、恥ずかしいわ。ナイジェルを意識していることが、これじゃバレバレじゃない！

「怖こわがらないでください、姉様。ただ一晩、何事もなく過ごすだけなのですから」

「そ、そうよね」

　冷静にそう言われてしまうと、一人で右往左往している自分が更さらに恥ずかしくなる。ふと視界に影かげが差し、わたくしは顔を上げる。するとすぐ側そばに、ナイジェルの美び貌ぼうがあった。少し屈かがむようにして、彼に覗のぞき込まれていたのだ。

「姉様のことが大事なので、怖いことはなにもしませんよ」

　顔を近づけ、しっとりとした声こわ音ねで囁ささやかれる。そ、そんなふうに色っぽく囁かれると、『なにもしない』に説得力がまったく感じられないのだけれど！　どう反応していいのかわからず、義ぎ弟ていから視線を逸そらすこともできない。熱くなる顔を意識しながら、ナイジェルと見つめ合うままになっていると……。

「本当ですから、ね」

　ナイジェルは理性的な表情で柔やわらかく笑ってわたくしから離はなれ、紅茶を用意するために部屋を出ていってしまった。一人取り残されたわたくしの胸の内には、さまざまな感情が入り混じった波が立つ。

　なんだか、腹立たしいわ。どうしてナイジェルはあんなに余よ裕ゆうなのよ！

　ずるいわ。わたくしばかりがナイジェルに翻ほん弄ろうされている。
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　部屋を出て、扉とびらを閉めた瞬しゆん間かん。私はその場に崩くずれ落ちてしまった。

「……危ない。姉様が愛らしすぎて、理性が吹ふき飛びそうだった。いや、いつもお可愛かわいらしいのだが。うん、いつだって姉様は愛らしいな」

　真っ赤になっているだろう顔を片手で覆おおい隠かくしながら、ふだんよりも隙すきがあるウィレミナ姉様の様子を思い返す。

　風ふ呂ろ上あがりで上気した頬ほお、しっとりと濡ぬれた黒くろ髪かみ。きっちりと着込んだローブの隙間からは、細く折れそうな首が覗いている。姉様の黒の瞳は潤うるんでおり、見ているだけで吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚えた。

「あれは、反則だろう」

　深呼吸をしてから、ふらつく体を叱しつ咤たし立ち上がる。先ほどの姉様の様子はいつもより落ち着きがなく、どこか慌あわて気味に見えた。

　──多少はこちらを意識してくださっている、ということでいいのだろうか。そんな淡あわい期待をしてしまう。

　幼い頃ころから、恋れん愛あい対象として意識をされないままお側にいた。姉様は長らく私と血が繋つながっていると思っていたので、それは仕方がないのだが。男として意識してくださるようになったのなら、これは大きな進展だ。

　同室になったからといって、姉様に不ふ埒らちな真ま似ねをするつもりは一いつ切さいない。姉様はそんな下げ衆すな手段で手に入れていいような女性ではないのだ。しかし……。

「もっと、意識はしてもらいたいな」

　男として意識していただくためには、どうすればいいのだろうか。自分なりに言葉や態度で示しているつもりだが、あいにく私は口が上手ではない。昔から表情筋の方も仕事が下手なようで、姉様の前でちゃんと動いているのか怪あやしいところだ。

　……テランスのように口も表情も自由自在であれば。

　業ごう腹はらなことに、あの男は私と違ちがって口や表情で考えを伝えることに長たけている。それでも姉様には彼の好意が長年伝わっていなかったのだから、姉様の好意への鈍にぶさも大たい概がいではある。

　そんな姉様を、私は意識させていかないといけないのだ。

「……もっと上手うまく、愛を伝えられればいいのだが」

　唸うなりながら階下へ移動すると、同じく厨房に用事があるらしいマッケンジー卿きようと廊ろう下かで鉢合わせた。

「……マッケンジー卿」

「よぉ、小こ僧ぞう」

　マッケンジー卿は軽く片手を挙げ、にやりと笑う。面めん倒どうな人と鉢合わせたものだと思いながらも、私は小さくお辞じ儀ぎをした。

「どうだ、ウィレミナ嬢じようとの同室は」

　がしりと肩かたに太い腕うでを回され笑えみ崩れた顔を近づけられると、強いアルコール臭しゆうがする。どうやら、だいぶ飲んでいるらしい。今夜はマッケンジー卿は見回りの当番がない。なので存分に飲んでいるのだろう。

「どうと言われましても、なにもありませんが」

　そう、なにもない。理性を最大動員して絶対になにも起こさない。

「ま、お前に大だい胆たんなことができるとは思っちゃいないがな。じゃないと同室になんかさせちゃいねぇ。少しだけでも、ウィレミナ嬢に意識してもらえよ」

　マッケンジー卿はそう言うと、楽しそうに笑い声を立てた。するとアルコール臭くさい呼気が空気に散る。ああもう、離れてくれないだろうか。

　……しかし。姉様に不埒なことをする気は一切ないが、なにもできないと思われているのも腹立たしいな。

「……意識してもらう、努力をします」

「ああ、しろしろ。だけど暴走はすんなよ？　万が一妙なことをしたら、ガザード公こう爵しやく閣下に首を飛ばされちまうぞ」

　マッケンジー卿は縁えん起ぎでもないことを言ってから、がははと豪ごう快かいに笑う。あり得ることだから、本当に恐おそろしい。姉様を傷つける者に対して、ガザード公爵は容よう赦しやをしないだろう。

「いい加減、離れてくださいよ」

　マッケンジー卿の体を押して屈くつ強きような肉体を引き剥はがそうとしたが、この馬ば鹿か力ぢからはびくともしない。年を経てもまったく衰おとろえないこの男は、本当に化け物だ。

「貴方あなた、かなり酒臭いですよ。そんな体ていたらくで、明日の警備はちゃんとできるんでしょうね」

「ふん、馬鹿にするな。酔よっていても二日酔いでも、俺の剣けんが鈍るこたぁねぇよ。それはお前も知ってるだろう？」

　たしかにそうだ。マッケンジー卿が酩めい酊ていしている状態で、稽けい古こをつけられたことが何度もある。しかし彼の切っ先が鈍ることは一切なかった。その際の勝敗に関しては、言うまでもない。マッケンジー卿に私が勝てたことは、ただの一度もないのだ。

　いつかは必ず勝つ、そのつもりでいるが……。この山は私の前に、あまりにも高く険しく聳そびえている。

　──この男は、一応元既き婚こん者なんだよな。

　マッケンジー卿の奥方はずいぶんと昔に亡なくなっている。その後周囲から後のち添ぞえをという話を多くもらっているが、彼はどの縁えん談だんにも見向きもしないままだ。同じく亡くなった奥方に一いち途ずなガザード公爵といい、私の周囲の人間は連れ合いへの情が濃こい人間が多いらしい。そして私もそうなるのだろうという確信がある。姉様が隣となりにいる人生しか、私には考えられないのだ。姉様以外の女性は、私には必要ない。

「……マッケンジー卿は、奥方をどう口説いたのですか？」

「は？　いや、なにを訊きいてるんだお前は」

　参考にと訊たずねてみれば、マッケンジー卿は珍ちん妙みような顔になる。気味悪がっているような、苦いものを食べたかのような、そんな顔だ。……たしかに、師し匠しように訊くべきことではなかったな。しかしもう訊いてしまったのだから、開き直るしかない。

「いえ、参考にさせていただこうかと」

「お前、それは同世代の人間に訊くような事こと柄がらだろう。もう少し友達を作った方がいいと思うぞ」

「騎き士し学校時代や仕事繋がりの者はおりますが、私の事情のことは話せませんし」

　私の『恋愛』の相談は、姉様と血が繋がっていないことを知る人間にしか話せない。しかしエルネスタ殿でん下かに相談するのはごめんだし、ガザード公爵には邪じや魔まをされかねない……となるとこの師匠くらいしか選せん択たく肢しはないのだ。

「いや、内情を詳くわしく話さずとも相談くらいは……まぁいい。お前はほんと、あいつに似ずに不器用だな」

　マッケンジー卿はそう言って大きなため息をつく。『あいつ』というのは、私と違って大変朗ほがらかだった父のことだろう。

「俺の場合は正面から何度もぶつかっただけだよ。お前ほどじゃないが、俺も口が上手い方じゃないしな。ひたすら、『惚ほれた、結けつ婚こんしてほしい』と伝え続けただけだ」

　マッケンジー卿はその厚い胸を張りながら、実に得意げに言った。

「……それは、勇気がありますね。拒きよ絶ぜつされることが恐ろしくはなかったのですか？」

「どれだけ堅けん牢ろうな城でも、諦あきらめずに攻せめ続ければいつかは落ちるもんだ」

　マッケンジー卿の返答は実にシンプルだ。

　本当に大した自信だな。女性の心に好意の芽がなければ、成立しない方法だろうに。いや、好意の芽がなくてもぶつかる方が真しん摯しであればいずれは絆ほだされてしまうものなのか？

　私も『攻め込んでいる』つもりではあるが、心のどこかに『姉様に拒絶されたら』という畏おそれも持っている。そんな畏れは、マッケンジー卿のように捨ててしまった方がいいのだろうか。畏れは捨てつつも、姉様のお立場などは傷つかないように立ち回らねば。

「貴方らしいですね。聞けてよかったです、ありがとうございます」

　参考になるような、ならないような。そんな回答だが勇気はもらえた。

「ところで、マッケンジー卿。先ほどはなぜ、私の味方をしてくださったのですか」

　気になっていたことを訊ねると、マッケンジー卿は一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたような顔になった。

　マッケンジー卿が一言『ダメだ』と言えば、私はほかの騎士と同室で雑魚ざこ寝ねになったはずだ。けれど彼は、私と姉様が同室となるよう後押ししてくれた。マッケンジー卿は苦い顔──いや、照れているのかもしれない──になると私の肩から腕を外してこちらに背を向けた。

「お前はあいつの子だ。大事な友人の子には幸せになってほしいのは当然だろう」

　そして、ぽつりとそうつぶやく。それを聞いて私は目を瞠みはった。

「まぁ、あいつの子じゃなくてもだ。小せぇ頃から面めん倒どう見みてるガキには愛着が湧わくもんだしよ。ちゃんとウィレミナ嬢の心を射止めろよ」

　がりがりと乱暴に頭をかきながら、マッケンジー卿は厨ちゆう房ぼうへ向かう。私はその背中を追って、歩みを進めた。

「はい。ありがとうございます、マッケンジー卿」

　なんともむず痒がゆい気持ちだ。けれど決して不快ではない。

　幼い頃に父とは死別してしまい、もう記き憶おくも朧おぼろだ。ガザード公爵は優やさしい人ではあるが、私が王族ということで明らかな一線を引いていた。認めるのは業腹だが、この男が私にとっては一番父に近い存在なのだろう。

「ああ、そうだ。ついでに長生きもしろよ」

「父の分まで、長く生きます」

「……そうしてくれ」

「そして、貴方に勝ちます」

「それは無理だろうな」

　くるりとこちらを向くと、マッケンジー卿きようは憎にくらしい表情でにやりと笑う。

「いいえ、絶対に勝ちますから」

　きっぱりと言い切ってみせると、生意気だと言ってまた楽しそうに笑われた。
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　──冷静でいなさい、ウィレミナ・ガザード。

　ガザード公爵家の娘むすめが、動どう揺ようばかりしていてどうするの。

　そんなことを自分に言い聞かせながら、わたくしはナイジェルの戻もどりを待っていた。

　寝しん衣いの上からローブを羽織っていたけれど、さらにその上からケープも羽織った。夏場だから少しばかり暑いけれど、ナイジェルの前にはしたない格好を晒さらすよりはいいわよね。

　とにかく。いつもの通りに、ペースを乱さず。今夜を乗り切るのよ！

　部屋の扉とびらがノックされ「姉様。扉を開けていただいても？」と声をかけられる。

　深呼吸をして緊きん張ちようを逃のがしてから扉を開ければ、紅茶が載のった盆ぼんを手にしたナイジェルが立っていた。

「姉様、申し訳ありません。厨房の方が焼き菓が子しもつけてくださったので、手が塞ふさがってしまって」

　ナイジェルの言葉につられて盆を見れば、焼き菓子の皿が載っている。それもてんこ盛りの量だ。

　──これはきっと、ナイジェルが美男子だからおまけをしてくれたのよね。

　美び貌ぼうの義ぎ弟ていはどんな場所でも女性たちの心を惹ひきつける。これからもきっとそうなのだろう。それを思うと、なんだか胸がちりちりする。

「……姉様？」

　わたくしが黙だまり込んでしまったからだろう。ナイジェルが愛らしい仕草で首を傾かしげる。こういう仕草は子どもの頃ころと変わらないわね。わたくしは頭かぶりを振ふると、ナイジェルの持つ盆に手を伸のばした。

「ありがとう、ナイジェル。わたくしがテーブルまで運ぶわ」

「いえ、間ま違ちがいがあって姉様が火傷やけどをしてはいけませんから。私が運びます」

「……過保護ね」

「はい。姉様が大事なので」

　ナイジェルはさらりと言って微笑ほほえむと、長い脚あしを動かしローテーブルの方へ行く。そして優美な手つきで、紅茶と焼き菓子をテーブルに並べた。手持ち無ぶ沙さ汰たな心ここ地ちで長なが椅い子すに腰こしを下ろしナイジェルを見れば、彼は向かいの一人掛がけソファーに腰を下ろそうとしている。こういう機会にはいつも隣となりに座りたがるのにどうしたのかしら。

「めずらしく、隣に座らないのね」

　思わずぽつりと漏もらせば、ナイジェルは目を丸くしたのちにそそくさとこちらにやってきた。

「狭せまい椅子なので、お邪魔になるかと思ったのです。でも姉様がそう言ってくださるのなら、失礼いたしますね」

　ナイジェルはそう言いながら、そそくさとわたくしの隣に座る。た、たしかに二人で座るとぎゅうぎゅうね。少し動くだけで肩かた同士が触ふれ合ってしまう。

　うう、これは密着しすぎなのではないかしら……！

　そうは思うもののなんだか嬉うれしそうなナイジェルを見ていると、今さら別々に座りましょうなんて言えない。そもそもが、わたくしの発言が発ほつ端たんなのだし。

　ナイジェルが、ふだんよりも薄うすい衣服を着ているからだろう。触れ合う義弟の体からは、しっかりとした体つきが感じられる。その感かん触しよくは、隣にいるのが男性だということを嫌いやというほど伝えてきた。どうしよう、ドキドキするわ。冷静に、冷静になりなさい、ウィレミナ！

　ちらりとナイジェルを見れば、視線同士が絡からみ合う。ど、ど、どうしてお前もこっちを見ているのかしら！　上手うまく視線が逸そらせずに、わたくしはナイジェルと近い距きよ離りで見つめ合ったままになってしまう。

「……っ！」

　ナイジェルの唇くちびるから、小さく吐と息いきが零こぼれた。新雪のように白い頬ほおが赤くなり、義弟の恥はじらいが見て取れる。おそらくわたくしも、同じような顔をしているはずだ。

「ナ、ナイジェル」

「は、はい。姉様」

「紅茶を飲みましょう！」

「そうですね、飲みましょう！」

　勢いよく二人で言ってから、紅茶に手を伸ばす。その際にも腕うでと腕がぶつかり合って、わたくしたちは火傷でもしたかのように互たがいに手を引っ込めた。真っ赤な顔で見つめ合い……先に表情を緩ゆるめたのはわたくしだった。

「ふふ。わたくしたち、慌あわてすぎね」

　自分一人で泡あわを食っているのなら、さらに緊張が増したのだろう。けれどナイジェルも一いつ緒しよに焦あせっているので、なんだかおかしくなってしまったのだ。くすくす笑っているとナイジェルもふっと表情を崩くずす。

「……そうですね。少し、落ち着きましょう」

　そう言いつつ、ナイジェルは焼き菓子に手を伸ばす。そして少量を食べて「うん、毒は入っていないようですね」とつぶやいた。

　ナイジェル、その確かく認にんはお前がすることじゃないと思うのよ。

「一応、紅茶も毒見しましょうか。淹いれるところはちゃんと見ていたので、大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが」

「もう、ナイジェルが毒見をしてはダメでしょう？　本来なら、わたくしがするべきなのよ」

　ナイジェルは王族だ。本当なら、毒見などはわたくしがするべきなのである。

　この旅の道程はお父様が組んでくださったものだから、宿にはわたくしたちの到とう着ちやく前に通達が出ているはずだ。『ガザード公こう爵しやく家の娘を傷つければ、なにがあるかわかっているね』という種類の通達が。

　その上でエイリンがわたくしたちの前に出される料理の調理の工程を確認しているから、毒などが入る可能性は極きわめて低いと思うのだけれど……。

「私なら大丈夫です。毒への耐たい性せいを高める訓練もしておりますし」

「くん、れん？」

「ええ、前王おう妃ひに命を狙ねらわれていた頃にマッケンジー卿にした方がよいと言われまして……。さらに毒消しの類たぐいも、何種類か常に持ち歩いております」

「そう、なのね」

　たしかに……毒の脅きよう威いからはマッケンジー卿も守れないものね。前王妃が権力を握にぎっている頃。ナイジェルは毒殺の危機に遭あったりしたのかしら。それを想像すると心が痛む。

　眉まゆ尻じりを下げるわたくしを目にして、ナイジェルが困ったように笑う。そして焼き菓子をひとつ摘つまんで、こちらに差し出した。

「そんなお顔をしないでください、姉様。私はこの通り健在ですので。この焼き菓子、美味おいしいですよ」

　反射的に口を開ければ、焼き菓子が口に入れられる。たしかに、美味しいわね。美味しいけれど……。

　これは、あまりよくないのではないかしら。まるで恋こい人びと同士がするような行こう為いじゃない！　口に入れられてから今さら思っても、すでに遅おそいのだけれど。

「……美味しいわ」

「それはよかったです」

　平静を装よそおいつつ言えば、ナイジェルが嬉しそうに笑う。そして、また焼き菓子を摘んでこちらに差し出した。

「ナイジェル、自分で食べられるわよ！」

「それは知っておりますが、私が姉様に食べさせたいのです。……ダメですか？」

「ダメ、というか」

　ナイジェルは捨てられた子犬のような目でこちらを見つめる。きゅーんという鳴き声の幻げん聴ちようまで聞こえてきそうだわ。わたくしは、昔から義弟のこの顔に弱い。

「……仕方がない子ね」

　諦あきらめたわたくしは口を開けた。幼い頃から、ナイジェルの悲しそうな顔にわたくしが勝てた例ためしはないのだ。

「では……！」

　焼き菓子がそっと口に入れられ、その際にナイジェルの指先がわずかに唇に当たる。すると彼の白い頬に、ぱっと朱しゆが散った。うう、なによその可愛かわいらしいお顔は！

「姉様、あの。申し訳ありません」

「わたくしまで恥ずかしくなるから、そんな顔をしないで」

「そ、そうですね」

　ナイジェルは焼き菓子を摘むと、自分でも一口囓かじる。焼き菓子によって少し膨ふくらんだ頬は、まだ赤いままだ。

　ふと、ナイジェルとの距離が離はなれる。彼がわたくしとは反対側に詰つめたのだ。立派な体格になった彼がそうしていると狭くて座りにくいでしょうに……と考えてわたくしは気づいた。

　──もしかしてわたくしを怖こわがらせないように気を使っているのかしら、と。

　今さらと言えば今さらなのだけれど、彼の気き遣づかいに心がじわりと温かくなった。

「……こうしていると、幼い頃ころに図書室で一緒にお菓か子しを食べたことを思い出すわ」

　ナイジェルにくっついて回られていた幼少期。屋や敷しきの図書室で、私たちは高い頻ひん度どで一緒に勉強をしていた。その頃もこんなふうに並んで座って、休きゆう憩けいで差し入れられるお菓子を食べていたのだ。あの頃は好意を持たれてるなんて夢にも思っていなかったし、ナイジェルが女の子のように愛らしい容よう貌ぼうだったこともありさほど気にならなかったけれど……。思い返せば、距離がこんなふうに近かったわね。

「よく覚えています。僕──いえ、私にとってあの時間は大切な時間でしたから」

　ナイジェルはそう言うと、本当に嬉しそうに頬を緩める。

「お前がそんなふうに思っているなんて、ちっとも気づかなかったわ」

『氷の騎き士し』なんてあだ名がつくくらいに表情筋の動きが悪い義ぎ弟ていだけれど、昔はさらに動きが悪かった。お菓子を食べる義弟はいつも無表情で、なにを考えているのかちっともわからなかったのだ。ナイジェルの表情があまりにも動かないのでお菓子が口に合っていないのかと、コック長が悩なやみすぎて胃を壊こわす……なんてこともあったわね。ナイジェルとあとから、懸けん命めいにフォローをしたけれど。

「昔から大人びていた姉様でしたが、お菓子を食べる時は無む邪じや気きなお顔になっていたので。それを間近で見られるのがとても嬉うれしかったです」

　わたくし、どんな顔をしていたのかしら。貴族の娘むすめとしての仮面が剥はがれていたなんて、幼い頃のことといえども恥ずかしい。

「……変な顔をしていなかった？」

　気になってしまい訊たずねれば、ナイジェルがふっと意味深な笑えみを浮うかべる。そして、うっとりとした表情になって語り出した。

「お好きなラズベリーのパイを食べる時には表情がわずかに綻ほころび、苦手なナッツのクッキーが出た時には少しだけ不満そうなお顔をする。紅茶が熱かった時には眉み間けんに皺しわを寄せてから、冷ますためにミルクを足す。そんなお可愛らしい姉様をたくさん見ることができましたが、変なお顔なんてひとつもしていませんでしたよ」

「……そう」

　詳くわしく観察しすぎだし、覚えていすぎだと思うのよ！　もう何年も前のことなのに！

「もちろん、今の姉様もとてもお可愛らしいです」

　ナイジェルはそう言うと、白い頬を淡あわい赤に染めながら愛いとおしむような視線をこちらに向けた。そして、口角をゆるりと上げて美しい笑みを浮かべる。国宝級の美び貌ぼうから放たれた笑みが眩まぶしすぎる。嫌いやだわ、心臓がなんだかうるさい気が……！

「姉様、お顔が真っ赤です」

「だ、だ、黙だまりなさい！」

　焼き菓子を手にして、ナイジェルの口にぐいと押し込む。ひとまず義弟の口を塞ふさごうと考えたのだ。

　ナイジェルは目を丸くしながら、口に入れられた焼き菓子をもぐもぐと咀そ嚼しやくする。彼はごくんと焼き菓子を飲み込むと……。

「姉様が食べさせてくださるなんて」

　と、目を細めて感極まったようにつぶやいた。この子はいちいち大げさなのよ。そ、そんなつもりで口に入れたわけじゃないわ！

「馬ば鹿かなことを言ってないで、そろそろ支し度たくをして寝ねるわよ」

「そうですね、明日あしたも早いですしね」

「せっかくいただいたものですし、焼き菓子の残りは明日の馬車の中で食べましょう」

「そうですね、姉様」

　ナイジェルはニコニコしながら、焼き菓子を紙に包む。そんな彼から視線を外してちらりと寝しん台だいを見ると、それは仲よく隣となり同どう士しで並んでいた。




　歯を磨みがき、顔を洗って寝台に横になる。当然のことながら、わたくしに続いてナイジェルも隣の寝台に上がった。

　想像よりも距きよ離りが近くて、なんだか緊きん張ちようしてしまう。ふだんもじゅうぶん近くにいるけれど、『睡すい眠みん中』という無防備な様子を見せることなんてないもの。ああ、考えれば考えるほど緊張してきたわ！

「姉様」

「な、な、なに。ナイジェル」

「そんなに緊張しないでください、襲おそったりしませんから」

　別に、そんな心配はしていないけれど。この義弟がわたくしの気持ちを無視するようなことはしないことは、よく知っている。ナイジェルに視線をやると、美しい青の瞳と視線がぶつかる。ランプの淡い灯あかりに照らされた瞳は青と赤が混じり合って、幻げん想そう的なくらいに綺き麗れいだ。

「おやすみなさいと、言いたかっただけです」

　ナイジェルはそう言ってくすりと笑う。そして、肩かたのあたりまで上うわ掛がけを引っ張り上げた。

「そうね、挨あい拶さつは大事だものね」

「ええ。姉様に出会った時に教わりました」

　ナイジェルにはじめて会った時に、そんなことも言ったわね。

「あの時のことは忘れてほしいのだけど。その、不義の子だと誤解して……意地悪で言ったことだから」

「忘れません。姉様との大事な思い出ですから」

「……もう」

　思い出を二人で語れるくらいに、ナイジェルと一いつ緒しよにいたのね。ふと、そんなことを思う。

「明日のために早く寝ないと。おやすみなさい、ナイジェル」

「はい。おやすみなさい、姉様」

『おやすみ』を言うと、優やさしい声で返される。その声こわ音ねに少し胸が締しめつけられた。

　この夜のこともいつか思い出として話すことがあるのかしら。その時には、わたくしたちはどんな関係になっているのだろう。










　緊張をしていたはずなのに、わたくしはぐっすりと眠ねむってしまったらしい。

　目が覚めるとナイジェルはすでに身支度を整えていた。そんな彼をぼんやりとしたまま寝ぼけ眼まなこで見つめていると、優しい笑みが向けられた。

「おはようございます、姉様。寝起きの姉様も可愛かわいいですね」

　そんなことを言われて一気に目が覚めてしまう。ナ、ナイジェルったら、いつの間にそんな甘ったるいことを言えるようになったの……！

「おはよう、ナイジェル、その……そんなに見ないでほしいのだけれど」

「嫌です。姉様の一いつ瞬しゆん一瞬を目に焼きつけながら、私は生きていくのですから」

　ナイジェルはそう言うと、長い脚あしを動かしてこちらにやってくる。そして、まだぼさぼさなわたくしの髪かみを一ひと房ふさ取るとそっと口づけした。

「これからも、ずっと見守らせてください」

『ずっと』。その重たくて甘い言葉に心臓が大きく跳はねる。覚かく悟ごが決まっていないわたくしの背中を、この義弟はぐいぐい押してくる。その勢いにわたくしは翻ほん弄ろうされてばかりだ。

「ああ、そうだ。寝顔を凝ぎよう視しするなんて不ぶ躾しつけなことはしておりませんから。少しは拝見させてもらいましたけど」
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「も、もう！　なにを言っているのよ！」

　恥はずかしくてぺちりと軽く頬ほおを叩たたけば、ナイジェルが楽しそうに笑う。そんなナイジェルを見ているとわたくしもなんだかおかしくなって、くすくすと笑ってしまった。







　残りの旅程には大きな問題はなく、順調に消化されていった。

　正確に言えば、一度だけ野や盗とうの襲しゆう撃げきがあったのだけれど……。

　マッケンジー卿きようと騎き士したち、そしてナイジェルが、あっという間に倒たおしてしまったのよね。それも一人も殺すことなくだ。馬車の窓からはらはらしながら戦いを見守っていたわたくしは、本当に驚おどろいた。大きな実力差がないとそんなことはできないものね。

「姉様の騎士ですから、これくらい当然です」と言いつつ得意げな顔をしていたナイジェルは、マッケンジー卿に「調子に乗るな」と軽く小こ突づかれていて最後は少しだけ締まらなかったけれど。

　野盗たちを捕ほ縛ばくして割合近くに街があったのでそこの警備兵に引き渡わたし……という一連の流れを終えても旅程が大きく乱れることはなく、馬車は領地にたどり着いた。

「コーア河だわ」

　馬車の窓から見える大河に、わたくしは声を上げた。

　ガザード公こう爵しやく家の領地はコーア河やパラム湖などの水源を擁ようしており、その潤じゆん沢たくな水資源を利用した農業が盛んだ。そして水のさらなる有効利用ができるよう、給水事業も大々的に進められている。

　大きな炭鉱も領内にいくつかあり、採さい掘くつされる石炭を利用した新技術の開発も推進中らしいわ。お父様は「いつか馬よりも速い車を作りたいね。まぁ、時間はかなり……もしかすると十年単位でかかるかもしれないけれどね」と言っていたわね。どんなものかわたくしには想像が難しいけれど、実現したら素す晴ばらしいと思う。国内の物流などの事情が、一気に変わるのでしょうね。

　カントリーハウスは領内で一番大きな街、ロンデールの側そばにある。領地に入ってから数時間馬車に揺ゆられ、わたくしたちはカントリーハウスにたどり着いた。

　屋や敷しきは王都近くにある屋敷よりも大きなものだ。その勇ゆう壮そうたる外観を馬車の窓から眺ながめていると、ナイジェルが隣で息を呑のむのがわかった。

「立派なお屋敷ですね。庭も……とても広いな」

「そうでしょう？」

「子どもの頃ころにこちらに連れてこられていたら、きっと迷子になっていたでしょうね」

「内ない緒しよだけれど……わたくし子どもの頃にここで一度迷子になったのよ」

　カントリーハウスには何年かに一度しか帰らない上に、子どもからするとこの屋敷の広さはもはや迷めい宮きゆうだ。見知った部屋に戻もどれず泣いていると、今は亡なきお母様が慌あわてて捜さがしにきてくれた。抱だきしめられ、背中を撫なでられながら慰なぐさめてもらったあの日の思い出は……ほろ苦いけれどかけがえのないものだ。

「姉様でも、迷うことがあったのですね」

「ふふ、そうなの。さ、降りましょう」

　屋敷の前につけられた馬車から降り、ナイジェルに手を引かれながら玄げん関かんへ向かう。わたくしたちの後ろからはマッケンジー卿と騎士たち、そしてエイリンが続いた。先さき触ぶれを出すために一足早く屋敷に来ていたロバートソンが扉とびらを開けると、懐なつかしい顔が姿を現した。代官総そう轄かつのグレンだ。

「お嬢じよう様さま、お久しぶりです」

「グレン、久しぶりね」

　会うのは何年ぶりかしら。グレンの口元の皺しわが昔よりも深くなったのを見ると、年月の経過を感じるわね。グレンはガザード公爵家の遠とお縁えんであるモンロイ伯はく爵しやく家の三男で、お父様の学生時代の同級生でもある。ふわりとした茶色の髪と茶色の垂れ目の美中年で、現在独身。仕事一筋で結けつ婚こんをする予定はないらしい。ガザード公爵家の領地経営の重要部分を担になう彼を狙ねらっている令嬢や未亡人は多いと聞くから、これからどうなるかはわからないけれど。

「会えて嬉うれしいわ」

「私もです、お嬢様」

　片手を取られ、両手で優しく握にぎられる。わたくしも彼の手に握られていない方の手を重ねて、そっと握り返した。グレンはわたくしの手を離はなすと、ナイジェルに視線を向ける。そして一瞬目を細めてから、優ゆう雅がな一礼をした。

「はじめまして、ナイジェル様。ガザード公爵領の代官総轄をしております、グレンと申します」

「はじめまして、グレン殿どの」

「グレンと呼び捨ててください」

　グレンはそう言うと、柔やわらかな笑えみを浮うかべる。

「では、そうさせていただきます。グレン」

　ナイジェルもうっすらと微笑ほほえんでみせた……のだと思うけれど、その表情の変化はわずかだった。

　グレンは次にわたくしたちの背後にいる人物──マッケンジー卿に視線を向ける。

「はじめまして、グレン殿。護衛でやってきました、マッケンジーと──」

「その堂々たる体たい躯く……やはり貴方あなた様がマッケンジー卿でしたか！　いらっしゃると聞いて、お会いできるのを楽しみにしていたのです！」

　マッケンジー卿の名乗りが終わる前に、グレンは少年のように無む邪じや気きな瞳になり感激含ぶくみの声を上げる。

　英えい雄ゆう的なご活かつ躍やくを多々しているマッケンジー卿には、老ろう若にやく男なん女によ問わず信しん奉ぽう者が数多くいる。こんなふうに彼を見てはしゃぐ人々をたくさん見たことがあるわ。グレンもどうやらその一人だったらしい。こんなにはしゃいでいる彼ははじめて見たわね。

「ぜひ、いろいろなお話をお聞かせいただけますと嬉しいです」

「ふむ。喜んでいただけるような土産みやげ話ばなしはなにもありませんが」

「いやいや、ご謙けん遜そんを。よい酒もご用意しておりますので、ぜひ！」

「やや！　それはありがたいですな」

「グレン様！　まずはウィレミナお嬢様とナイジェル様のご案内をしてくださいませ」

　すっかりマッケンジー卿に夢中なグレンに、エイリンがそっと注意をする。彼ははっとした表情になると、こほんと小さく咳せき払ばらいをした。

「……ウィレミナお嬢様、ナイジェル様。お部屋の方にご案内します」

　……グレン、取り繕つくろってももう遅おそいわよ。




　案内されたのは、屋敷の二階にある日当たりのよい部屋だった。

　幼い頃から、わたくしに用意されるのはこの部屋だ。カントリーハウスの人の出入りは多くない。グレンと使用人たち、時折訪おとずれるお父様、たまの客人。その程度のものだろう。けれど屋敷はどこもかしこも、一分の隙すきもなく美しく磨みがき上げられている。この部屋も例外ではない。

「昔から、グレンは几き帳ちよう面めんなのよね」

　そんな性格だからいろいろなことに目め端はしが利きく。だからこそ、代官総轄という責任のある仕事をお父様に任されているのだ。

「姉様、入ってもいいですか？」

　扉がノックされ、ナイジェルの声がした。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ナイジェル」

　許可をすると、ナイジェルが顔を出す。その顔はなぜだか困り顔だ。一体なにがあったのかしら？

「お昼の準備ができたそうです」

「あら、そうなの。たしかにお腹なかが空すいたわね」

「ですが……その。マッケンジー卿とグレンが意気投合していらっしゃるので、多少うるさいかもしれません」

　ああ、なるほど。だからナイジェルは困った顔をしていたのね。平民の身から近この衛え騎士団団長まで上り詰つめた、この国の生ける伝説。それを目にして多少でも高こう揚ようしない王国民の方が、少数派だろう。

　わたくしだって、そんなマッケンジー卿に憧あこがれていたのだ。だから、マッケンジー卿を目の前にして舞まい上がるグレンの気持ちはとてもわかるわ。

「お嬢様。別のお部屋に食事の準備をしていただきましょうか？」

　眉まゆ尻じりを下げながら、部屋を整えてくれていたロバートソンがそう提案してくれる。エイリンも「そうしましょうか、お嬢様」と苦く笑しようしながら後押しをするけれど……。

「いいのよ、ロバートソン。グレンと話したいこともあるし、食堂で食べるわ」

　グレンには領地のことをいろいろ訊きいて、視察の前の予備知識を得なければならない。

　まだ遠い背中だけれど……お父様に追いつくために、わたくしは努力を続けなければならないのだ。

「姉様、ではお手を」

　ナイジェルからそっと手が差し出される。わたくしが反射的にその手に手を載のせると優やさしく握られ、見み惚とれてしまいそうなくらいに美しい笑みが向けられた。

「考えてみたら、階下に降りるだけなのにエスコートなんて──」

「行きましょう、姉様」

『必要ないわね』とわたくしが言う前にナイジェルが優しく、けれど有う無むを言わさずこちらの手を引く。もう、近ちか頃ごろは本当に強ごう引いんね！

　ナイジェルに手を引かれて階下に降りると、食堂に入る前から楽しそうな話し声が響ひびいていた。

「ロダル山さん岳がく戦やモール平原の乱でのご活躍は本当に素晴らしいもので……！　記録や文ぶん献けんを眺めているだけで、本当に心が躍おどります！」

「大げさですよ、グレン殿」

「いいえ！　自分は家の都合で騎き士しへの道を断念したこともあり、心から貴方様に憧れているのです！」

「はは、熱ねつ烈れつですね」

　グレンの声は興奮しており、マッケンジー卿きようのお声は機き嫌げんがとてもよさそうだ。グレンがお酒を用意していると言っていたし、酔よっているのかもしれないわね。旅の間もよく飲んでいらしたし……。

「失礼します」

　ナイジェルは室内に声をかけると、わたくしの手を引いて食堂へと入る。するとテーブルの上には数々のもてなしの料理が並び、見るからに高そうなお酒の空き瓶びんが転がっていた。

「お嬢様！　ナイジェル様！」

　わたくしたちを目にしたグレンはぴんと背筋を伸のばす。

「や、ウィレミナ嬢。申し訳ありません、先にいただいておりまして……」

　マッケンジー卿も席から立ち、申し訳なさそうに一礼をする。その頬ほおは少し赤く、彼の酔いを感じさせた。

「いいのよ、マッケンジー卿。旅の間、護衛の任を見事に務めてくださったのだもの。たくさん羽を伸ばしてほしいわ」

　部外者がいる空間であれば、少しばかり厳しいことを言わなければならなかったかもしれない。だけど今は身内の人間しかおらず、マッケンジー卿にはこの旅でたくさんお世話になったのだ。

　わたくしの言葉を聞いて、マッケンジー卿は「いやはや」と言いながら軽く頭を掻かいた。

「お嬢じよう様さま。この酒は私費で買ったものでして……！　我が物顔で屋や敷しきで過ごしたりはしておりませんので！」

　お酒の空き瓶に、わたくしが視線をやったことに気づいたのだろう。グレンが慌あわてて言い繕う。

　グレンのことは信用しているしそのくらいこちらで出してもよいのに……いえ、むしろ出すべきなのよ。遥はる々ばる王都から護衛をしてくださったマッケンジー卿をもてなすためなのだもの。

　テーブルに近づけば、ナイジェルがわたくしの手を解放してさっと椅い子すを引く。

　この義ぎ弟ていはいろいろなことが板についているわね。……使用人の仕事を奪うばうのはどうかと思うけれど。フットマンが少し困こん惑わくした様子で、空から振ぶりになってしまった手をさまよわせているじゃない。

　そんなことを考えつつわたくしが椅子に腰こしを下ろすと、すぐ隣となりにナイジェルが素す早ばやく座った。

「ねぇ、グレン。訊きたいことがあるのだけどいいかしら？」

「はい、お嬢様。もちろんです。なにをお訊きになりたいですか？」

　柔にゆう和わな美び貌ぼうを引き締しめたグレンが、こちらを見つめる。どこからどう見ても落ち着きのある知的な美中年でマッケンジー卿とお話ししている時の様子がまるで嘘うそみたいね。

「わたくし将来に向けて領地のことをもっと知りたいの。だから、今回の休きゆう暇かでは領地の視察を行いたくて。視察の前にグレンが領地を監かん察さつしていて思うことを知りたいわ。それといくつか、指定する分野の資料の用意をしてもらえると嬉うれしいのだけれど」

　製造業や鉱業の分野に関しては知識が浅すぎるので、今回は福ふく祉しと農業に限った視察をしようと決めている。その資料をグレンに用意してほしいのだ。

「お嬢様……」

　グレンはわたくしの話を聞いて、目を丸くする。そしてふっと口元を緩ゆるめた。

「大変、ご立派になられましたね」

「大げさよ、グレン」

「いいえ、大げさではありません。あんなに小さかったお嬢様が……」

「一体、何年前の話をしているのよ」

　くすくすと笑うわたくしを目にして、グレンも忍しのび笑いを零こぼす。

「小さな頃ころの姉様か。それは見てみたかったな」

　隣ではぽつりとナイジェルがそんな言葉をつぶやく。お前と出会った頃より少し小さいだけで、代わり映ばえしないと思うわよ。

「最近、領地でなにか気になることはあった？」

「そうですね。基本的には問題のない地域ばかりなのですが。ひとつだけ、気になる場所が」

　グレンはそう言ってから、眉まゆ根ねを寄せる。すると眉み間けんに深い皺しわが寄った。

「教えて、グレン」

「はい。つい先日、フィオレ村で多くの麦の立ち枯がれが急激に起きているとの報告が上がってきまして。おそらくですが、作物がなんらかの病にかかっているのではないかと」

　フィオレ村は麦の収しゆう穫かく量が領内で特に多い穀倉地帯だ。そこで作物の病が流行はやっているとしたら深刻な事態ね。

「フィオレ村の様子……わたくしが見に行ってもいいかしら？　わたくしからの報告が不十分だと感じるなら、別の人員に代えていただいて大丈夫だから」

「はい、お嬢様にお願いしましょう」

　グレンは笑え顔がおで、迷う様子もなく断言した。

「いいの？　グレン」

「ええ、かまいませんよ。お嬢様の勤勉さを私は存じておりますので。それにマッケンジー卿をはじめとする騎士の方々や、ナイジェル様が護衛についてくださるのなら安心ですしね」

　グレンはそう言いながら、ナイジェルに視線を向ける。

「ずいぶんすんなりと、護衛の数に入れてくださるのですね」

　ナイジェルはその視線を受け、首を傾かしげながらそうつぶやいた。そういえばそうよね。ナイジェルが王弟殿でん下かの息むす子こ……ということをグレンは知らないにしても、彼は公こう爵しやく家の男子なのだ。護衛を『される』立場に置くのがふつうだろう。

「ガザード公爵閣下から、ナイジェル様は騎士として日々研けん鑽さんを積んでいると報告を受けております。その腕うで前まえはマッケンジー卿からも評価されているとか」

「まぁ、評価していないこともない……程度ですがね」

　グレンの言葉に、マッケンジー卿がワインを口にしながらそう言い添そえる。なんだかんだと、評価はしていらっしゃるのね。マッケンジー卿からその言葉を引き出せる騎士が、この国に何人いることか。

「『難しい』二人のお墨すみつきなら、ナイジェル様の腕は本当にたしかなのでしょうね。そしてそこまでのご研鑽を積んでいるということは、将来は騎士としての道をお望みなのだと推測しているのですがいかがでしょうか」

　ナイジェルが躊ちゆう躇ちよなく頷うなずくのを目にして、グレンは「なるほど、なるほど」と小さくつぶやく。

「それならばやはり、ナイジェル様はお嬢様の護衛につくべきだ」

　グレンは奥に感情の含ふくみのある柔やわらかな笑みを浮うかべると、話をそう締めた。

　……グレンはお父様の忠臣だ。そして、お母様とも親しかった人物だ。『庶しよ子しであるナイジェル』の扱あつかいを、探さぐりあぐねているところがあったのだろう。お父様からのナイジェルに関する報告、ナイジェルの将来への『欲』のなさそうな様子。そんなさまざまなものに、心から安あん堵どしたのかもしれない。

　グレンは恐おそらくだけれど……わたくしに肩かた入いれをし後こう継けいであることを望んでいる。だからこそ視察の許可もすんなりと下りたのだ。

　本来なら視察にはグレンの手の者を派は遣けんする方がよいのだろう。優ゆう秀しゆうな彼の部下も、また優秀なのだから。

　けれど、グレンはわたくしを信じて任せると言ってくれた。しっかりと視察をして、不備のないようグレンに報告しないとならないわね。

　その後はグレンとマッケンジー卿がまた飲酒により上機嫌になってしまったので、巻き込まれないうちに退散することを決めた。ナイジェルも同じ考えだったようで、こちらの食事が済んだタイミングを見計らいそっとわたくしの手を取る。

「では、私たちはこれで失礼いたしますね」

　そして二人に一声かけると、彼らの返事を待たずしてそそくさと食堂をあとにした。マッケンジー卿きようがナイジェルを呼ぶ声がしたけれど、彼は聞こえないフリを決め込んでいる。

「本当に、困った大人たちだな」

　廊ろう下かに出ても聞こえる大きな笑い声に眉まゆを顰ひそめながら、ナイジェルが零こぼした。

「でも、とても楽しそうね」

「……たしかに、楽しそうではありますが」

「大人になったら、わたくしもお酒を飲んで愉ゆ快かいな気持ちになったりするのかしら」

　グレンとマッケンジー卿の様子を見ていると、お酒を飲んで明るく過ごすことは楽しそう……なんて思ってしまうわね。羽目を外しすぎるのは、当然よくないと思うけれど。

「姉様はチョコレートにわずかに入っている洋酒でも酔よってしまわれるではないですか。たくさんのお酒を飲むのはきっと危ないですよ」

　……ナイジェルの言葉を聞いて、わたくしははっとした。うう、そんなこともたしかにあったわ。この子ったら、嫌いやなことを思い出させるわね。

　まだ子どもだった頃。おやつに出されたチョコレートに香かおりづけ程度の洋酒が入っており、それを口にしてふらふらになってしまったことがあったのだ。長椅子に倒たおれ込んだわたくしを目にして、ナイジェルが泣きそうな顔で焦あせっていたのを覚えている。そして、酔っているだけだと気づいて安堵していた様子も。酔いが覚さめた時、とても恥はずかしかったわね。

「飲んでみないとわからないわ。今は体質が変わって、酒しゆ豪ごうになっているかもしれないわよ？」

「では、後ほど洋酒入りのチョコレートをお持ちするので試ためしてみましょうか」

　悔くやし紛まぎれにつんと言ってみせれば、軽かろやかにそう返される。

「お前ったら、そんな意地悪を言うようになったのね」

「姉様が強ごう情じようだからです。また倒れてしまわないかと、心配な私の気持ちもわかってください。あの時のように倒れても、今度はきちんと胸をお貸しする心の準備はできておりますが」

　ナイジェルはこちらに視線を向け、自身の胸をとんと軽く叩たたく。わたくしは白の騎き士し服に包まれたそのすっかり立派になった胸むな板いたを、ついつい見つめてしまった。

　ナイジェルの胸を借りる。そ、それは……抱だきしめられるということよね。

　その光景を想像すると動どう揺ようしてしまいそうだったので、生まれかけていた想像を無理やり押し込める。

「……嫌だわ。子どもの頃から一いつ緒しよにいると、変なところもたくさん見られてしまっているのだもの」

「ふふ。ではその変なところを私がよそで吹ふい聴ちようしないように、この先も一緒にいて、私を見張っていた方がいいと思いますよ？」

　ナイジェルは悪戯いたずらっぽく笑いながら、意味深なことを言う。

「この先も、一緒に」

　それは、『姉弟きようだい』としてという意味では当然ないのよね。

　氷のように冷たい色の碧へき眼がん。その奥に、明確な熱情が揺ゆらめいている。繋つながれた手がすいと持ち上げられ、美しい唇くちびるが手の甲こうにつけられた。窓からの日差しに照らされた義ぎ弟ていは人形のように美しくて、けれどその頬ほおには血液が巡めぐっている証左の朱しゆが散っている。そのふんだんな色いろ香かを漂ただよわせる美び貌ぼうを見つめながら、わたくしはぽかんと口を開いて間ま抜ぬけなお顔になってしまった。

　少し間が空いて、心臓がどくどくと激しい音を鳴らしはじめる。ああもう、嫌ね。動揺しまいと思っていたのに、結局動揺を誘さそわれてしまった。

　ナイジェルとの将来を想像すると胸がさらに高鳴る。だけどそれはわたくしに許される生き方なのだろうか。ガザード公爵家の娘むすめであるわたくしは、常に『正しい選せん択たく』をしなければならない。だから、だから……。

「姉様、貴女あなたの人生の最良の選択となるよう努力いたしますね。姉様が私を選んでくださった時に後こう悔かいをしないように」

　ナイジェルは美しい笑えみを浮かべると、わたくしの考えを見み透すかしたような言葉を重ねる。いえ。長く一緒にいるこの子には、わたくしの考えなんてお見通しなのかもしれないわね。

　──この子は、悪あく魔まなのかしら。

　そんなことを言われてしまうと心の赴おもむくままに……この子の手を取ってしまいたくなるから困るのよ。







　夜になり就しゆう寝しんする時間となったけれど、わたくしは上手うまく眠ねむれずにいた。久しぶりのカントリーハウスの枕まくらが合わないとかそういう理由ではない。義弟の顔や言葉が脳のう裏りをちらつき、睡すい眠みんを妨さまたげるのだ。

「……眠れないわ」

　つぶやいて、夜の薄うす闇やみの中で何度も瞬まばたきをする。それもこれもナイジェルのせいよ、心をかき乱すことばかり言うんだから。

　蝋ろう燭そくの灯あかりは尽つきかけており、ゆらゆらと頼たよりなく揺れている。その炎ほのおを見つめながら、わたくしはふっとため息をついた。

　寝台を出て、夏の夜とはいえ肌はだ寒ざむかったので薄うすいガウンを羽織る。そして燭しよく台だいに火を灯し、気配を殺しながら廊下に足を踏ふみ出した。

　夜の廊下は薄暗く、頼りになるのは手元の燭台と窓からの月明かりだけだ。けれど幼い頃ころに駆かけ回った屋や敷しきだからか、その闇が恐ろしいとは思わなかった。

　とある部屋を目指して、わたくしは歩みを進める。あの部屋に『絵』はまだ飾かざってあるはずだ。

　屋敷の奥へと進み、目的の部屋へたどり着く。音をなるべく立てないように気をつけながら扉とびらを開けたつもりだったけれど、夜の静せい寂じやくに音は意外に大きく響ひびいた。

　部屋に入ると……そこには以前来た時と変わらない光景が広がっていた。

　上品な意い匠しようの家具。女性のために用意されたのだと察せられる、レースをふんだんに使ったカーテンや寝具。古いロマンス小説が詰つまった本ほん棚だな。机の上に載のせられた、お父様宛あての書きかけの手紙。

　ここは、お母様が生前使っていた部屋なのだ。お母様を深く愛していたお父様の意向で、この部屋はお母様が使っていた頃のまま残されている。カントリーハウスに戻もどるたびに、この部屋でお母様を懐なつかしんでいらっしゃるのでしょうね。

「ここだけ、時が止まっているみたい」

　ぽつりとつぶやき、部屋の奥の壁かべへと視線を向ける。そこには、優やさしげな笑みを浮うかべる美女の肖しよう像ぞう画ががあった。緩ゆるくウェーブがかかった腰こしまでの黒くろ髪かみ、意志の強そうな大きな黒の瞳ひとみ、少女のあどけなさを残した妖よう精せいのような容よう貌ぼう。華きや奢しやな体は上品なデザインの青のドレスに包まれている。

　わたくしの……お母様の絵だ。

　お母様はとても優しい人だった。絵にはその雰ふん囲い気きがよく表れている。

「お母様。わたくしどうすればいいのかしら。家のために生きていくと、そう決めていたのに。……近ちか頃ごろ、心を揺らされてばかりなの」

　答えてくださらないとはわかっていても、ついそんな言葉を零こぼしてしまう。

　お母様とお父様の出会いは、いわゆる政略結けつ婚こんだった。けれどお父様がお見合いの場でお母様に一ひと目め惚ぼれをし、懸けん命めいに……そして真しん摯しにお母様を口説き落としたのだ。ガザード公こう爵しやく家の方がお母様の生家であるゼーレ辺へん境きよう伯はく家よりも家格が上だったのだから、お母様の意思など無視して娶めとることはできたのだ。けれどお父様は、お母様のお心がないことをよしとしなかった。

　そんなお父様のご様子に絆ほだされたお母様もいつしか恋こいに落ち、二人は政略結婚でありながらも互たがいに心を結ぶ夫ふう婦ふとなったのだ。

『彼女の気持ちも、ほしかったからね』

　いつか照れくさそうに、お父様は言っていたっけ。その言葉を聞いてわたくしは、お母様が羨うらやましいとたしかに感じたのだ。

「……姉様」

「ひゃん！」

　声とともに肩かたにぽんと手を置かれ、わたくしは尻しつ尾ぽを踏まれた犬のような情けない悲鳴を上げてしまった。わたくしを『姉様』と呼ぶ人物なんて、一人しかいない。恨うらめしげな顔をしながら振ふり返ると、そこには予想の通りにナイジェルが立っていた。

「……可愛かわいらしい悲鳴ですね」

　ナイジェルは口元に手を当て、明らかに笑いを堪こらえている。いや、笑っているわね。そんな声を出させたのはお前でしょう！　もう！

「お前のせいで出た悲鳴よ。もっと丁てい寧ねいな声のかけ方があるのではなくて？」

　じっとりとした目で見つめれば、ナイジェルは少し気まずそうな顔になる。

「申し訳ありません、姉様」

　けれど謝罪をしつつも、その口元はまだ緩んでいた。またナイジェルに、変なところを見られてしまったわね。

「どうして、お前はここに来たの？」

「姉様が部屋を出る気配に気づき、心配になってしまったので」

　ナイジェルの部屋はわたくしの部屋の隣となりだ。優ゆう秀しゆうな騎士である彼が、わたくしが部屋を出る気配に気づいても、なんらおかしくはない。

「途と中ちゆうで声をかけてくれてもよかったのに」

「申し訳ありません、なんとなく声をかけそびれてしまって。女性をつけ回すような、不ぶ躾しつけな真ま似ねになってしまいました」

　ナイジェルはしゅんと肩を落とすと眉まゆ尻じりを下げる。わたくしのことを心配しての行こう為いなのだし、もっとしゃんとしていればいいのに。

「ふふ。つけ回されたなんてことは思っていないわ。ありがとう、心配をしてくれて」

　そう言って笑いかければ、ナイジェルは安あん堵どしたように息を吐はいた。

　ふと、ナイジェルの視線がお母様の絵へと向けられる。空色の目が驚おどろいたように瞠みはられ、わたくしと絵画の間を何度も往復した。

「この絵は……姉様の母君ですか？」

「ふふ、そうよ。よくわかったわね」

「とてもよく似ていらっしゃるので。まるで生き写しですね」

　おかしなことを言う子ね。つい首を傾かしげながら、ナイジェルを見てしまう。

「なにを言っているの。お母様の方がわたくしよりも綺き麗れいでしょう？」

　わたくしはお父様に面おも差ざしが似ていると言われることが多い。だからナイジェルの言葉に少し驚く。

　地味だ地味だと陰かげ口ぐちを叩たたかれることが多いわたくしと違ちがって、お母様は美しいと評される方だった。……その見目に反して、根っからの武家である辺境伯家で育ったお母様は結構なお転てん婆ばでもあったそうだけれど。そんなところも素す敵てきだったというお父様の惚のろ気けを何回聞いたかしら。

「公爵夫人ももちろんお綺麗ですが、姉様の方がさらにお綺麗に見えます。私が姉様に恋をしているからでしょうか」

　ナイジェルは甘ったるい言葉を吐いてから、こちらをまっすぐに見つめる。この子は本当に！　そんなことを言われたらまた眠れなくなってしまうじゃない。

「お、お前は本当に変わっているわね」

「思ったことを素直に口にしているだけです。心のままに生きるのも悪くないですね。姉様が……そんなにもお可愛らしい反応をしてくださるのだから」

「可愛らしいだなんて、そんなことないわ」

「いいえ。姉様は本当に愛らしくて、愛いとおしい存在だ」

　青の目が細められ、紅あかい唇くちびるが笑みを刻む。燭台の灯りと月明かりに照らされたナイジェルの美び貌ぼうは幻げん想そう的なくらいに美しくて、この美しい人からの恋れん情じようが一心にこちらに向けられていることが不思議でならない。

　ナイジェルの手が伸のび、わたくしの髪かみに触ふれる。少しの違い和わを覚えたけれど、それはナイジェルが手て袋ぶくろをしていないせいだろう。騎き士し服に身を包む時の彼は、いつも手袋をしていたから。指が長くて形がよく、騎士らしく傷だらけで無骨な手。それを目にしていると、どうしてなのかいけないことをしている心ここ地ちになる。

「姉様」

「な、なにかしら」

「姉様のお母様は、どのような女性だったのですか？」

　ナイジェルの意外な問いに、わたくしは目を瞬またたかせた。

「お母様のことを知りたいの？」

「はい、私が公爵家に来る前に病びよう没ぼつされたことしか知らないので。姉様を愛したお方がどんな人だったのか……少し知りたくなりまして」

　ナイジェルはそう言いながら、わたくしの髪から手を離はなす。彼の手から髪束が逃にげるのを目にしながら、安堵と残念に思う気持ちが同時に湧わき上がる。その『残念』の方には見ないフリをしながら、わたくしはナイジェルに視線を向けた。

「お母様は美しくて、優しい方だったわ。だけど優しいだけじゃなくて、いつでも凛りんとしていて正しい人。そしてすべての所作が綺麗な方だったの。まるでお姫ひめ様のようだといつも思っていたのよ。わたくしはそんなお母様の真似ばかりをしていたの」

　お母様に憧あこがれていた。そしてお母様のような淑しゆく女じよになれればと懸命に彼女から学んだのだ。

「姉様の美しい考え方や振る舞まいは、義母はは上うえ譲ゆずりのものだったのですね。それが姉様によって、私に教えられた。姉様を通して、私は義母上のことをすでに知っていたのですね」

　ナイジェルがぽつりとそう漏もらす。そんな考えもあるのかと、わたくしは目を瞠る。だけど……。

「たしかに幼い頃ころにお前にいろいろ教えたかもしれないけど、高潔な動機からではないわ」

「姉様は悪い人に、まったくなりきれていませんでしたよ。義母上の教育の賜たまものですね」

「……まぁ」

　お母様のおかげで、わたくしはナイジェルに本当の意味での酷ひどいことをせずに済んだのかもしれない。それを思うと感謝の気持ちが胸に湧く。お母様は、やっぱりすごい人なのだわ。

「人がいなくなっても、残るものはあるのね。教えてくれてありがとう、ナイジェル」

　お母様はもういない。だけど教えられたものは、わたくしの中にちゃんとあるのだ。それを知ることができて、泣きたいくらいに嬉うれしくなる。

「いいえ、姉様」

「お前がご両親からもらったもののことも……嫌いやじゃないなら聞きたいわ」

　わたくしはナイジェルのご両親のことをあまり知らない。そして訊きいていいものかと、迷ってもいたのだ。

「いつでも訊いてください。だけど、今夜はダメです。姉様にはちゃんと睡すい眠みんを取ってほしいですからね」

　ナイジェルはそう言って笑うと、肩からずり落ちそうになっていたわたくしのガウンを掛かけ直す。

「そうね、今夜は寝ねましょうか」

　差し出された、心しん配ぱい性しようの義ぎ弟ていの手を取る。その手はとても、温かなものだった。

　──お母様との日々と同じように、ナイジェルとの日々もわたくしの中に降り積もっている。

　それはこれからも降り積もり、わたくしの中でどんどん大きくなるのだろう。

　それを『思い出』とする人生になるのか、さらに大きなものとしていくのか。

『思い出』にする人生を選ぶ想像をすると胸が強く締しめつけられて、わたくしは縋すがるようにナイジェルの大きな手を握にぎりしめた。







[image: 第三章　わたくしと義弟の領地の視察]




　旅の疲つかれを取るため三日ほどカントリーハウスでのんびりと過ごしたのちに、わたくしたちはフィオレ村へと出発した。

　本当はすぐにでも出発したかったのだけれど、休息を取ることも仕事だとグレンに諭さとされてしまったのだ。たしかにゆっくりのペースだったとはいえ旅の期間は長かったし、知らず知らずに積み重なった疲ひ労ろうで倒たおれてしまっては元も子もないものね。

　今日のわたくしの服装はつば広の白の帽ぼう子しと、夏用の薄うすい生き地じの青いドレスだ。スカートの下のペチコートは一枚のみという、簡素な着こなしにしている。視察なのに身動きがしづらかったら、どうしようもないものね。麦畑に分け入ることも予想できるのだし。

　……正直、とっても楽ね。何枚もたっぷりとペチコートが詰つまった重いスカートには、もう戻もどれなくなりそう。

　ナイジェルはいつもの通りの騎士服だけれど、暑くはないのかしら。もしかすると騎士服にも、夏用の生地があるのかもしれないわね。

　視察に伴ともなっているのはナイジェルとマッケンジー卿きよう、そして旅の間も護衛をしてくれた騎士たちだ。あまり大所帯になっても……と、エイリンとロバートソンはカントリーハウスでお留守番ということになった。

「マッケンジー卿。今回は片道二時間の短い道行きですし、村までの道のりは治安も悪くありません。留守番をされてもいいのでは？」

　わたくしたちと同じ馬車に乗り込んだマッケンジー卿に、ナイジェルがそんな失礼なことを言う。この子ったらなにを言い出すのかしら。王族の護衛を軽けい々けいに放ほうり出せるはずがないじゃない。

「今の俺の仕事は、主にお前の護衛なんだよ。一いつ緒しよに行かないわけにはね」

　マッケンジー卿はナイジェルの態度など意にも介かいさず、飄ひよう々ひようとした様子で軽く肩かたを竦すくめた。

「む……」

　ナイジェルは『護衛が護衛をされるなんて』とでも言いたげな、不服げな表情になる。

「お前が『姉様』にいいとこを見せたいのはわかってるよ。よほどのことがなけりゃあ手て柄がらを取り上げたりはしねぇから、安心しろ。お前の剣けんの腕うでを疑っているわけでもねぇ」

　……マッケンジー卿がナイジェルの剣の腕前を、かなり直接的にお褒ほめになったわ。

　それだけ、彼の剣の実力はたしかなものとなっているのだろう。マッケンジー卿はお世辞を言うような人ではないもの。こんなふうに褒められることは想定外だったようで、ナイジェルは目を瞠みはりつつぽかんと口を開けている。そんなナイジェルの頭をわしゃわしゃと撫なでてから、マッケンジー卿は白い歯を見せてにかっと笑った。

「しかし、だな。どんなに強くなっても、なにが起きるかなんてわからねぇ。お前の父親だって俺には及およばないまでも強かった。けれど戦場で命を落としたんだ。そんな『もしも』や『万が一』を防ぐために、俺はお前といなくちゃなんねぇ」

　そう口にするマッケンジー卿の表情は、哀あい愁しゆう含ぶくみのものだ。戦場に散った王弟殿でん下かへ思いを馳はせているのだろう。

「……父さん」

　ナイジェルが眉まゆ尻じりを下げながら、ぽつりと小さくつぶやく。この場でわたくしだけが王弟殿下との思い出を持っていないのね。そのことが少しだけ寂さびしく思えた。

「不測の事態を防げなかった時に悲しむのは……誰だれでもないウィレミナ嬢じようだ。わかるな？」

「はい、わかりました」

　マッケンジー卿の言葉に、ナイジェルは素す直なおに頷うなずく。そんな彼の頭を、マッケンジー卿はふたたび大きな手でかき混ぜた。整えられていたナイジェルの髪かみは、すっかりぐしゃぐしゃになってしまっている。

「……髪が」

　不満げな顔のナイジェルを見て、マッケンジー卿がからからと笑う。気の毒になり銀の髪に手を伸のばせば、ナイジェルは甘える犬いぬ猫ねこのようにわたくしの手にそっと頭を寄せてきた。触ふれたナイジェルの髪は艶つややかで、するりと指の間から逃げてしまうくらいに滑なめらかな感かん触しよくだ。わたくしの硬かたい質感の髪とは大おお違ちがいだわ。肌はだも真っ白で綺き麗れいだし、まつ毛も見るたびに驚おどろくくらいに長い。この子は女性がほしくてたまらないものを、たくさん持っているわね。

「ほら、できたわよ」

「ありがとうございます、姉様」

　手て櫛ぐしで髪を整えてからリボンを結び直せば、ナイジェルが嬉しそうに笑う。その笑え顔がおにつられて、わたくしも頬ほおを緩ゆるめた。

「いやいや、すっかり二人の世界ですね」

　かけられた言葉に、わたくしはハッとなる。声の主であるマッケンジー卿に目をやれば、彼はなんだか嬉しそうに口元を緩ませていた。

「ほ、ほ、ほ、ほら！　マッケンジー卿、馬車が動きましたわ！　ええ！」

「そうですね、馬車が動きましたね」

　ごまかそうと発した言葉は、我ながらお粗そ末まつなものだった。マッケンジー卿は口角をさらに上げ、ナイジェルも小さく吹ふき出している。もとはと言えばマッケンジー卿がナイジェルの髪を乱したせいなのに！

「……村はどんな状じよう況きようなのかしら」

　気を取り直して、村の現状へと思いを馳せる。

「植物の病気は、最悪の場合は数年間その土地に悪い影えい響きようをもたらしますからね。手を打てる段階だといいのですが」

　マッケンジー卿も真剣な表情になり、太い指で顎あごを擦さすった。

「出発前までに、カントリーハウスの図書室にあった農作物の病気に関する本はすべて読みました。すでに解決方法が提示されているものだといいのですけれど」

　座学も得意な義弟はそんなことをしていたらしい。わたくしにつきっきりのように思えたのに、いつの間に……。もしかして睡眠時間を削けずったのかしら。申し訳ない気持ちになるけれど、わたくしもグレンにもらった領地に関する資料を読むことで手て一いつ杯ぱいだったので助かったわ。

「ありがとう、ナイジェル。大変だったでしょう？」

「いえ、大したことでは」

「無理をしてはダメよ？　眠ねむかったら、移動中に少しでも寝なさい。お前は護衛なのだから体調はとても大事でしょう」

「ですが……護衛中に眠るわけには」

　ナイジェルは護衛でなくても、大事な義弟だ。だから無理をさせたくはない。よくよく見れば目の下には隈くまがあり、お顔は少し眠たそうだ。

「お前が寝ねている間は、マッケンジー卿がちゃんと守ってくれるわ。だから、遠えん慮りよなく寝ればいいの」

「そうだぞ、小こ僧ぞう。体調は万ばん全ぜんにしとけ。いざという時、お前の姉様を守れなかったらどうするんだ」

　マッケンジー卿もわたくしの言葉を後押ししてくださる。

「……ありがとうございます。お言葉に甘えてしまうかもしれません」

　彼はそう言うや否いなや、小さくあくびをした。もう、やっぱり無理をしてるじゃない。

「甘えてしまうかも、じゃなくて。寝なさい、ナイジェル」

「……はい」

　強い口調で言い聞かせるように言えば、ナイジェルは申し訳なさそうに眉尻を下げながら了りよう承しようの言葉を口にする。そしてこくこくと船を漕こぎはじめた。彼はあっという間に窓にもたれかかるようにしてすうすうと寝息を立てはじめ、それを目にしたわたくしはほっと胸を撫で下ろした。これで少しでも、疲労が減ってくれるといいのだけれど。

　眠っているナイジェルはふだんより幼く見えて、子どもの頃ころのあどけない姿を彷ほう彿ふつとさせる。そんな彼の寝顔を見つめていると、少し懐なつかしい気持ちになった。

「おやすみなさい、ナイジェル」

　手を伸ばして銀色の頭を撫でれば、意識がないのにも関かかわらず彼はその手へと擦すり寄ってくる。そのまま頭の重みで長身が傾かしぎ、彼はわたくしの肩にもたれかかる姿勢となった。一いつ瞬しゆん寝たフリをしてからかっているのかとも思ったけれど、ナイジェルの寝息はたしかな深い眠りを感じさせるものだ。

「──！」

　そんな寝息に肌をくすぐられどうしていいのかわからなくなり、声にならない声を上げつつマッケンジー卿きようを見れば、唇くちびるに人差し指を添そえて『静かに』という身み振ぶりをされた。たしかに、ここでわたくしが動いたり声を上げたりすればナイジェルを起こしてしまうだろう。だけどこんなの落ち着かないわ！

　申し訳ないけれど、一度起こして体勢を変えてから寝てもらおうかしら。だけど安らかな寝息を聞いていると、起こすのが忍しのびなくなってしまう。

「起こしたら、可か哀わい想そうですよ」

　マッケンジー卿はそう言うと、少年のような悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる。

「そう、ですわね」

　しばらく葛かつ藤とうしたのちに、わたくしはナイジェルを起こすことを諦あきらめた。仕方がないじゃない。わたくしのために、彼はこんなにくたくたになってしまったのだもの。ナイジェルは懸けん命めいに……わたくしを支えてくれようとしている。それを思うと、胸がじわりと熱くなった。

　……ところで。わたくしはどちらかと言えば小こ柄がらな方だ。そしてナイジェルは、すっかり立派な青年に成長しきっている。そんな彼の体は細身に見えて、案外重い。結果、肩かたが少しずつ疲つかれてくるのだ。人の頭って意外と重いのねなどと現実逃とう避ひをしながら、わたくしは遠い目となった。

「……ん」

　村に着く頃にナイジェルはようやく目を覚まし、ぼんやりとした表情で視線をうろうろとさまよわせた。そしてわたくしが目に入ると、不思議そうに首を傾げる。うう、頭を動かされると少しくすぐったいわ。

「あれ……姉様？」

「よく眠っていたわ。少しでも疲れが取れているといいのだけれど」

「あれ、僕。どうして……姉様が、こんなに近くに」

　一いち人にん称しようが子どもの頃の『僕』に戻もどっている。きっと寝ぼけているのね。さて……どうしたものかしら。

「ナイジェル、もうすぐ村に着くわよ。その、そろそろ起きてもらえると助かるのだけれど」

　ナイジェルの頭をずっと載のせていたので、肩に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされている。今ではこの体勢が恥はずかしいから起きてほしいという気持ちよりも、この重みから解放されたいという気持ちの方が大きい。この体勢は、長時間やるものではないのね。

「……起き、る」

　ナイジェルはぽつりと言ったあとに、ハッと我に返った表情になる。

「ね、姉様！　申し訳ありません！」

　彼は自分の現状に気づいたらしく、大きな声で謝罪をしながら一気に身を起こした。わたくしたちの様子を興味深げに眺ながめていたマッケンジー卿がぶはっと大きく吹き出し、それを聞いたナイジェルが恨うらめしげな目をマッケンジー卿に向ける。

「マッケンジー卿、起こしてくださいよ！」

「いやいや、気持ちよさそうに寝てたからな。疲れてたんだろ？」

「疲れては、おりましたが」

「よかったじゃないか。愛いとしの姉様に支えてもらえて」

「マ、マッケンジー卿！」

　改めてそう言われてしまうと恥ずかしさが蘇よみがえり、わたくしは声を荒あららげてしまう。ナイジェルは口元を押さえ、真っ赤になった顔で「姉様に、支えて……」と小さくつぶやきを漏もらした。だ、だから改めて言わないで！

「事故でそういう体勢になっただけなのよ。そう、それだけなんだから」

「そ、そうですよね。事故ですよね」

「そう、事故だから仕方ないの」

　ああもう、顔が熱いわ！　扇せん子すをぱちりと開き、わたくしは懸命に顔に風を送る。けれど顔の熱はなかなか引かない。この気まずさをどうしていいのかわからず窓の外へと視線を送り……わたくしは気づいた。

「……立ち枯がれている麦が目立つわね」

　窓の外には一面の麦畑が広がっていた。そして、一見してわかるくらいに変色した箇か所しよが目立っている。ナイジェルも窓の外へと目をやり、眉まゆを顰ひそめた。

「本当ですね。これはかなりの被ひ害がいが出ていそうだな」

　事態は想像していたよりも深刻なのかもしれない。そんな悪お寒かんが走り、胸を暗あん澹たんたる心ここ地ちが満たす。先ほどまで感じていた頬ほおの熱も、いつの間にか引いていた。

　フィオレ村にたどり着くと、グレンからの事前連れん絡らくを受けていた村長が出で迎むかえてくれた。村人たちも遠巻きにこちらを眺めている。ナイジェルに見み惚とれている村むら娘むすめたちもたくさんいるわね。どんな場所であっても、この義ぎ弟ていの端たん麗れいな容姿は女性の目を引く。

「お越こしいただき、本当にありがとうございます。まさか公こう爵しやく家のお嬢じよう様さま自らお越しくださるとは」

　五十代半ばに見える村長は、恐きよう縮しゆくした様子で何度も頭を下げる。その顔はやつれており、心労が溜たまっているだろうことが察せられた。

「そんなに畏かしこまらないで。皆みなの役に立てるよう、しっかりと視察させてもらうわね。しばらく村に通うことになるけれど、特別なもてなしなどはしなくていいから」

「ですが──」

「今は大変な時でしょう？　無理をしてほしくないわ」

「ありがとう、ございます」

　村長はわたくしの言葉を聞いて安あん堵ど含ぶくみの表情になる。世間知らずの貴族の令嬢になにか無理難題を言われないかと、不安だったのかもしれない。

　村長の気持ちを想像すると、申し訳なくなる。村にやっと視察が来たと思えばそれは若じやく輩はい者……どころではない小娘なのだ。

　けれど、わたくしは『ご令嬢のお遊び』のような視察をするつもりは毛頭ない。

　──不安は結果で拭ぬぐえばいい。

　むしろ、それしか方法はないだろう。同時に、わたくしではきちんとした報告を上げることが無理だと判断した場合の引き際ぎわもちゃんと考えておかなければ。自身の手て柄がらにこだわりグレンの配下への引き継つぎが遅おくれるようなことがあれば、麦への被害は広まってしまう。それだけは絶対に避さけねばならないのだ。

　麦畑に向かいながら、村長にどのような症しよう状じようが麦に出ているのかを訊たずねてみる。すると……。

「紫むらさき色いろのカビが前まえ触ぶれもなく急速に広がり、あっという間に麦を枯からしてしまったのです。こんな症状ははじめてで、ほとほと困り果てておりまして」

　村長は苦しそうに顔を歪ゆがめ、力なく肩を落とした。ちらりとナイジェルに視線を向けると、静かに首を横に振ふる。残念ながら、彼が読んだ本の中には思い当たる症状はないようだ。

「このカビ、人体への害などはあるのかしら」

「今のところは農作業中に喉のどを痛めたり、体調を崩くずしたりなどの話は聞きませんね」

　村長に訊ねれば、彼はそう言って首を傾かしげる。ひとまずは人体への影えい響きようは薄うすいようで、わたくしはほっとした。

「今のところ害がなくてよかったわ。だけど念のため、麦畑に立ち入る際にはカビを吸い込まないように気をつけて」

　今は害が出ていないといっても、長く吸引することにより健康に害があるかもしれない。この点も専門家に調査をお願いしないといけないわね。

　そういえば。昨年、ベイエル侯こう爵しやく家の領地でも新種のカビによる麦への被害が出たとテランス様がおっしゃっていたわね。

　そのカビの症状はどんなものだったのかしら。そして事態は無事に収まったのだろうか。

　アルセニオ様に書簡を送り情報の提供や協力を求めたいところだけれど、先日のお茶会の際のアルセニオ様の様子を思い返すと彼に弱みを見せることが得策だとは思えない。だけどこれは危急の事態で……判断が難しいところだ。

　麦畑に着いたわたくしは、目の前に広がる痛ましい光景に絶句した。

「これは……」

　馬車から目にした光景ではあるものの、近くで見るとなおさらひどい。広大な麦畑のかなりの割合の麦に毒々しい紫色のカビが侵しん蝕しよくしており、葉や実りかけの穂ほが腐くさり、萎しおれてしまっている。この麦たちが侵蝕から立ち直り黄金の麦穂を風に揺ゆらす光景は、現状からはまったく想像ができなかった。

「案内をありがとう。戻っていただいて結構よ」

　村長に案内の礼を述べて見送り、わたくしは麦畑と向かい合った。村長やナイジェルの知る範はん囲いでは同じ症例はないようだけれど、類るい似じ点のある症例の対処法が有効かもしれない。症状をできるだけ詳しよう細さいに書き留めないと。

「では、俺たちはこちらに控ひかえておりますので。なにかありましたら、遠えん慮りよなくお声をかけてください」

　マッケンジー卿きようはそう言うと、騎き士したちとともに少し離はなれた場所に立つ。ナイジェルはそちらへは行かずに、わたくしのすぐ後ろに立った。

「……ナイジェル？」

「私は念のため、近くで姉様をお守りします。マッケンジー卿の許可もちゃんと得ておりますので、持ち場を離れているわけではないですよ？　麦の様子に関しても、私に気づけることがあるかもしれませんし……」

「ふふ、そうね。じゃあ一いつ緒しよにいてもらおうかしら」

　こんな長閑のどかな農村で厳げん戒かいを要することがあるとは思えないけれど、頼たのもしいのはたしかだものね。わたくしの返事を聞くと、ナイジェルの口元が嬉うれしそうに緩ゆるむ。この子は本当にいつまで経たっても子犬のようだ。近ちか頃ごろはたまに……狼おおかみのようにもなるけれど。

「さて」

　わたくしは用意していた白い手て袋ぶくろを着け、紫色……ものによっては漆しつ黒こくに染まっている麦ばく穂すいに手を伸のばして触ふれた。するとかさりと乾かわいた音が立ち、例年通りなら中身がしっかりと詰つまっているのだろう麦穂はその形を脆もろくも崩れさせた。手のひらに崩れた麦穂を載のせ、指先で触れてみる。すると内側から、ぽろぽろと黒色の粉が零こぼれてきた。本来なら薄うす茶ちや色いろの丸い粒つぶだったはずのものだ。

「中まで枯れて……いえ、カビに食い荒あらされてしまっているわね」

「まさしく侵蝕されているという様子ですね。朱しゆ斑はん病でもここまでひどいことにはならないはずだ」

　ナイジェルはそう言うと、ぐっと眉根を寄せた。朱斑病というのは、百年ほど前からある麦の病だ。同じく麦にカビが取りつくものだけれど、ナイジェルの言うようにここまでの様相には至らないはず。

　──侵蝕が早く、こんな惨さん状じようをもたらすなんて。これがさらに広がったらと思うとぞっとするわね。

　そんなことを考え、わたくしは背筋を凍こおらせた。

　村民たちがすでに試ためしているかもしれないけれど、次回の来訪の際には朱斑病用の農薬を用意しましょう。症状の強弱はあれど同じカビなのだ、効いたら僥ぎよう倖こうだもの。人体への影響が少ないものをグレンに用意してもらわないと。強力だとしても人体に後々影響が出るものは使うべきではないわ。

　水源に異状がないかも確かく認にんするべきね。農業水に異状が起きたせいでカビが広がった可能性もある。それと……。

「フィオレ村の納税量を今年は減らさないとダメね。いつもの通りの納税をさせてしまうと、備び蓄ちくができずに冬に飢うえて死ぬ者が出てしまうわ。グレンに相談してから、お父様に書簡を送りましょう」

「お父様ならきっと、わかってくださるかと。そして早急に対応をしてくださいますよ」

　ナイジェルが口元を緩めながらこちらを見つめていることに気づき、わたくしは眉を顰めた。

「ナイジェル。どうしてそんなに嬉しそうなのよ」

　ナイジェルは『しまった』という表情になると、平静を装よそおいながらこほんと小さく咳せき払ばらいをする。

「こんな大変な時に不ふ謹きん慎しんだとわかっておりますが、真しん剣けんな姉様は素す敵てきだなと考えていました。姉様はよき女公爵様になりますね」

　そして、慈いつくしむような表情でそんなことを言ったのだった。

　この子ったら、そんなことを考えていたのね。無事にお父様の跡あとが継げたら、『よき女公爵』になるつもりでは当然のことながらいるけれど。

「……わたくし、お父様のようになれるかしら」

　ぽつりと、弱気な言葉が零れてしまう。わたくしはお父様には敵かなわない。それを補う努力は死ぬ気でするつもりでいるけれど、民たみがわたくしとお父様を比ひ較かくして不安に思わないか今から心配だ。わたくしは……どうすればいいのだろう。どうすれば間ま違ちがえないでいられる？　強い不安が胸を浸ひたし、重いため息となって零れ落ちる。そんなわたくしの手を、大きな手が握にぎった。それは……ナイジェルのしっかりとした感かん触しよくの手だった。

「たしかにお父様は政まつりごとに関する天てん賦ぷの才をお持ちです。ですが、姉様だからこそできることもたくさんあるはずです」

　ナイジェルは真剣な表情でそう言って、わたくしの手を握る力を少し強める。片手に麦穂を持ったままなので、なんだか様にならないわね。いえ、それ以前にどうして手を握るのかしら！　それにわたくしだからできることなんて、まったく思い当たらないのだけれど。

「お父様じゃなくて、わたくしだからできることなんてなにも思いつかないわ」

「姉様は今だって、真しん摯しに領民の危機と向き合っているじゃないですか。その真摯なところが姉様のよさだと私は思います」

「ナイジェル……」

「それに、姉様は昔から努力家です。その懸けん命めいなお姿に、皆みながきっと惹ひかれるでしょう」

　ナイジェルのくれる言葉たちのおかげで、心の中で背負っていた荷物が少しだけ軽くなったような気がした。わたくしは、お父様とまったく『同じ』にはならなくてもいいかしら。

「お前はわたくしを褒ほめすぎなのではないかしら？」

「いいえ、むしろ褒め足りないと思っておりますよ。姉様は自身を過小評価しすぎなのです。姉様はとても素敵な人です」

　本当にこの子は。そんなことばかり言われると……胸が苦しくなるからやめてほしいわ。

「……いやぁ、ご姉弟きようだいは本当に仲がいい」

　そんなマッケンジー卿の一言で、わたくしは我に返った。振ふり向くと、マッケンジー卿と騎士たちが微笑ほほえましげにこちらを見つめている。もう！　そんな顔で見ないでほしいわ！

「ほら、調査を進めるわよ！」

「はい、姉様」

　照れくさくなり強い口調で言うわたくしに、ナイジェルは笑え顔がおで頷うなずいた。

　名残なごり惜おしい気持ちでナイジェルの手を離し、麦畑の奥へと分け入る。そしてわたくしは日が暮れるまで調査に励はげんだのだった。







　夜になり屋や敷しきに帰ったわたくしは、その足でグレンの執しつ務む室を訪おとずれた。服をところどころ泥どろで汚よごしたわたくしを目にしたグレンは、「報告は入浴後でもよかったのですよ」と少し苦く笑しようしながら言った。それも考えたのだけれど、気が急せいていたからまずは報告をと思ったのだもの。

　ナイジェルは見落としがあるかもしれないからと言って、図書室に向かった。また、無理をしないといいのだけれど……。

「グレン。フィオレ村の麦の状じよう況きようは、想像していたよりも深刻だったわ」

　執務机に調査の報告書と小こ瓶びんに採取した麦穂を置くと、グレンは報告書を手に取り目を通しはじめる。教師の採点を待つ生徒のような落ち着かない気持ちで、わたくしはグレンが報告書を読み終わるのを待つ。しばらくすると、グレンは顔を上げてわたくしに微笑みかけた。

「お嬢じよう様さま。まずはしっかりとした報告書をありがとうございます」

「足りないところがあれば、遠慮なく言って。主人の娘むすめだからという忖そん度たくの類たぐいは必要ないから」

「いえ、本音で話しておりますよ」

　どうやらグレンの言葉は本物らしい。彼は間違っている時には間違っているとちゃんと言うものね。及きゆう第だい点をもらえて、ほっとし胸を撫なで下ろす。実務的な報告書を作るのははじめてのことなので、少し自信がなかったのだ。

「しかし、新種のカビですか」

　紫むらさき色いろの麦穂を眺ながめながら、グレンが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ええ。この症しよう状じように心当たりはあるかしら？」

「寡か聞ぶんながらございませんね」

「そう……」

　博識なグレンならもしかしてと思ったのだけれど、彼も知らないのね。

「こちらの麦穂は農業の専門家に送りましょう。そして見解を求めます」

「助かるわ、グレン。お医者様を派は遣けんして、カビのせいで村人に健康被ひ害がいが出ていないかも調べてちょうだい。それとね」

　ひとまず朱しゆ斑はん病用の農薬を試してみようと思っていること、水源の調査もしたいこと、お父様に相談して同意が得られればフィオレ村の今年の納税量を下げていただこうと思っていること。それらのことを話すとグレンも賛同してくれた。

「減税だけではなく支し援えんも考えないといけませんね」

「ええ、わたくしもそう思っていたの。それと、フィオレ村の近くには親を亡なくした子どもたちのための養護院もあるでしょう？　村が困こん窮きゆうするということは、養護院の生活も困窮するということだから……そちらにも支援ができたらなって」

　フィオレ村近くの養護院の子どもたちは、村人たちの手伝いをして手間賃などをもらっている。麦の収しゆう穫かく期きは例年通りであれば彼らにとっても稼かせぎ時……のはずだった。しかし村人たちが困窮すれば、その仕事も当然減ってしまう。

「そちらもガザード公こう爵しやくの許可が下り次し第だい、状況を確認したのちに支援をいたしましょう」

「養護院の視察にはわたくしが行きたいわ。子どもたちの暮らしぶりをこの目でたしかめたいから」

　少々先走った話になってしまっているけれど、お父様は必ず許可を出してくださるだろう。

「承知しました、お嬢様」

「周囲の地域から不満が出ないように、対策もしないといけないわね」

「そちらは私にお任せを」

　協力を惜しまない姿勢のグレンの言葉の数々に、わたくしは嬉うれしくなってしまう。民がいなければ、わたくしたち貴族の生活は成り立たない。だから、こういう時に助けを惜しむことがあってはならないと思っている。それがノブレスオブリージュというものなのだ。

「お嬢様はよい女公爵様になりますね」

　数時間前に聞いた言葉をグレンが言うものだから、わたくしは目を丸くしてしまった。

「グレンもナイジェルと同じことを言うのね」

「本当のことですよ」

　グレンは立ち上がると、わたくしの頭に手を伸のばそうとする。しかしその手が触ふれることはなかった。

「お嬢様はもう、頭を撫でられて喜ぶようなご年ねん齢れいではないのでした」

　グレンは苦笑すると手を下ろす。何年も会わなかったから、グレンの中のわたくしのイメージは子どものままなのかもしれない。

「あら、撫でてくれてもよかったのに」

「レディにそのようなことはできませんので」

「ふふ、レディと言ってくれてありがとう。……あ」

「どうしました、お嬢様」

　ふととあることを思いつき、口からつぶやきが零こぼれる。グレンはそれを聞き逃のがさず、問いが向けられた。

「その。頼たのみ事ばかりで申し訳ないけれど、ベイエル侯こう爵しやく家の領地で昨年流行はやった新種のカビのことを調べてもらえるかしら。これは内密に」

「……内密に、ですか」

　グレンは不思議そうな顔をする。ベイエル侯爵家は婚こん約やく者候補の家……つまりはガザード公爵家とは協力関係にある家だ。その領地の事情を『内密』に調べろと言われて、困こん惑わくしているのだろう。

「ええ、フィオレ村で発生したカビと同一のものなのか知りたくて。直接訊きけば早いのはわかっているのだけれど、ベイエル侯爵家に借りを作りたくないの。……きっとその借りは高くつくから」

　お茶会の時の一部始終や、テランス様からの情報。それらを話すとグレンは納なつ得とくしながら、怒いかりを湛たたえた表情となる。

「なるほど。自領の損失をお嬢様との婚こん姻いんにより補おうとしていると。テランス様のように定期で交流を持っていたならともかく、長らく交流を持たずにいたくせに……図ずう々ずうしい家ですね」

「そうね、わたくしもそう思うわ」

「わかりました。ベイエル侯爵領に早馬で密みつ偵ていを放ちましょう。返事を持ち帰るまでには、少々お時間をいただくかと思いますが」

「ありがとう、グレン」

　ベイエル侯爵領に、今回の農害の解決の糸口があるといいのだけれど。

　アルセニオ様の食えない笑顔を思い浮うかべながら、わたくしはため息を漏もらした。







　麦ばく穂すいを送った専門家からの返事は『未知の症例なので、今すぐにはお役に立てそうにない』と芳かんばしいものではなく、広大な麦畑に散布した朱斑病用の農薬は、効果があるか不明である。詳くわしい者を伴ともなっての水質の調査も、空から振ぶりに終わった。麦の栽さい培ばいに使用している水源にはまったく異状がなかったのだ。

　──ここ十日ほど、事態に進展がない。

　ベイエル侯爵領に放った密偵もまだ戻もどっていない。焦あせっても仕方がないとわかっていても、今この瞬しゆん間かんにも農害がフィオレ村に広がっているのだと思うと気が急いてしまうわね。

　ふたつ、よかったこともある。お父様から減税と支援に関しての承しよう諾だくの書簡が返ってきたのだ。これでひとまずは、冬の間フィオレ村の人々は飢うえずに済むだろう。

　よかったことのもうひとつは、お医者様の目で見てもカビが原因と思われる健康被害が見られなかったことだ。何年か経たって症状が出るものという可能性は捨てきれないけれど、ひとまずは安心できる。

　今日は養護院とフィオレ村に行き、支援などの許可が出たことを伝える予定だ。

　たびたび村を訪おとずれているためか、最初は恐きよう縮しゆくばかりしていた村人たちの態度も柔やわらかなものとなってきた。その様子に少しだけ安あん堵どを覚える。親しみやすい貴族というのは問題があるかもしれないけれど、恐縮されっぱなしというのもどうにも窮きゆう屈くつなのだ。

　本日の出立の準備を済ませて階下に下りると、暗い顔をしたグレンがやってきた。それを目にしたわたくしとナイジェルは顔を見合わせる。

「グレン、なにかあったのかしら」

「お嬢様、ナイジェル様。知らせがあります」

「……話して、グレン」

　グレンの顔色から見るに、それは明るい話題ではないだろう。

「はい。まずはこちらへ」

　グレンは執しつ務む室へわたくしたちを導き、一枚の紙を机に広げた。それは領内の地図で、何か所かに赤いインクで円が記してある。それを見てわたくしは眉まゆを顰ひそめた。どれもグレンからもらった資料により、最近覚えた場所だったのだ。

「円の箇所は、どれも主要な穀倉地帯ね」

「はい、その通りでございます」

　グレンがこれを用意した理由を推測し──嫌いやな予想へと行き着く。

「グレン、まさか」

「各地に早馬を飛ばして麦の状じよう況きようを調べたのですが、円の箇所でも紫むらさき色いろのカビが発見されました。幸いにしてカビは広がりきっていなかったので、侵しん蝕しよくされた麦を念入りに刈かり取り燃やすよう指示をしております。フィオレ村の麦畑と比べますと被ひ害がいは少なく済むかと」

「どうして、こんなことに」

　衝しよう撃げき的なグレンの話を聞き終え、わたくしは口元を押さえた。今年は気候がよく雨量が必要以上に多いなどということもなかった。各地域の水源は共通のものではなく、フィオレ村と同じく水源が原因ではないだろう。ではなにが原因なの？　一度刈り取ったからといって、原因がわからないと安心できない。

　紫色に染まった麦穂が脳のう裏りをちらつく。受けた衝撃のせいでふらりと体が傾かしいだけれど、大きな手によって肩かたを支えられる。──それは、ナイジェルの頼たよりになる手だった。

「姉様、最悪の事態は防げたのです。前を向き、次に備えて原因と対処法を突つき止めましょう」

　彼はまっすぐにわたくしを見み据すえ、きっぱりとした口調で言う。ナイジェルの手、手から感じる温かさ、強い視線。それらに励はげまされながら、しっかりと床ゆかを踏ふみしめる。

「そう、ね」

　グレンが人を派は遣けんしてくれなかったら、事態はもっと深刻なものとなっていただろう。ナイジェルの言う通りに最悪は免まぬがれたのだ。

「グレン、各地の状況を確かく認にんしてくれてありがとう」

「ウィレミナお嬢じよう様さま、各地の状況の確認を提案したのは私ではありません。ナイジェル様にお礼を言ってくださいませ」

　グレンはそう言うとナイジェルに視線を向けた。ナイジェルが状況の確認をグレンに提案したの？

「念には念をと。勝手だとは思ったのですが、グレンにお願いしました」

「ありがとう。わたくしは……ダメね」

　他ほかの土地でも農害が起きているかもしれないという可能性。それに思い至ることができなかった、視野の狭せまい己おのれが本当に情けない。

「ダメなんかじゃありません！　すべてを姉様が担になわなくていいんです。姉様をお支えしたいと言いましたよね？　姉様が背負う荷物を、ほんの少しでいいので私にも背負わせてください」

　ナイジェルが必死さを感じさせる口調でこちらを見据えて言う。そんな彼の様子にわたくしは少し面めん食くらった。

「そうですよ、公爵閣下も直属だけで何十人と部下を使っております。一人でなんでもというのは、むしろよろしくありません」

　わたくしの戸と惑まどいに気づいたのだろう、グレンがそっと言い添そえる。たしかに言われてみればそうなのだ。誰だれかを信しん頼らいしその手を借りることは、とても大事なこと。皆みなのおかげで自身の未熟さにたくさん気づかされる。けれど……それは未来に繋つながる大事な勉強なのだとほろ苦い気持ちとともに感じた。







　すっかり慣れた道を馬車に揺ゆられて約二時間。護衛の騎き士したちが周囲についた馬車は、長閑のどかな田舎いなか道では少しどころではなく浮いている。しかしその長閑な印象と違ちがわず野や盗とうなどの襲しゆう撃げきを受けるようなこともなく、今日の道行きも実に平和なものだった。万が一野盗と行き合うことがあっても、護衛には歴戦の勇士であるマッケンジー卿きよう、そしてそのマッケンジー卿に剣けんの腕うでを認められたナイジェルがいるのだ。頼りになることこの上ないわね。

　フィオレ村近くの養護院に着くと、老ろう齢れいの女性院長が出で迎むかえてくれた。その後ろにはたくさんの子どもたちがいる。

　女の子は皆ナイジェルに見み惚とれており、男の子は筋骨隆りゆう々りゆうなマッケンジー卿と騎士たちに興きよう味み津しん々しんという様子である。わたくしに関心を示す子どもはほとんどおらず、それが少しだけ寂さびしいと思ってしまう。好かれるために来たわけではないから、別にいいのだけれど。……いいのだけれど。

　──みんな、ちゃんと身み綺ぎ麗れいにしているわね。栄養状態もよさそう。

　子どもたちを観察して最初に思ったのはそれだった。補助金の類たぐいを懐ふところに入れてしまう悪質な経営者もいるけれど、こちらの養護院はきちんと子どもたちに還かん元げんされているようだ。出てきた子どもたちが数人だけならばわたくしの視察に合わせて一部の子どもを身綺麗にしてごまかしているだけ……などという可能性も考えられた。けれど今ここにいる人数は、グレンからもらった資料に記き載さいされていた子どもたちの数と合がつ致ちしている。

「フィオレ村で起きていることは、ご存知かしら」

「ええ、聞き及およんでおります。農作物の被害が広がっているそうで。例年の収しゆう穫かくのお手伝いのお仕事もきっと減るでしょう。それに……冬の食料の確保も難しくなるかもしれませんね」

　訊たずねれば院長は悲しげに眉まゆ尻じりを下げ、思い詰つめた表情で小さく息を吐はいた。

「そう思って、今日は支し援えんのお話ができればと来た次し第だいなの。父、ガザード公こう爵しやくからはもう許可はいただいているわ」

「まぁ！　ご支援いただいてよろしいのですか？」

「当然よ。領地の子どもたちが飢えると、わたくしもつらいもの」

　子どもたちに視線を向ければ、マッケンジー卿が満面の笑えみで子どもたちを腕にまとわりつかせ持ち上げている。すごいわ。両腕合わせて六人も……！　幼い子だけではなく、もう十を過ぎたような子たちも交じっているのに！

　ナイジェルはたくさんの女の子たちに囲まれており、女性の好みなどを訊きかれてたじたじのようだ。女の子は幼い頃ころからませているわね。わたくしにも、少しばかり身に覚えがあるけれど。そんなことを思いながら、ちらりと初はつ恋こいの人であるマッケンジー卿に視線をやる。すると視線に気づいた彼から、にかっといい笑顔が返ってきた。

「金銭的な支援とは別に足りない備品の補ほ充じゆうや、修復が必要な箇所があればそちらの修理もしたいのだけれど。お話を聞きながら養護院の中を見せていただけると嬉うれしいわ」

「は、はい！」

　院長のお顔が安堵と喜びでぱっと輝かがやく。院長の服にも繕つくろいのあとが多数見て取れるし、彼女の身の回りのものも整えたいわね。

　くいとスカートを引かれ、わたくしは振ふり向いた。するとそこには利発そうな七、八歳くらいに見える男の子が立っていた。

「貴女あなた、誰？」

「こら、リオル！　先ほどご紹しよう介かいしたでしょう！」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶよ。院長」

　皆ナイジェルやマッケンジー卿に夢中だったものね。覚えていなくても無理はない。

　スカートを持ち上げ、リオルと呼ばれた男の子にカーテシーをしてみせる。するとリオルの口からほうとため息が漏もれた。

「ウィレミナ・ガザード。ガザード公爵家の娘むすめよ」

「ガザード……領主様の娘？　お姫ひめ様ってこと？」

　ひとまず簡易的な説明をすると、リオルの目がきらきらと輝く。そしてぎゅっと手を握にぎられた。爪つめの間に泥どろが入った、綺麗とは言えない手。だけどそれは彼が直前までなんらかの作業をしていた証しよう拠こだ。彼が懸けん命めいに働いた証拠の素す敵てきな手ね。

「だからこんなに、綺麗なんだね」

　リオルがこちらを見上げながら、頬ほおを赤く染めて言う。

「ふふ、お上手ね」

「本当に綺麗だよ！　お嫁よめさんになってほしいくらい」

　まぁ、男の子にもませている子がいるものだ。だけど悪い気はしないわ。

「ありがとう、リオル。今から院長と養護院の中を見て回るのだけれど、リオルも一いつ緒しよにきてくれる？」

「うん！　いっぱい案内するね！」

　ああ、可愛かわいいわ。子どもは好きだけれど、今まで触ふれ合う機会はあまりなかった。だから少しだけ気分が浮うき立ってしまう。昔はナイジェルもこんなふうに無む邪じや気きな頃が……あったかしら？　あの子、昔から表情が薄うすくて大人しい子だったものね。だから妙みように達観した様子に見えたものだ。それはそれで、可愛らしかったけれど。

「ね、姉様！　私も行きます」

　院長とリオルとともに歩き出そうとした時、背後から声をかけられた。聞いてすぐにわかる、ナイジェルの声だ。

「少し見て回るだけだし、大丈夫よ？」

「いえ、行きますから」

　ナイジェルはそう言うと、まとわりつく子どもたちをテキパキと騎士たちに預けこちらに駆かけ寄ってくる。そして、わたくしとリオルの後ろという護衛の定位置についた。本当にこの子は過保護ね。

　わたくしは意い気き揚よう々ようという様子のリオルと微笑ほほえましげにわたくしたちを見つめる院長に案内されながら、養護院の中を見て回った。

　養護院は補修を繰くり返して丁てい寧ねいに使われていたけれど、それでも傷いたんでいる箇か所しよがある。元気な子どもたちが使う備品の欠けも多く、補充しなければならないものはリスト化するとそれなりの数になった。

　──ここだけではなく、ほかの養護院も見て回りたいわね。もっとひどい状じよう況きようの養護院もあるでしょうし。

　支援に関する話を取りまとめて養護院を出る頃には、時刻は昼を回り真夏の日差しが強さを増していた。

「ウィレミナ様。あのね、もうすぐフィオレ村でお祭りがあるんだ。それに一緒に行こうよ！　養護院のみんなも行くんだよ」

　頬を赤くしながらリオルが可愛いお誘さそいをしてくれる。まぁ、フィオレ村でお祭りなんてものがあるのね。

「どんなお祭りなの？」

「いろいろな屋台が出たり楽しいよ。そしてね、恋人たちが一緒に踊おどったりするんだ。その、ウィレミナ様も……その、おいでよ。ね！」

　リオルはそう言うと、頬をさらに赤くした。こんなに熱心に誘われると、参加したくなるわね。だけど平民のお祭りに公爵家の娘が参加するのは、外聞的によいものではない。加えてフィオレ村のカビの件が、お祭りまでに終息の目め処どがついているか……。

「ねぇ、ウィレミナ様。行こうよ」

　悩なやみ込んでしまうわたくしを懇こん願がんするように見つめながらリオルがねだる。うう、子どものこういう目には弱いのよ！

「……時間が取れたら参加するわね？」

　なんとも煮にえ切らない返答とともに微笑みかけると、リオルはぱっと表情を明るくする。そして「約束だからね！」と言ってわたくしの手をぎゅっと握った。……こんなに楽しみにされてしまうなんて。状況次第だけれど、真しん剣けんに参加を検討しないといけないわね。子どもの期待を裏切るようなことはしたくないもの。

　リオルの頭をひと撫なでしてから、馬車へと乗り込む。わたくしの隣となりには当然のようにナイジェルが座り……なぜだかこちらを見つめてきた。

「どうしたの、ナイジェル？」

「いえ。フィオレ村のお祭り、楽しそうですね」

「そうね。行けたらいいのだけれど……」

「そうですね。そして、姉様と踊れると嬉しいのですが」

「踊るのは、恋人同士じゃないとダメなのではないの？　違ちがうのかしら」

　リオルは『恋人たちが一緒に踊ったりする』と言っていた。なので恋人同士でないと踊ることができない、のような決まり事があるのかと思ったのだけれど……。もしかすると、恋人がいなくても踊りに参加することに問題はないのかもしれないわね。祭りの作法を村長に聞いてみないと。

「……恋人になれたら嬉しいと言っているのです。姉様は本当に鈍にぶい」

　わたくしから視線を逸そらしながら、ナイジェルがぽつりと言う。これは、もしかしなくても口説かれていたかしら。自分が鈍いだなんてことは思ったことはなかったけれど……自覚と実情には乖かい離りがあったりするのだろうか。

「まぁ、鈍い姉様もお可愛らしいですけどね」

　ナイジェルがこちらに視線を戻もどし、ふっと息を漏らすように笑う。

「……鈍くなんか、ないわ」

「鈍いですよ。私も少年も、懸命に口説いていたのに」

「え……？」

「ほら、気づいていなかった。あれは遠回しな『恋人同士』の踊りへのお誘いでしょうに」

　リオルがわたくしを口説いていた？　本当に？

　リオルの様子を思い返しながら首を傾かしげていると、ナイジェルにくすくすと小さな笑い声を立てられる。彼はわたくしの手を取ると、そっと甲こうに口づけた。

「姉様。もう一度、口説き直しましょうか」

　この子ったら、やっぱり前よりも積極的になっていないかしら。そういうのは、ど、動どう揺ようしてしまうから困るのよ！

「け、結構です！」

　魅み惑わくの笑えみを浮かべながら言う義ぎ弟ていの提案を、強い口調で撥はね除のける。するとナイジェルは「残念です」と笑い含ぶくみの声で言った。

　その時、わざとらしい咳せき払ばらいが鼓こ膜まくに響ひびいた。視線を動かすと、馬車の扉とびらを開いて手で支えるマッケンジー卿きようと目が合う。

「お邪じや魔までしたら申し訳ありません。そろそろフィオレ村に出発しても大丈夫ですか？」

「邪魔で──」

「え、ええ！　大丈夫です！」

　絶対にろくでもないことを言おうとしているナイジェルの口を慌あわてて塞ふさぎ、マッケンジー卿に頷うなずいてみせる。彼は楽しそうに笑うと御ぎよ者しやに出発するよう指示を出し、馬車に乗り込む。馬車は軽かろやかに、フィオレ村に向かって動き出した。

「今日は日光が強いので、気をつけてくださいね」

　そう言いつつナイジェルが差し出してきたのは、紙に包まれた飴あめだった。

「……飴？」

「原理はよくわからないのですが、塩分の入った飴を舐なめると熱ねつ中ちゆう症しよう予防になります。騎き士したちも皆みな演習の前などに舐めているのですよ」

「まぁ、そうなのね。いただくわ」

　紙を広げれば、白い飴がころりと姿を現す。飴を口にしころころと口内で転がすと、少し甘じょっぱい味がした。

「お水もたくさん飲んでくださいね」

「わかっているわ。ふふ、心しん配ぱい性しようね」

　蜂はち蜜みつと檸檬レモンが入ったお水をグレンがたっぷりと持たせてくれている。それをちびちびと口にしているから、そこに関しては心配ないのに。

「姉様はこの世に一人しかいませんから、心配しすぎなくらいでいいんです」

　ナイジェルはぽつりと小さくそう零こぼす。その声こわ音ねの切ない響きに驚おどろき、わたくしは目を瞠みはった。

「……ナイジェル？」

「ああ、申し訳ありません」

　ナイジェルは小さく詫わびると、少し間を置いてからまた口を開く。

「その。ガザード公こう爵しやくがいらっしゃらなければ私も養護院や……下手をすれば路上で過ごすことになり、姉様とも出会えなかったのだろうなと。そんなことを考えてしまい少しだけ感傷的になってしまって。いえ、あの子たちのいる環かん境きようが悪いと言っているわけではないのですが」

　ナイジェルは一気にそう言ってから、力のない笑みを浮かべた。

「ナイジェル。わたくしのお父様を甘く見てはダメ」

　彼の手を握にぎり、きっぱりとした口調でそう告げる。すると青の目が零こぼれんばかりに瞠られた。

「貴方あなたがどこにいたとしても、職務に忠実で有能なお父様は貴方を見つけたはずよ。だから貴方とわたくしが出会わないなんてことは、絶対にあり得なかったの」

　お父様がナイジェルを見つける前に『なにか』があった可能性もあるけれど、その可能性には今は触ふれないことにする。

　ナイジェルはしばらくわたくしを見つめてから……ふっと表情を和やわらげた。

「出会いは必然だったのですね。では、失わないように努力をしないと」

「ふふ、そうしてちょうだい」

　わたくしも幼い頃ころにお母様を亡なくしている。ナイジェルのつらさは少しだけならわかるつもりだ。

　けれど彼はわたくしとは違い短い期間に両親ともに失い、路頭に迷うのではないかという不安まで抱かかえていた。それはわたくしには、想像ができない範はん囲いのことだ。

　想像はできないけれど……まだ傷が残る彼の心に寄り添そうことはできるはず。

　手を離はなそうとすると、弱い力でぎゅっと握られ引き止められる。ナイジェルに視線を向けると、その瞳は不安で揺ゆれていた。思い出してしまった、遠い日の記き憶おくのせいなのでしょうね。そんなナイジェルを突つき放すことができずに、わたくしは彼の手を握り直した。

　フィオレ村までの道行きを言葉少なに往ゆく。だけどその沈ちん黙もくは重たいものではなく、どことなく温かなものだった。







　フィオレ村に着いたわたくしたちは村長に顔を見せ、支し援えんと減税のことを話してから麦畑に向かった。村長にはいたく感謝をされたけれど当然のことをしているだけだから、少し面おも映はゆいわ。

「こんにちは、お嬢じよう様さま！　ナイジェル様！」

　手を振ふりながら麦畑に向かうわたくしたちのところにやってきたのは、四十歳ほどに見える村人の女性だ。名前はクレア。明るくさっぱりとした性格の彼女は、物もの怖おじせずにわたくしたちに話しかけてくる。彼女は三児の母で、夫や子どもたちと一いつ緒しよにテキパキと働いている様子が村に来るとよく見られた。

「クレア、ごきげんよう」

「今日も来てくださったんですね。これ、よろしければ」

　ずいと差し出された包みを目にして、わたくしは首を傾げた。

「これは？」

「お口に合うかはわからないけど、焼き菓が子しを作ったんです」

「まぁ、嬉うれしいわ！　ありがとう」

　この菓子の材料は彼女にとって貴重な食料のはずだ。それをわたくしのために捻ねん出しゆつしてくれたなんて、その気持ちがとても嬉しい。

「姉様、のちほど休きゆう憩けいの時にいただきましょう」

　ナイジェルがそっとわたくしの手から包みを取る。

「ありがとうございます、クレア」

　ナイジェルが相変わらずの無表情でお礼を言えば、クレアは「ほんと、いい男だねぇ」と頬ほおを染めながらぽつりと言った。無表情でも好感を与あたえてしまうなんて、義弟の美び貌ぼうはすごいわね。

　わたくしたちの来訪に慣れたほかの村人たちも、道すがら柔やわらかな笑みを浮うかべて挨あい拶さつをしてくれる。

　皆みなが受け入れてくれることが嬉しくて、わたくしの顔にも自然と笑みが浮かんだ。けれどその笑みは、紫むらさき色いろの麦たちを目の前にするとたちまち萎しぼんでしまう。

「やっぱり、朱しゆ斑はん病用の農薬では効きが悪いのね」

「侵しん蝕しよくが進んでいなかった箇か所しよは病変の悪化がわずかに緩ゆるやかになってはおりますが……。よくなるとまではいかないようでして」

　しょんぼりと肩かたを落とすわたくしに、近くにいた農民がそう教えてくれる。

「本当に、どうして急激にこんなカビが広がったのか」

　ぽつりと零れた農民の言葉を聞いて、わたくしは思考した。未知のカビ。それが広がった原因は絶対にあるはずなのだ。異状が見受けられなかった水や気候ではない、それ以外の原因が。

「このカビが広がる前に、なにか変わったことはなかった？」

「変わったこと、でございますか？」

「ええ、些さ細さいなことでもいいの。思いつくことがあれば教えてほしいわ」

　農民は眉まゆ根ねを寄せてしばらく考えたあとに「あっ」と小さく声を上げた。

「なにか思い当たることが？」

「いえ、まったく関係のないことかもしれませんが」

　彼が言うには、カビが流行はやる少し前に村を数人の男たちが訪おとずれたそうだ。彼らは商人だと名乗り、数日の滞たい在ざいののちに村を去っていったのだという。

「こんななにもない村になにをしに来たんだろうなぁと思っていたんですけど。金かね払ばらいもいいし、皆そんなに気に留めてはいなかったんです」

「旅人がなんらかの病気を運ぶという事例はたびたびあることです。その旅人たちがカビを持ち込んだという可能性はありますね」

　話を聞いていたナイジェルが、そう口を挟はさむ。たしかにそういう事例は昔からある。悪意のない旅人たちが持ち込んだ病びよう原げん菌きんが原因で、ひとつの村が滅ほろびたなんて事例もあるくらいだ。意図せずカビが持ち込まれた可能性は否定できない。

「旅人たちの足取りを掴つかむのは、今からでは難しいかしら。彼らの故郷で流行ったものが持ち込まれたのなら、その対策も知っているかもしれないわ」

「その旅人たちが正規のルートで動いていたのなら、足取りは追えるはずです」

　ナイジェルの言うとおり、正規のルートで動く商人であれば検問などに記録が残されているはずだ。

「見当外れな考えかもしれないけれど、その商人たちの行方ゆくえを追ってみましょう」

　そんな結論を出し、クレアからもらった素そ朴ぼくで優やさしい味のクッキーを食べて一息ついてから、わたくしたちはカントリーハウスへ戻もどることにした。そして……意外な来客と顔を合わせることになったのだ。







　カントリーハウスに帰り着くと、屋や敷しきの前に一台の馬車が停とまっていた。それは明らかに高価なもので、貴人の訪れを示し唆さしていた。

「どなたが、いらしたのかしら」

　グレンからは、本日来客があるとは聞いていない。

「ナイジェルには心当たりがある？」

「いえ、私はなにも」

「マッケンジー卿きようは……」

「俺もなにも聞いていませんね」

　皆で首を傾かしげながら屋敷の扉とびらを潜くぐると、困こん惑わく気味の表情の従じゆう僕ぼくがこちらへやってきた。

「お嬢様へのご来客です」

「わたくしへの来客？　今はグレンが対応しているの？」

「いいえ。グレン様は外出しておりまして、お客様はひとまず客間にお通ししております」

「そうなの。では、急いだ方がいいわね」

　一体誰だれなのかしら。先さき触ぶれなしの来訪なんて、一定以上の家いえ柄がらの者でないとそんな無む茶ちやは通らない。従僕に訊きけばよかったのだけれど、彼も突とつ然ぜんの来客で慌あわただしい様子だったので訊きそびれてしまったのだ。まさかエルネスタ殿でん下かが？　などと考えながら手早く身み支じ度たくを整え客間に向かうと、少し前に見た顔がそこにあった。

　肩までの赤い髪かみが挨拶に合わせてふわりと揺れ、茶色の瞳ひとみがこちらに向けられ細められる。病的なまでに白い肌はだを纏まとった指が、ティーカップをかちりと受け皿に置いた。

「こんにちは、ウィレミナ嬢」

「……アルセニオ様」

　なぜ、彼がここに。親しくもない御ご仁じんの不ぶ躾しつけで急な訪問にわたくしは眉まゆを顰ひそめてしまう。そんなこちらの表情に気づいたのか、彼は軽く肩を竦すくめた。

「急な訪問、申し訳なかったね。だけど……密みつ偵ていを送るよりは失礼な行こう為いではないと思うけどな。驚おどろいて飛んできてしまったよ」

　アルセニオ様はそう言うと、口角の片側を上げて意地悪な笑えみを浮かべる。どうやら密偵は任務に失敗してしまったらしい。

「密偵だなんて大げさですわね、機密情報を探さぐっていたわけでもございませんのに。知りたいことがあって、従者を派は遣けんしただけの話です」

　わたくしは平静に見えるだろう笑みを顔に貼はりつけて、そう言い切った。

　その土地で過去にどんな農害があったか。それを探ることは、なんらかの罪に当たることではない。……バレた時にほんの少しだけ、きまりが悪いだけ。なので万が一怪あやしまれて捕つかまった際には、任務の内容を正直に告げるようにと指示を出している。痛くもない腹を探られ、任務に当たった者の身が危険に晒さらされることだけは避さけたかったからだ。

「まぁ、それもそうだね。しかし悲しいね。回りくどいことをせずに僕に頼たよってくれればすぐに疑問に答えてあげたのに。ああ、彼は怪け我がなく無事に解放するように言いつけているからね。間もなくこちらに戻るだろう。ガザード公こう爵しやく家と揉もめることは、こちらとて本意ではない」

　アルセニオ様はまた小さく肩を竦めると、向かいの席を手で示す。わたくしはこっそりと安あん堵どの息を吐はいてから、アルセニオ様の向かいに腰こしを下ろした。

　アルセニオ様の口調は、以前お会いした時よりも親しげで砕くだけたものだ。なんらかの『優位』を確信しているような態度ね。

　わたくしの背後にはナイジェルとマッケンジー卿が無言で立つ。その他ほかの騎き士したちは、扉の外で警備の配置についた。それを見たアルセニオ様は不快そうに眉を顰める。彼の側そばにも護衛が控ひかえているのだから、これはお互たがい様だと思うわ。

「アルセニオ様は、今は王都のタウンハウスではなく領地にいらっしゃるのですか？」

　王都からであれば、あの軽装の馬車ではガザード公爵領に来られなかっただろう。なので、彼は今は領地にいるのだろうという推測をわたくしは立てた。ベイエル侯こう爵しやく家の領地は、ガザード公爵領に割合近い。

「ああ、そうだよ。せっかくの長期休きゆう暇かだしね。君と同じだ」

　会話は続かずどこか気まずい沈ちん黙もくが部屋に落ち、時計の針の音が嫌いやに耳につく。知人未満の信用していない方のお相手は勝手が難しいものね。こういう時にテランス様なら空気を和やわらげる努力をしてくださるでしょうに……と、よくないとは思いながらもついほかの婚こん約やく者候補と比べてしまう。
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「……君の領地で、これが流行ってるのだね」

　アルセニオ様が沈黙を破り、ローテーブルの上に無造作にガラスの小こ瓶びんに入れられた麦ばく穂すいが置かれる。その麦は近ちか頃ごろよく目にしている、紫むらさき色いろをしていた。

「君が知りたがっていたことの答えだけれど。僕の領地でも昨年これが流行ったんだよ」

　アルセニオ様はそう言うと、獲え物ものを狙ねらう蛇へびのように目を細めてわたくしを見つめた。片目に着けられたモノクルが、きらりと嫌な光を放つ。

「そうなのですね、教えてくださりありがとうございます」

　──気持ちの悪い、視線だわ。

　そんな感情を圧おし殺しながら、アルセニオ様に微笑ほほえんでみせる。

「君はこれの解決方法を知りたい。違ちがうかな？」

「……間違っていませんわね」

「そうだろうとも。このカビは広がる速度が恐おそろしく早い。ベイエル侯爵領でもこのカビには本当に手を焼かされたよ」

　痛ましいというふうに顔を歪ゆがめつつも、アルセニオ様の口元は笑っている。そのことを不思議に思ったけれど、答えはすぐに彼の口からまろび出た。

「だが僕がこの病に効く農薬を作り、症しよう状じようは緩かん和わできた。今年の収しゆう穫かく量は以前と同じ水準に戻りつつある」

　アルセニオ様は得意げな表情でこちらに笑いかける。

　……なるほど。ベイエル侯爵家はこの農害を、アルセニオ様の研究の成果によって解決したのね。

　アルセニオ様の人格はごく控えめに言って好きではないけれど、研究の成果は素す直なおにすごいと思う。そこは切り離はなして評価すべきところだ。

「それは素晴らしいことです。アルセニオ様は農害に関する研究をしていらしたのですね」

「それはしている研究のつま先ほどのものにしか過ぎないよ。僕はさまざまな分野の研究をしており、それらは実を結んでいる。有用な男だと思うけれどね。そうだね、ウィレミナ嬢じようの婚約者として相応ふさわしいくらいには」

　アルセニオ様のなんともふてぶてしい発言と同時に、背後で剣けんを鞘さやから抜ぬく時の擦こすれ合うような音が響ひびいた。続けてマッケンジー卿がナイジェルの頭に拳げん骨こつを落としたのだろう、ごちりという鈍にぶい音も聞こえた。……背後を見なくても、音だけでなにが起きたのか想像がつくわね。

　アルセニオ様はわたくしの背後に視線を向けて目を丸くしてから、こちらに視線を戻した。

「手段を講じなければ、あっという間に領地中の麦が食い荒あらされるよ。可か哀わい想そうに、民たみが苦しむ」

「視察を重ねたので存じております。なので、現在最善を尽つくしているところです」

「君のやっている最善で、果たして間に合うのかな？　このカビの拡散力は君が思っているより大きい」

「……なにがおっしゃりたいのです」

「察しの悪い君ではないだろう。ウィレミナ嬢が僕の婚約者になるのなら、このカビに効く農薬を無む償しようで提供しようと言っているんだ」

「──貴様！」

　鋭するどいナイジェルの声が響き、疾しつ風ぷうの如ごとき気配が体の横を通り過ぎた。気がつけば、アルセニオ様の喉のど元もとすれすれにナイジェルの剣先が突つきつけられている。マッケンジー卿にも、アルセニオ様の護衛にも、その動きが阻はばまれることはなかった。

「ナイジェル、よしなさい！」

　声をかけるとナイジェルはちらりとこちらに視線を向けてから、アルセニオ様に視線を戻もどす。わたくしの言うことも、聞く気がないらしい。アルセニオ様の護衛たちもガザード公爵家の子息相手にどうしていいのかわからないようで、剣の柄つかに手をかけたまま動けずにいた。

「暴力はよくないよ、ナイジェル様」

　アルセニオ様が頬ほおに冷や汗あせを垂らしながら、降参だというように両手を上げる。

「姉様を愚ぐ弄ろうするな」

　低い声で唸うなるようにナイジェルが告げ、剣先をアルセニオ様の喉に食い込ませようとした。けれど──。

「早まるな、馬ば鹿かが」

　マッケンジー卿きように剣の柄を握にぎって制され、その動きは阻そ害がいされた。それを目にして、わたくしはほっと胸を撫なで下ろす。

「番犬のような弟君をお持ちだな。これが場合によっては僕の義ぎ弟ていになるかと思うと、頭が痛いよ」

　アルセニオ様の言葉に、ナイジェルがまた反応しようとする。けれど彼はその動きをぐっと堪こらえたようだった。

「それに、愚弄なんてしちゃいない。これは互いに有益な取り引きだ。賢かしこいウィレミナ嬢なら、どうすればいいかわかると思うけれどね」

　喉元を擦さすりながら、アルセニオ様が苦く笑しようする。そして立ち上がると、優美な仕草でこちらに手を差し出してきた。

「多くの民を救うために。君は僕の手を取るべきだ、ウィレミナ嬢」

　欲望を孕はらんだねばつく声。貴公子の仮面の下に見え隠かくれする、利己心という名の獣けもの。それには吐き気がするけれど、彼の言うことは正論でもある。

　このまま紫色のカビの対策ができなければ、今年はなんとか凌しのげても来年からはどうなるかわからない。ほかの地域も食い荒らされ、領地全体が壊かい滅めつ的な損害を受ける可能性だってある。

　だけど脅おどしのような手段を取るような卑ひ劣れつな人間をガザード公爵家に入れることが、最良の選せん択たくだとも思えない。

　差し出された、青白く美しい手をじっと見つめる。そんなわたくしにアルセニオ様からは期待に満ちた視線が、そしてナイジェルからは不安げな視線が向けられた。

　わたくしは……どうすればいいのだろう。今苦しんでいる民を救うこと、後の憂うれいをここで断たつこと。どちらが正しい選択なのだろうか。お父様だったら、どちらを選ぶ？　どれだけ考えても答えが出ず、わたくしはアルセニオ様の手を見つめながら唇くちびるを噛かみしめた。

「とはいえ、だ。今すぐに決断を迫せまるのは、スマートではないよね」

　アルセニオ様はそう言うと、差し出した手をすっと引く。

「明日あした、また来よう。その際にはいい返事を期待しているよ」

　秀しゆう麗れいな美び貌ぼうが、醜みにくい笑えみに歪む。アルセニオ様は嫌な空気の残り香がを振ふり撒まき、屋や敷しきを去っていった。
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　帰宅したグレンに起きたことを話すと、彼はアルセニオ様の手を取るべきではないと言って憤いきどおった。ベイエル侯こう爵しやく領で捕つかまった密みつ偵ていに関しては、必ず無事に戻れるようグレンが根回しをしてくれるそうだ。それを聞いて、わたくしはほっと胸を撫で下ろした。

　わたくしもグレンと同じく、アルセニオ様の手を取ることは将来のためにすべきでないと思っている。だけど、その選択は目の前の大きな問題の解決手段を捨てるということにほかならないわけで……。

　目の前の危機の解決か、将来抱かかえ込むことになるだろう問題の回かい避ひか。

　わたくしは、どちらを取るべきなのだろう。

　どれだけ考えても結論は出せないままで、たちまち夜になってしまった。

　考えすぎて頭が痛くなってきたので、部屋からバルコニーに出て夏の生なま温ぬるい風に身を任せる。するとほんの少しだけ、濁にごりきっていた思考が明めい瞭りようになった気がした。バルコニーから見える夜空は濃のう紺こんのインクを流し込んだような色をしており、その濃紺の上で無数の星たちが瞬またたいている。この空の広大さと比べればわたくしの悩なやみなんてちっぽけね……なんてことはまったく思えないわね。ちっぽけな人の子の悩みで、わたくしは押し潰つぶされてしまいそうだ。

「お父様にご相談する時間があれば……」

　そうは思うけれどお父様は遠い王都の空の下にいる。そして、アルセニオ様はお父様に相談する時間をくれないだろう。お父様の介かい入にゆうは、彼にとっては望ましいことではないだろうから。……お父様はこんな問題に何度も行き当たり、そして正しい道を選んできたのよね。

　今のわたくしに、それができるのだろうか。

「はぁ」

　小さなため息をつくわたくしの肩かたに、柔やわらかなものが触ふれる。誰だれかがストールをかけてくれたのだ。

「姉様。お風邪かぜをひいてはいけないと思いまして」

「……ナイジェル」

　振ふり返れば、心配そうに眉まゆ尻じりを下げた義弟がこちらを見つめていた。わたくしの部屋のバルコニーと、ナイジェルの部屋のバルコニーはひと続きのものだ。ナイジェルはそちらからやってきたのだろう。

　彼がかけてくれたストールをしっかりと肩に巻いてから、わたくしは微笑ほほえんだ。

「ありがとう、ナイジェル。少し肌はだ寒ざむくなってきたところだったの」

　アルセニオ様が帰ったあと。ナイジェルは、驚おどろくくらいに静かだった。静かに……怒いかりに耐たえている様子だった。そしてそれは今もなのだろう。

「姉様、その」

　青の目が苦しげに細められ、形のいい眉が寄せられて眉み間けんに皺しわが寄る。そんな苦く悶もんの表情も義弟がすると芸術品のように美しい。わたくしはナイジェルの次の言葉をゆっくりと待つ。しばらく沈ちん黙もくしてから、ナイジェルはふたたび口を開いた。

「私は姉様にあの男の手を取ってほしくないと、そう思っています」

　ナイジェルの言葉は予期していたものだ。どう返したものかとわたくしが考えている間に、彼の言葉はさらに続けられた。

「けれど。姉様が民たみのための選択をすることに異を唱える資格がないことも理解しています。……気持ちの上では割り切れなくとも、頭ではちゃんと理解しているんです」

　ナイジェルはくしゃりと片手で前まえ髪がみを乱すと、ふっと小さく息を吐はく。そして、わたくしにまっすぐな視線を向けた。

「私は姉様がどんな選択をしようとずっとお側そばにおります。そして貴女あなたをお支えします。……貴女の騎き士しとして、いつまでも」

「ナイジェル……」

　自分の感情を優先せずに、わたくしの立場や立たされた状じよう況きように寄り添そってくれる。そして、わたくしを懸けん命めいに支えようとしてくれる。不器用なナイジェルが尽つくしてくれた言葉の数々に、胸がじんと熱くなった。

　ナイジェルは、もう覚かく悟ごを決めている。ではわたくしはどうしたいの？　さまざまな感情が渦うず巻まく胸を手で押さえながら思考を巡めぐらせる。

　唇を引き結ぶわたくしの頬ほおを、ナイジェルの大きな手が優やさしく撫でた。

「自分が情けないです。姉様のお力になれないなんて。姉様が今……こんなにも苦しんでいらっしゃるのに」

『情けなくなんてない』と言おうとした唇は義弟の指先でそっと塞ふさがれる。ナイジェルは泣きそうな顔をしながら、わたくしを見つめた。

「本当はあの場で、あの男を斬きり捨てたかった。だけどそんなことをしても、どうにもならないことは……わかっていたので」

　絞しぼり出すように紡つむがれる声こわ音ねは苦しげで、深い悲しみを感じさせる。口元がぐっと引き締しめられ、切れ長の目の端はしに薄うすく涙なみだが溜たまるのが見えた。

　彼を慰なぐさめたいという気持ちが溢あふれ、気がついた時にはわたくしはナイジェルを抱だきしめていた。抱きしめるには体の大きさが足りないから、どちらかというと抱きついている……という状態なのかしら。

「ね、姉様!?」

　頭上からナイジェルの焦あせった声が降ってくる。それを耳にした瞬しゆん間かん、自分がしでかしたことへの羞しゆう恥ちが一気に湧わき上がった。

「お前が悲しそうな顔をするから……仕方なく慰めているの！」

　恥はずかしさをごまかすために早口で言いながら、義ぎ弟ていを抱きしめる腕うでに力を入れる。すると安心する温度と、優しい香かおりが伝わってきた。それに安あん堵どを覚えてしまっているのだから、どちらが慰められているのかわからないわね。

「姉様こそ、苦しそうなお顔をしています」

　ナイジェルが辛つらそうに言葉を絞り出す。ふと動かした視界の隅すみに、強く握にぎりしめられた拳こぶしが見えた。それは……大きな怒りや悲しみを堪こらえるように震ふるえていた。

　わたくしの義弟は優しい子だ。寄り添い、痛みを分かち合おうとしてくれる。

　義弟の胸に顔を押しつけたまま目を閉じると、恐おそる恐るという様子の手つきで背中を撫なでられる。しばらく優しい手に身を任せてから目を開ければ、心の中は驚くくらい静かに凪ないでいた。

　──人に寄り添えない人間の手を取るべきではないわね。

　そんな結論が胸に湧く。寄り添える相手と一いつ緒しよならば、どんな危機に対しても真しん剣けんに取り組めるだろう。そしてきっと危機を乗り越こえられる。そう、例えば。……ナイジェルのような相手となら。

　対してアルセニオ様のような利己心に満ちた相手を選んでしまうと……未来は暗いものになるに違ちがいない。

「……領民には、数年の間苦労をかけてしまうかもしれないけれど。アルセニオ様の『ご提案』はお断りするわ」

　ナイジェルから身を離はなし、彼を見つめて静かに告げる。すると空色の目が、驚きからか大きく見開かれた。

　未来に『なにか』があった場合。アルセニオ様は躊ちゆう躇ちよなく民を……いえ、自分以外の者を切り捨てて逃にげてしまうだろう。彼の人格に対して下したそんな裁定は、恐らく間違ってはいない。そんな人間をこの家に引き入れてしまえば、現在起きていることどころではない災さい厄やくを、未来に招きかねない。

　この決断をしたことによりカビの問題を早期解決する手段は失われてしまうけれど……自分の決断を信じて前を向くしかないわね。そしてみんなと協力しながら、カビの件の解決方法を探しましょう。

「姉様、難しい決断をよくされました。ご立派です」

　眩まばゆいものを見るような表情で言われて、面おも映はゆい気持ちになってしまう。

「立派なんかじゃないわ。お前が寄り添ってくれたから、冷静に考えることができたの」

「私が寄り添う、ですか？　抱きついてきたのは姉様の方では……」

「そうじゃなくて、精神的な話よ！」

　きょとんとしながら抱きついたことを蒸むし返され、恥ずかしくなったわたくしはナイジェルに背を向けた。「精神的な支えになれた……ということでいいのか？　それは嬉うれしいな」なんてつぶやいている声が聞こえるけれど、聞こえないフリをする。

「明日あしたもアルセニオ様がくるのだし、そろそろ寝ねましょうか」

　そう声をかけたけれど、ナイジェルからの返事はない。不思議に思いナイジェルの方を見ると、彼は難しい顔になり沈黙していた。

　声をかけていいものかと迷っていると、ナイジェルは眉間に深い皺を寄せて「まさか……」と小さくつぶやく。

「ナイジェル？」

「あ……申し訳ありません。ふと思ったことがありまして」

「思ったこと？」

「あの男憎にくしから生まれた、見当外れな考えかもしれませんが」

　……あの男って、アルセニオ様のことよね。

「聞かせて、ナイジェル」

「……わかりました。話の前にカビが広がった範はん囲いを記した地図をお借りしたいのですが」

　促うながすと、ナイジェルはそんなふうに話を切り出した。カビの広がった範囲を記した地図……って。前にグレンが見せてくれたものよね。

「あの地図を？　グレンの執しつ務む室にあると思うから行きましょうか」

　今の時間ならグレンはまだ執務室で仕事をしているはずだ。こんな時間まで、本当に働き者よね。

「グレンにも、一緒に話を聞いていただきたいです」

「恐らく、時間を作ってくれると思うわ」

　そんなことを話しながらバルコニーから部屋に戻もどり廊ろう下かに出ると、扉とびらの前には警備の時間だったらしいマッケンジー卿きようと一名の騎士が立っていた。

「マッケンジー卿、ちょうどよかった。貴方あなたにも聞いてほしい話があるのですが」

「なんだ、小こ僧ぞう。……真面目まじめな話か？」

「はい、そうです。まずはグレンの執務室に行きましょう」

　マッケンジー卿は「ふむ」と小さくつぶやく。

「聞かせろ、小僧」

　そして短く言うと、グレンの執務室へと向かうわたくしたちに加わった。

　グレンの執務室の前に着くと、思った通りに扉の隙すき間まからは灯あかりが漏もれていた。扉をノックして名前を告げると、少しの間のあとに扉が開く。グレンはわたくしたちを見て、不思議そうに目をぱちくりとさせた。

「グレン、あのカビが広がった範囲を記した地図を借りたいのだけれど」

「地図をですか？　構いませんが」

「それでね。一緒にナイジェルの話を聞いてほしいの」

「……大事なお話のようですね。もしや、あのクソ倅せがれに関係したお話でしょうか。ぜひ、お聞かせください」

　グレンはそう言うとわたくしたちを執務室へと招き入れる。そして本ほん棚だなに挿さしていた地図を取り出し、執務机の上に広げた。

　つい聞き流してしまったけれど、『クソ倅』ってアルセニオ様のことかしら。グレンったら意外にお口が悪いわ。

　グレンが広げた地図に目を通す。地図には先日見たままに、数か所の赤い印がついている。印のひとつはもちろんフィオレ村。その他ほかの印はナイジェルのおかげでカビの早期発見ができ、広がりきる前に対処ができた地域だ。

　ナイジェルは地図を覗のぞき込み、赤い円を指で差した。

「単刀直入に言えば。紫むらさき色いろのカビの発見された箇か所しよが、麦の生産が多い地域に偏かたよりすぎているのではないかと感じたのです」

「……偏りすぎている？」

　ナイジェルの言葉を繰くり返せば、彼はこちらを見てこくりと頷うなずく。

「グレンに人を送って調べてもらった際に、紫色のカビが発見されたのは領内でも有数の麦の大産地だけでした。ほかの地域では、まったく見られなかったんです。カビが自然発生的なものなら、それは不自然なのではないかと。さらに言えば。村人から聞いた商人たちが『自然』にカビを運んだのなら……街かい道どう沿いの麦畑に、もっと被ひ害がいがあってもおかしくないと思うのです」

　ナイジェルの言葉を頭の中で反はん芻すうし、彼が言わんとすることを掴つかもうとする。

「つまりは……。生産量が多い地域にだけ、カビが人じん為い的に広げられた可能性があると……ナイジェルはそう考えているのね？」

　わたくしがそう言うと、ナイジェルは深く頷いた。

　なるほど、わかってきたわ。

　麦の大産地にだけ発生したカビ。カビが流行はやる前にフィオレ村を訪おとずれた商人たち。ガザード公こう爵しやく家と縁えんを結びたがっているアルセニオ様が、『都合よく』持っていた農薬という交こう渉しようの切り札。絶ぜつ妙みようなタイミングで、条件つきの支し援えんを申し出てきたアルセニオ様。

　バラバラの事象が繋つながり、ひとつの像を結んでいく。グレンとマッケンジー卿も同じ考えに行き着いたようで、表情をにわかに険しくした。

「こちらとの交渉のために、アルセニオ様がカビを人為的に広げた。その可能性がある、と」

　妙みように静まり返った部屋に、わたくしのつぶやきが響ひびく。

「……あくまで推測ですが」

　ナイジェルは皆みなを見回してから、そう会話を締しめた。

「可能性がある推測だと思うわ」

　正直なところ、アルセニオ様なら『やりかねない』。わざわざ、脅きよう迫はくに来るようなお人なのだもの。その脅迫の種を自身で蒔まいていたとしても驚おどろきはしないわ。

「アルセニオ様がカビを撒いた犯人だと仮定して。わたくしが明日婚こん約やくをお断りしたら、彼は次にどんな行動に出るかしら」

「被害が少なかった地域に、再びカビを撒くかもしれませんね。あれが犯人ならばカビを撒いた地域でどの程度の『成果』が出たかの確かく認にんはしているでしょうし、被害が少なかった地域の存在をすでに知っていると考えた方がいい」

　マッケンジー卿が顎あごを擦さすりながら、わたくしの言葉に続ける。

「今度こそ交渉を強きよう硬こうに進められるような、壊かい滅めつ的な状じよう況きようにするために……か」

　次にナイジェルがそう言い、不快だという表情で眉み間けんに皺しわを寄せた。

「グレン、印のついた地域の見回りは可能かしら？」

　すべては推測だ。だけど気をつけて損はないと思うの。

「公爵家の私兵を動員しましょう。何百人でも何千人でもご用意します」

　……グレン。戦争をするわけじゃないのだから、そんな人数はいらないわ。

「アルセニオ様にも、見張りをつけた方がいいわね。隠おん密みつ行動が得意な者をつけられるかしら？」

「私兵の中から、隠密に長たけた者を用意しましょう」

　グレンがさらに、神しん妙みような面おも持もちで請うけ負ってくれる。

「兵の配備に関しては、マッケンジー卿とナイジェルにお任せしてもよいかしら？」

「ええ、お任せを」

　マッケンジー卿がどんと胸を叩たたく。ナイジェルも、こくりとこちらに頷いてみせた。

　杞き憂ゆうであれば完全なる空から振ぶりになってしまう。けれど……これが杞憂ではなくアルセニオ様の尻しつ尾ぽを掴めれば、逆転の一手になるかもしれない。

「ナイジェル。アルセニオ様が怪あやしいことに、気づいてくれてありがとう」

　お礼を言えば、ナイジェルは「いいえ」と言って照れたように笑う。

　……わたくし、ナイジェルにたくさん助けられているわね。







　翌日、まだ昼にもならないうちからアルセニオ様が屋や敷しきを訪れた。考える時間を長く与あたえたくなかったのか、早々に答えがほしかったのか。客間に入った瞬しゆん間かんに向けられた満面の笑えみから推測するに、恐おそらく後者ね。

「すまないね。君に早く会いたくて来てしまったよ」

　アルセニオ様はそんな白々しいことを言いながら、楽しそうに両手を広げた。

「わたくしも貴方に伝えたいことがあったので、お早い来訪嬉うれしいですわ」

　わたくしはそう答え、笑みを顔に貼はりつける。背後にいるグレンとマッケンジー卿、そしてナイジェルがちっとも嬉しそうなお顔でないことは、ご愛あい嬌きようね。

「そうか、それはよかった。それで、僕に伝えたいこととは？」

　アルセニオ様の声こわ音ねにはあからさまな期待が滲にじみ、弾はずんでいる。案外単純というか能天気なお方ね。

「では単刀直入に言いますね。──婚約のお話はお断りします」

　笑顔のアルセニオ様にそう言い放つと、彼の細い目は限界まで瞠みはられた。断られるとは夢にも思っていなかったと、そう言いたげなお顔だ。

「断るのかい。……必ず後こう悔かいするよ、ウィレミナ嬢じよう」

　アルセニオ様の顔が怒いかりに歪ゆがみ、こめかみに青筋が走る。血走った目で睨にらまれ、背筋がぞわりと粟あわ立だった。

　後悔、か。カビによって苦しむ領民たちを見て、必ずするでしょうね。だけど……この選せん択たくが間ま違ちがいだとは思わない。

「貴方あなたと婚約した方が、絶対に後悔すると思ったもので」

　わたくしの言葉に、アルセニオ様の目がさらにつり上がる。まるで悪あく魔まのようなお顔ね。

「さて、用事はお済みですね。お帰りはこちらです、アルセニオ様」

　ナイジェルが扉とびらを開き、慇いん懃ぎん無礼な態度で退出を促うながす。アルセニオ様はぶるぶると体を震ふるわせてから、大きな足音を立てながら出口へと向かった。しかし扉を潜くぐる前にこちらを振ふり返る。まだなにか……言いたいことがあるのかしら？

「貴女あなたは絶対に、額ぬかずいて僕に縋すがるだろう。それを楽しみにしている」

　凄すごみのある笑みを浮うかべながら、アルセニオ様は言い放つ。そして、今度こそ屋敷を去っていったのだった。

「絶対に、ね」

　アルセニオ様の馬車が遠ざかるのを窓越ごしに見送りながら、ぽつりとつぶやく。ちらりとナイジェルに視線を向ければ、彼はそれだけで人を殺せてしまいそうなくらいに鋭するどい視線を馬車へと向けていた。
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　……あの男を、殺してやりたいと思った。

　アルセニオのことを思い返しながら、私は怒りを反芻する。姉様は卑ひ怯きような手段で手に入れていいお方じゃない。それを、それを……。

「小こ僧ぞう、顔が怖こええぞ」

　聞き慣れた低い声とともに、肩かたを軽く叩かれる。……マッケンジー卿きよう的には軽くのつもりなのだろうが、そこそこ痛い。本当に馬ば鹿か力ぢからだな。

「いやぁ、しかし。あの小さかったお嬢さんが立派になったな」

　地図に村々の巡じゆん回かいの人員配備を書き込みながら、マッケンジー卿がぽつりと言う。現在、見回りの兵をどう配備するかの話し合いをマッケンジー卿としている最中なのだ。

「姉様は昔から立派な人でしたよ」

「まぁ、そうなんだがな。近ちか頃ごろはそれに貫かん禄ろくが加わったというかね。支える方にもそれなりの風格が必要だな」

「……努力はしております」

　姉様の隣となりに立てる人間になれるよう、努力はしている。しかし隣に立つ相手を選ぶのは姉様だ。

　恋こいする男の勘かん違ちがいでなければ、近頃は姉様からの好意を感じる……ような気がする。私の行動に頬ほおを染め、時には瞳ひとみを潤うるませる姉様を見ているとそんな期待をしてしまう。ただの勘違いという可能性もあるが、それは泣きそうになるので極力考えないようにしている。

　しかし姉様は私の努力や自分の気持ちなど関係なく、ガザード公こう爵しやく家に相応ふさわしいと思える相手がいるならそちらを選ぶのだろう。そんな冷静な判断ができるお方なのだ。

　ついつい深い息を吐はくと、大きな手で頭をかき混ぜられる。その頭が左右に揺ゆれるほどの力に私は眉まゆを顰ひそめた。ちらりと横目で見たマッケンジー卿の表情は……凪ないだ海のように穏おだやかなものだった。

「お前の姉様は、人の努力をちゃんと見てくれる女性だ。報むくわれるといいな」

「……報われることを、心より願っております」

「俺も可愛かわいい弟で子しの恋心が報われることを祈いのってるよ」

　からかうように、けれど優やさしい声音で言いながらマッケンジー卿が地図にまた書き込みを増やす。

　地図で改めて見ると、ガザード公爵家の領地が驚くほどに広大なことに気づかされる。この領土を治めるとなれば、私には想像もできないような責任が姉様にのしかかるのだろう。

　その責務と真正面から闘たたかおうとしている姉様を、支えたいと私は心から願っている。

「よし、網あみができたな。なにか抜ぬけはないか？」

　マッケンジー卿の声を聞き、地図に視線を戻もどす。しばらく地図を眺ながめた私は……。

「こちらには山道があり、街かい道どうより少し遠回りですが麦畑へ出られる道となっています。アルセニオの手の者が身を隠かくして移動する可能性を考えると、ここも見回りのルートに入れていいかもしれません」

　考えを口にし、ペンで山道に印をつけた。

「ふむ、じゃあそうするか。ガザード公爵家の兵の数が潤じゆん沢たくでよかったな。こんだけ、くまなく人を回せるんだから」

「見回る場所が限られているのも助かりましたね」

　そんな話をしながら最終的な確かく認にんをしていると、軽かろやかな足音が部屋へと近づいてくる。この足音は姉様だ。

　姉様がノックをする前に、扉に近づきそっと開く。すると目を丸くした姉様が目の前にいた。彼女の後ろには紅茶と菓か子しが載のった盆ぼんを持ったエイリンとロバートソンもいる。私たちを気き遣づかい、差し入れをもってきてくれたのだろう。

　……姉様がここにいる。

　その事実が嬉しくて仕方がない。あの男の手を取る選択を姉様がしなくて、本当によかった。姉様の姿を目にすると、改めてそんな安あん堵どを感じた。

「……ずいぶんと反応が早いわね」

　姉様はそう言うと、大きな目をぱちぱちと瞬またたかせた。

「足音で姉様だと気づきましたから」

「ふふ、おかしな子。ずいぶんと根を詰つめているから、そろそろ休きゆう憩けいを入れてはどうかと思ったの」

　姉様が目線を送ると、エイリンとロバートソンが部屋に入り卓たく上じように紅茶と菓子の皿を置く。それを目にして、見かけによらず甘い物好きなマッケンジー卿が瞳を輝かがやかせた。

「では、頑がん張ばってね。マッケンジー卿も頑張ってください」

「待ってください姉様。ちょうど一段落ついたところなので、姉様も一いつ緒しよにいかがですか？」

　出ていこうとする姉様を必死に引き止める。すると姉様はこちらを振り返り少し首を傾かしげた。姉様は唇くちびるに人差し指を当てて思案する表情になる。その様子は少しだけ幼く見えて、とても愛らしかった。

「……いいの？　お邪じや魔まにならない？」

　大きな黒の瞳が上うわ目め遣づかい気味に私に向けられる。

「はい、ぜひ！」

　食くらいつくように答えてお気が変わらないうちにと手を引けば、姉様は『仕方ない子』と言いたげな表情になった。

　……しまったな。もっと毅き然ぜんとして、男として見てもらわないといけないのに。

「お前は本当に、落ち着きがないわね」

　けれどくすくすと笑う姉様のまんざらでもなさそうな表情を見ていると、時々は『義ぎ弟てい』に戻るのも悪くないと思ってしまうのだ。

　私が毅然としきれないのは……『義弟』に甘い姉様にも責任の一いつ端たんがあるような気がする。
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　カビが発生した各農村に人を派は遣けんし聞き取りをしたところ。フィオレ村のように、カビが発生する前には村に商人たちの訪おとずれがあったとの証言を得ることができた。

「カビの件はアルセニオの仕し業わざということで、決まりでしょうね。農村に商人が訪れるなんて機会はめずらしいことだ。同時期にカビが発生した箇か所しよの村への訪おとないが『たまたま』あるなんて、あり得ないです」

　ナイジェルがどこか凄みのある笑えみを浮かべながら言う。……満面の笑みなのに怒おこっていることがよくわかるなんて、我が義弟ながらなかなか器用な表情をするものだ。

　そして、農村周辺の見回りを強化してから数日が経たった頃ころ。見慣れない男たちが各村への道筋を辿たどっているとの報告が見回りの兵から上がってきたのだ。

「……これはほぼ、黒確定かしら」

『あり得ない』ことが二度起きたのだ。報告を聞き終わったわたくしは、ナイジェルと顔を見合わせた。

　わたくしとの婚こん約やくを引き出すために、他領を害し民たみを苦しめるなんて。卑怯で、愚おろかで、度し難がたい。怒いかりがふつふつと湧わき上がり、この落とし前をどうつけさせるべきかという少々物ぶつ騒そうな未来の想像が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

「……冷静さを欠くなんて、いけないわね」

　わたくしはその想像を一いつ旦たん断たち切り、深い呼吸をした。

　疑わしきは罰ばつせずよ、ウィレミナ。それが漆しつ黒こくに近い灰色でもダメ。男たちがカビをばら撒まいている現場を押さえ、捕とらえ、首しゆ魁かいを吐かせる。それをしなければ先へ進めない。

　男たちは以前村に立ち寄った時とは違い、目立たないよう行動をしているそうだ。隠おん密みつ行動にしても、旅人を装よそおうにしても……長閑のどかな農村付近ではそれなりに目立ってしまうわけだけれど。隠密で行動しているということは、迅じん速そくに目的を済ませてすぐさま撤てつ収しゆうするつもりなのだろう。その現場を確実に押さえ、捕らえなければ。

「必ず、一人残さず捕らえましょう」

　額に青筋を立てながら強い語気で言ったのは、ふだんは温おん厚こうの見本のようなグレンである。お父様から預かっている大事な領地が汚けがされた可能性が高いことに、彼は怒り心しん頭とうという様子だった。

　カントリーハウスから近い農村での男たちの捕ほ縛ばくには……ナイジェルとマッケンジー卿きようも赴おもむくことになった。

　確実な捕縛をするために、彼らも向かった方がいいとグレンとマッケンジー卿が判断したのだ。百ひやく戦せん錬れん磨まのマッケンジー卿と、その弟子であるナイジェルだものね。彼らがいれば男たちを取り逃のがすようなことはないだろう。けれど……。

「気をつけてね、ナイジェル。無む茶ちやはしないのよ」

　出立するナイジェルの見送りに出たわたくしは、何度言ったかわからない心配の言葉を口にしてしまう。

　ナイジェルは出会った頃の幼子ではない。騎き士しとしての勇ましい姿を何度も目にしている。なのに胸中には、不安な気持ちがとめどなく湧き上がってくる。だって、不測の事態はいくらでも起き得るのだもの。ベイエル侯こう爵しやく家の者たちが手て練だれだったら？　交戦によって怪け我がなどしない？

　──万が一、命を失うようなことはない？

　それを想像すると、背筋が冷たく凍こおる。ナイジェルが強いということは理解しているけれど、窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむということもあるのだ。

　マッケンジー卿が「俺の心配はしてくださらないんですかねぇ」などと冗じよう談だん交じりの口調でつぶやいているけれど、貴方あなたのような伝説級の存在がこの捕とり物もので亡なくなるなんてことはないと思うのよ。

「無茶なんてしませんよ。無茶をせずとも、無傷でやつらを捕らえる自信はありますから」

　ナイジェルはそう言うと、見み惚とれてしまうくらいに美しい笑みをこちらに向ける。そしてわたくしの黒くろ髪かみを一ひと房ふさ取り、少し身を屈かがめてゆっくりと口づけた。髪には感覚など通っていないはずなのに……口づけられた箇所に甘やかな熱をたしかに感じた。その熱は頬ほおを熱し、心をほろ苦く焦こがしていく。

「必ず、姉様のお役に立ってみせます。そして無事に戻りますから」

　澄すんだ声こわ音ねでの宣せん誓せいの言葉とともに、宝石のように輝く青の瞳ひとみが向けられる。その瞳に宿る明らかな熱情が、より一層頬を熱くさせた。

「……ちゃんと、帰ってきなさいね」

　熱に押し潰つぶされるように自然と小さくなる声で言いつつ手を伸のばして白く滑なめらかな頬を撫なでると、ナイジェルは何度か瞬まばたきをする。美しい唇が笑みの形を作り、頬に触ふれるわたくしの手に彼の大きな手が重ねられた。

「必ず」

　ナイジェルは短く言うとわたくしの手を取り、手のひらに口づけた。

「ふぁっ!?」

　生々しい唇の感かん触しよくになんとも間ま抜ぬけな驚おどろきの声を上げるわたくしに微笑ほほえんでから、ナイジェルはそっと手を離はなす。そして軽やかに身を翻ひるがえし、用意されていた馬にひらりと跨またがった。

　馬に跨るナイジェルの姿は……わたくしが幼い頃に憧あこがれていた、凛りんとして清せい廉れんな空気を纏まとっている理想の騎士様そのものに見えた。

「いってきますね、姉様」

「いってらっしゃい、ナイジェル」

　こちらに軽く手を振ふってから、ナイジェルは馬を駆けさせる。ナイジェルに続いて、マッケンジー卿と同行の兵士たちも馬を駆った。銀色の髪がふわりと靡なびき、夕焼けに照らされてきらきらと輝く。その煌きらめきに見惚れている間に、ナイジェルたちの姿はどんどん小さくなっていった。

「無事に、帰ってね」

　失う不安で胸がいっぱいになるくらいに……ナイジェルのことが大事になってしまったのね。そんなことをしみじみと感じてしまう。

　ナイジェルに口づけられた手のひらを、わたくしはじっと見つめる。

「あの子ったら。いつの間にわたくしの心に……こんなに大きな居場所を作ったのかしら」

　ぽつりとつぶやいてから、わたくしは手のひらにそっと唇くちびるで触れた。
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　カントリーハウスから馬を飛ばすこと一時間ほどで、目的の村にたどり着く。しかし連中に気配を察知される可能性を考こう慮りよし、村から少し離れた場所で馬を下りる手て筈はずとなっていた。木立に馬を繋つないでいると、男たちの動向を見張っていた兵士の一人がこちらにやってきた。彼によれば、やつらは村の近くで天幕を張っているらしい。日が完全に落ちるのを待ち、夜よ闇やみに乗じて麦畑へと向かうのだろう。人数は十人ほどいるらしく、全員捕縛するのはなかなか骨が折れそうだ。

　……天幕でのんびりしているところを叩たたければ楽なのだが。

　しかしそんなことをしても、言い抜ぬけされる可能性が高い。だからなんとしても、現行犯で捕つかまえなければ。

「もうすぐ出番だ。やれるな、お前たち」

　マッケンジー卿がそう言うと、皆みながこくりと頷うなずいた。英えい雄ゆうとの任務に兵士たちの表情は輝かがやいており、師に憧れる者の多さを改めて感じた。私も彼のような立派な騎士になれるだろうか。姉様に憧れていただけるような、そんな騎士に。

　──思考に耽ふけっている場合ではないな。お役に立つと姉様に約束したのだから。

「やつらが天幕を張っている位置がここ、ということは」

　地図を開き、天幕があると聞いた場所に印を付ける。次にその場所から男たちがどの経路で麦畑に向かうかに思考を巡らせた。

　大人数であとをつけ、動向を探さぐることは現実的ではない。なのでやつらの先回りをし、待ち伏ぶせをする手筈となっていた。

「本命はこちらの経路でしょうか」

　街かい道どうではなく、いわゆる『地元の者』が使う道。木立に囲まれており、より目立たずに麦畑への移動ができる。

「その可能性が高いと俺も思う。まぁ、街道の方にも人員は回すがな」

「……そうですね」

「森を突つっ切ってくる可能性は低いだろうが、そっちにも回しとくか。可能性を切り捨てて取り零こぼすのが一番いけねぇ」

　地図にある村と麦畑の間に横たわる小さな森。マッケンジー卿がそちらにもちょんと印をつける。

　こうして話し合いを重ね、人員をどこに割さくかが決まっていく。そして、十二人ずつの三部隊が編制された。十二人のうち一人は各部隊を繋ぐ伝令役に回るので、男たちの人数と大差ない。

　私の配置は本命だと思われる小道の先になり、その部隊の指揮を執とることとなった。

「さて、俺は街道に回るが。平気か、小こ僧ぞう？」

　隣となりにきたマッケンジー卿きようが、こそりと耳打ちをしてくる。

「平気に決まっているでしょう。貴方がいなくて、むしろ清せい々せいします」

　なにを言うのやらと思い睨ねめつければ、マッケンジー卿はくっと喉のどを鳴らして笑う。

「はっ、言ってくれるね。まぁ死んでくれるなよ。お前が死ぬと、陛下や公爵にきついお叱しかりを受けるんでね」

「そういえば、貴方の仕事は私の護衛でしたね。いいんですか？　護衛対象から離れてしまって」

「いいんだよ。……俺は弟で子しのことを信用してるんでね」

　唐とう突とつなその言葉に、いろいろな感情で一気に胸が詰つまった。この男から……『信用』なんて言葉が飛び出すなんてな。

「ああ、この任務放ほう棄きのことは内ない緒しよにしといてくれよ」

　マッケンジー卿はそう言うと、照れ隠かくしのように私の背中を強めにバンと叩く。そして皆に向き直った。

「麦畑は広大だ。気配に気づかれ夜闇に紛まぎれて散開されたらやっかいだ。だから気配を死ぬ気で殺して待ち伏せろ。そしてやつらが『悪さ』をするのを見届けたら、速そつ攻こうで捕まえるんだ」

　吠ほえるようなマッケンジー卿の言葉に、皆が頷く。やることは至ってシンプルだ。待ち伏せ、やつらの悪事の現場を押さえて皆捕とらえる。ただそれだけ。『はずれ』を引いた部隊には伝令役が『当たり』を伝えることになっているが。マッケンジー卿の部隊が当たりを引いた場合、別部隊が駆かけつけるまでにすべてが終わっていそうだな。……むしろあの人は一人で百人力なのだから、部隊の人数を間引いてほかに回してもいいのではないだろうか。内心、そんなことを考えてしまう。

　──私が『当たり』を引いたとしても、皆が来る前に片づけるつもりだが。

　皆がそれぞれの配置につくため散開していく。私も同じ配置の兵士たちとともに、夕闇から夜闇に変わりはじめている道を進んだ。

　しばらくの間歩くと、前方に一面の麦畑が見えてくる。幸いなことに周囲には樹木が多く、私たちは麦畑が見通せる位置に身を隠した。そして、小一時間ほど経たった頃ころだろうか。

　小道の方から、人の話し声と気配を感じた。そして見張りから聞いた通りの、十人ほどの男たちが姿を現す。

　どうやら私が『当たり』を引いたらしいな。伝令役に目配せをすると、彼は気配を綺き麗れいに殺してその場を離れた。

　注意を払はらいつつ、男たちに目を向ける。動きから察するに、おそらく戦せん闘とう訓練の類たぐいを受けている人間だ。ベイエル侯こう爵しやく家が抱かかえている兵士だろうか。それとも傭よう兵へいか？　佩はい剣けんしている者、斧おのを背負っている者……装備のばらつきから見るに傭兵の方かもしれない。

　彼らはランタンの灯あかりでザックを照らし、瓶びんを中から取り出し各おの々おの手にする。ここからでは中身は見えないが……恐おそらくあの中にあの忌いまわしいカビが入っているのだろうな。

「さて、皆散らばれ。とっとと済ませて引き上げるぞ」

　リーダー格らしい男の言葉と同時に、男たちが麦畑へと踏ふみ入っていく。ここまで状じよう況きようが整えば、言い逃のがれなんてことはできまい。

「──行くぞ」

　兵たちに声をかけるのと同時に、隠れていた茂しげみから飛び出す。そしてリーダー格らしき男の頭に、鞘さやに入ったままの剣けんで強い打だ撃げきを叩き込んだ。

「ぐ、うっ！」

　男は呻うめき声を上げ、その場に倒たおれ伏ふす。死んではいない、そのはずだ。残りの男たちは呆あつ気けに取られたあとに、一気に色めき立った。

「く、くそ！　ガザード公爵家の手の者か!?」

「うわ、他ほかにもいやがる！」

　私のあとに続いた兵士たちが男たちに向かっていく。夜の静寂しじまを怒ど号ごうと剣けん戟げきが揺ゆらし、その場は一気に混こん沌とんと化した。
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　リーダー格を叩いたからか、やつらの足並みは揃そろわず形勢はこちらが有利だ。

　正面から斬きりかかってきた男の腹に遠えん慮りよのない力で蹴けりを入れ、背後から襲おそおうとしてきた男の顔を振ふり返りざまに剣を持っていない方の手で数発殴なぐりつける。すると男たちは、呆気なく地面に崩くずれ落ちた。

　──体術で戦うこんな姿、姉様には見せられないな。

　ふと、そんなことを思ってしまう。今回はできる限り生け捕どりにするのが目的なので、剣を使うよりもこの方が要領がいいのだが。幼い頃より剣を華か麗れいに振るう騎き士しに憧あこがれていた姉様を、がっかりさせてしまうかもしれない。

「この小僧が！」

　叫さけびながら襲いかかってきた男が、斧を大きく振り回す。その鈍のろい動きを難なく躱かわし、リーダー格の男と同じく頭に鞘入りの剣を叩き込んでやった。ふと畑に目をやると、一人の男が麦をかき分け逃にげようとしている。そいつが手にしているランタンのおかげで、夜闇の中でもどこに逃げようとしているのかよくわかる。私は男の方へと……躊ちゆう躇ちよなく駆け出した。

「ひっ！」

　私の気配に気づいた男は振り返ると、怖おじ気けづいた声を上げる。振り返りなどせず、足を動かせばよかったものを。足が止まったおかげで男との距きよ離りは一気に縮まる。そして私は、軽く地面を蹴ると男の延えん髄ずいに激しい蹴りを叩き込んだ。その一いち撃げきで、男の動きは停止する。倒れた男の首根っこを引っ掴つかんで麦畑から出ると、大勢は決していた。男たちは地面に伏しているか、捕ほ縛ばくされているか。その二に択たくとなっていたのだ。

「ほとんど、ナイジェル様が倒してしまいましたね」

「五人しか倒していませんよ。マッケンジー卿なら、全員を倒していたでしょう」

　感心したように兵士の一人に言われ、私はそう返した。これはお世辞でも冗じよう談だんでもない。あの男なら、確実にそれができただろう。私の言葉を聞いた兵士は、感心と驚おどろきの双そう方ほうが含ふくまれた「へぇええ」という奇き妙みような声を漏もらした。

　男たちに縄なわをかけていると、伝令に連れられた別部隊がやって来る。マッケンジー卿も当然その中にいた。

「お疲つかれさん。俺の出る幕はなかったなぁ。ところで、何人倒した？」

「………………五人ですよ」

　訊たずねられ渋しぶ々しぶ口にすれば、にやりと嫌いやな笑えみを向けられる。

「ふーん、まぁまぁってとこだな。俺の弟子なら、せめて七人は倒してほしかったなぁ」

「そう言われると思ったので、言いたくなかったんですよ」

『生け捕り』というものは殺すよりも難しい。それがわかっていて、この男はこんなことを言うのだ。

　次こそは絶対に……マッケンジー卿を感心させてやる。

「よし、こいつらを連れて戻もどるか。この人数だと、村で馬車を借りてこなきゃ連れていけねぇな」

「……そうですね」

　出立の時。瞳ひとみを潤うるませながら、私の身を案じてくれた姉様のことを思い返す。早く帰って、姉様を安心させてあげたいな。

　村人から借りた馬車に男たちを詰め込み、カントリーハウスに戻ると……。

「ナイジェル、お帰りなさい！」

　泣きそうな表情の姉様が、こちらに駆け寄ってきた。慌あわてた様子の姉様の足は今にももつれてしまいそうで、転んでしまわないかと心配になり私も急いで姉様のお側そばに駆け寄る。

「ただいま戻りました、姉様」

「怪け我がは？　怪我はしていない？」

「お約束の通り、私は無傷です。大きな怪我をした者もいませんし、任務も無事に果たしました」

　そう言いつつ両手を広げてみせれば、姉様は上から下まで私の姿を眺ながめたあとにほうと細くて長い息を吐はく。そして、地面にぺたりと座り込んでしまった。

「姉様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　慌てて手を差し出せば、姉様はその手をはしりと取る。しかしその手は震ふるえており、足も萎なえてしまっているのか立ち上がれないままのようだった。遅おくれて屋や敷しきから出てきたグレンが、そんな姉様の様子を見て目を丸くする。

「お嬢じよう様さま、大丈夫ですか？」

　グレンはこちらに来ると、心配そうに姉様に声をかける。

「だ、大丈夫。……安心して腰こしが抜ぬけてしまったみたい。それだけよ」

　姉様はそう言うと、眉まゆ尻じりを下げながら安あん堵どの滲にじむ笑みを零こぼした。

　もっと強くならないといけないな。姉様のご様子を目にして、改めてそんなことを思う。私がマッケンジー卿のように強ければ、姉様にここまでの心労をかけずに済んだはずなのだ。それを心から悔くやしく思う。

　……しかし、どうしたものだろうか。夏とはいえ今は夜だ。冷たい地面に座らせたままだと、姉様のお体に障さわるかもしれない。

「姉様、無礼をお許しください」

「え……？」

　一声かければ、姉様は不思議そうに私を見つめる。そしてその体に手をかけた瞬しゆん間かん、私の意図に気づいたのかぶんぶんと首を横に振った。

「ナ、ナ、ナ、ナイジェル！　大丈夫よ！　もう少ししたら立てるから！」

「いいえ、このままではお体を冷やしてしまうかもしれません。だから私に運ばせてください」

　姉様の蚊かほどの抵てい抗こうを無視してそのお体を抱だき上げれば、驚くほどに軽かった。『羽根のよう』という形容を使いたくなるな。

「や、あ」

　姉様は顔を真っ赤にして、何度も口をパクパクさせる。

「ナイジェル！　こっちはいいから、ウィレミナ嬢に温かいものでも飲ませて差し上げろ」

「そうですね、それがいいですね」

　めずらしくマッケンジー卿きようが気の利きいたことを言い、グレンもそれに同意する。

「ありがとうございます。マッケンジー卿、グレン」

　私は二人に礼を言うと、姉様を抱えたまま屋敷に入った。そして姉様に視線を向けると……彼女は顔を真っ赤にしたままで俯うつむいてしまっていた。

「急に抱き上げてしまい、ご不快でしたか？」

　不安になって訊ねてみれば、姉様は黒の目を瞠みはったあとにぶんぶんと首を横に振った。その様子は本心のように見えたので、私はほっと胸を撫なで下ろした。

「ナイジェル」

　姉様は私の名を呼ぶと、胸に頭を預けてくる。そ、そんな愛らしいことをされると心臓が壊こわれてしまいます、姉様！

「……本当に心配だったの」

　震える声で姉様は言い、ぐりぐりと胸に頭を押しつけてきた。その子どものような仕草から甘えの感情を感じ取り、姉様が声を震わせているのに嬉うれしいと思ってしまう自分がいる。ダメだ、そんなことを思っては！

「私は無事です、姉様」

　安心させようと声をかけながら、姉様のつむじに唇くちびるを寄せる。するとふわりと優やさしい姉様の香かおりが鼻先に香った。その芳ほう香こうにくらくらと理性が揺らされる。

「ナイジェル、くすぐったいわ」

「……お嫌ですか？」

「そんな言い方、ずるいわ」

　私に触ふれられることを、姉様が拒きよ絶ぜつしない。そのことが嬉しくて、さらにつむじに唇を落とす。すると姉様は少し目をつり上げながら、私の胸を小さな手で押した。

「悪戯いたずらばかりしないの！」

「申し訳ありません、姉様」

　愛らしいお叱しかりに、ついつい顔が緩ゆるんでしまう。姉様はそんな私を目にして頬ほおを膨ふくらませた。

「お前ったら、申し訳ないなんて顔をしていないわ」

　だって姉様が、心からの『嫌だ』というお顔をしていないから。その言葉はそっと胸にしまうことにする。口に出したら『下ろして』なんて言われかねない。私はもう少しだけ、この幸せな時間を堪たん能のうしたいのだ。

「ねぇ、ナイジェル」

「なんですか、姉様」

「ナイジェルが強いことは、ちゃんとわかっているのよ？」

「それは嬉しいです、姉様」

　マッケンジー卿に、姉様に、認めてほしい人々に騎き士しとしての働きを認めてもらえる。それは私にとって望外の喜びだ。

「……そうわかってはいても、やっぱり心配だったの」

　姉様はそう言ってから、しばしの間沈ちん黙もくする。

「お前がいなくなったらと思うと、こんなに胸が苦しいなんて」

　次に姉様から零れた言葉はなんだか意味深で、私は思わず足を止めてしまった。

「姉様、それはどういう──」

「な、なんでもないわ！　ほら早く部屋に行きましょう！　わたくし、紅茶が飲みたいわ！」
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　真意を追つい及きゆうされたくないらしく、姉様は「紅茶にはミルクをたっぷり入れたい」だの「マカロンがあると嬉しい」だのと、非常にわかりやすく話を逸そらす。

　姉様が望まないのなら、追及はしない方がいいだろう。そう結論づけた私は、姉様が変えた話の矛ほこ先さきにそのまま乗ることにした。

　──先ほどのお言葉が、姉様のお心が私に傾かたむきそうになっている兆きざしだったら……そうであればいいのにな。

　私はテランスのように口が上手うまくもないし、マッケンジー卿ほどの押しの強さもない。けれど姉様を想おもう気持ちの強さだけは、誰だれにも負けないつもりだ。これからも自分なりの方法で、姉様に気持ちを伝え続けよう。この一生の間、そうするんだ。

　愛しているという気持ちを込めて、姉様の体を抱く手の力を少し強める。姉様はそんな私の意図に……まったく気づいていないようだった。

「ミルクたっぷりの紅茶は大丈夫でしょうけれど、マカロンはないかもしれませんね」

「……ないならないで、別にいいのよ」

「焼き菓が子しはなにかあると思いますが。マッケンジー卿が食べてしまっていなければ」

「ふふ。マッケンジー卿は甘いものがお好きだものね」

　会話をしているうちに、空気が柔やわらかに解ほどけていく。腕うでの中にある姉様の体温を逃のがしたくなくて、私はゆっくりとした足取りで居間へと向かった。
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　村々へカビの被ひ害がいを広めるために向かっていた男たちは皆みな捕ほ縛ばくされ、結果的には数十人を捕とらえる大おお捕とり物ものとなった。

　そしてマッケンジー卿とグレンがきつく男たちを締しめ上げると、彼らは簡単にアルセニオ様の関かん与よを自供したのだ。これだけの大人数が捕つかまったのだから、いずれ誰かが口を割る。だったら受ける苦痛は少ない方がいいという判断で早めに口を割ったのかもしれないわね。

　傭よう兵へい、ベイエル侯こう爵しやく家の私兵。そんな素す性じようのものたちが、アルセニオ様により例のカビを渡わたされて今回の捕物のあった村々へと出向いていたのだ。

　他家から領地を害された推測は確定的なものとなり、わたくしは怒いかりに震ふるえた。

　ベイエル侯爵領に戻もどっていたアルセニオ様は、グレンからの連れん絡らくを受けたベイエル侯爵によって侯爵家の屋や敷しきに軟なん禁きんされているそうだ。

　アルセニオ様の処分に関して裁定を下せるのはガザード公爵家の当主であるお父様しかいないので、やり場のない怒りを抱かかえながら現状をまとめた書簡をしたためていた時……。

「ウィレミナ！」

「お、お父様!?」

　お父様が突とつ然ぜん部屋に飛び込んできたので、わたくしは驚おどろいてしまった。お父様にはわたくしやグレンから、早馬での報告が届けられていた。不ふ穏おんな内容ばかりの報告に焦しよう燥そう感かんを覚えたお父様が、急きゆう遽きよ駆かけつけてくださったのだ。駆けつけてくれたことは当然嬉しい。けれどしばらくの間王都でのお仕事が忙いそがしいと聞いていたのに、そちらは大だい丈じよう夫ぶなのかしら。それを訊きくのが少しだけ怖こわいわ。ま、まさか放ほうり出してはいないわよね。

「ウィレミナ、大変だっただろう！」

　お父様が叫さけびながらわたくしに飛びつき、ぎゅうぎゅうと強く抱きしめてくる。久しぶりのお父様との邂かい逅こうに頬が緩むけれど、抱きしめる力が強すぎて背骨が折れてしまいそうだわ。

「お父様、あの」

「しばらくこうさせてくれないかな」

「えっと……」

　久しぶりの再会はわたくしも嬉しいけれど、お伝えしたいことが山ほどあるので困ってしまう。

　お父様はわたくしを抱きしめたまま離はなれてくれず、最終的にはナイジェルとマッケンジー卿きようの手を借りて無理やり引き剥はがすことになったのだった。

「……着くなり取り乱してしまって、済まなかったね」

　頬を赤らめながら咳せき払ばらいをし、お父様が長なが椅い子すに腰こしを下ろす。冷静になられたようでよかったわ。騎士二人が引っ張ってもなかなか離れてくれなくて、本当にどうしようかと思ったもの。なにかに熱情を傾ける時の人間の力というものは、すごいものなのかもしれない。

「ガザード公爵は相変わらずの娘むすめ馬ば鹿かですな」

「マッケンジー卿。私は娘馬鹿である自身を、誇ほこらしく思っているよ」

　少し呆あきれ気味といったマッケンジー卿の言葉にめげる様子もなく、お父様が胸を張る。そんなことを誇らないでほしいわ。

「姉様は愛らしいですからね。馬鹿になっても仕方がありません。ええ、私もすっかり姉様馬鹿です」

　なぜだかナイジェルまで得意げな様子で胸を張る。本当になにを言っているのかしら、この子は！　変なところだけ、お父様に似てしまった気がするわ……。

　……先日は、ナイジェルの前で情けないところを見せてしまった。

　思い返すと失礼な心配だったわよね。ナイジェルは立派な騎士で、素晴らしい働きで任務を果たしたのだ。意図せずとはいえ彼の努力を軽かろんじてしまったと、情けない気持ちになるわ。

　過か剰じような心配で気を揉もんで腰を抜ぬかし、子どものように抱だいて運ばせてしまうなんて。

　わたくしは平均的な体重だと思う。その上、ペチコートを何枚も重ねた重いドレスを着ていたのに軽々と抱き上げられてしまったわ。前にも抱えられたことがあるけれど、義ぎ弟ていはずいぶんと力持ちになったなと思う。腕ががっしりとしていて胸むな板いたも厚く、ナイジェルが『男の人』なのだとしみじみと感じさせられ……ってわたくしったらなにを考えているのかしら！

　顔がどんどん熱を持ち、尋じん常じようではない熱さとなる。わたくしは両手で、熱された頬を押さえた。そんなわたくしの様子を、ナイジェルとお父様が不思議そうに見つめる。

「公爵閣下と可愛かわいい弟で子しが、幸せそうでなによりですよ」

　マッケンジー卿は軽く肩かたを竦すくめてから、「飯でも食ってきます」と言ってひらりと手を振ふり去っていく。ここには要人が三人もいるのに、本当に気ままなものである。有事の際には、すぐに駆けつけてくださるのだという確信はあるけれど。そしてマッケンジー卿と入れ替かわりで、部屋にはグレンがやってきた。

「久しいね、グレン」

「お久しぶりです、閣下。お嬢じよう様さまとの感動の再会はいかがでしたか？」

「最高だったよ。ただもう少しだけ、親子の親しん睦ぼくを深め合う時間がほしかったな」

　この口ぶりだと、お父様は屋敷に着くなりグレンに挨あい拶さつもせずにわたくしのところに来たのだろう。わたくしはカントリーハウスに滞たい在ざいする際には毎回同じ部屋を使っているため、たどり着くのは容易だったはずだ。

「お父様、再会はあとからいくらでも喜びますから。先に少し、堅かた苦くるしいお話をよろしいかしら？」

「もちろんだよ、ウィレミナ。早馬でくれた手紙以降、なにか展開があったのかい？」

　領地で謎なぞのカビが流行はやっていること、カビの被害を大きく受けているフィオレ村の支し援えんと減税について、そしてフィオレ村近くの養護院の支援を許可してほしいこと。……アルセニオ様に脅おどし混じりに婚こん約やくを迫せまられたこと。それらのことまでは、お父様に伝わっている。

　けれど一番大きな出来事が、まだ伝わっていないのだ。

「とても、大きな展開がありました」

　わたくしは表情を引き締しめると、アルセニオ様の企たくらみに関することをお父様に話した。するとお父様のお顔からは、みるみるうちに表情が抜け落ちていく。ふだんは柔らかな印象のお父様にそんな顔をされると、落差でとても恐おそろしい。無言でも、肌はだを刺さすようなお怒りが伝わってくるわ。

「なるほど。それは大変だったね……ふむ」

　お父様はしばらく思案してから、わたくしに視線を向けた。

「ウィレミナ。他領を害した際の、罰ばつ則そくのことは知っているかい？」

「ええ、知っております。正当な事由がある場合を除いて、他領の侵しん犯ぱんには罰則が科せられるのですよね。その罰則の内容には、かなりの振り幅はばがあったと思いますけれど……」

　家の取り潰つぶし、領地の一部のみの取り上げ、罰金だけ、一家全員斬ざん首しゆなど──他領侵犯の理由や内容によって罰則の内容はさまざまに変わる。アルセニオ様が犯おかした罪の場合はどの程度の罰則が下るのだろうか。

「ウィレミナは賢かしこいね。たくさん勉強をしていて偉えらいな」

　お父様は顔を綻ほころばせたあとに、表情をまた真しん剣けんなものへと戻した。

「今回のことがアルセニオ殿どのの独断であれば……。我が領地に与えた損害の金銭的な補ほ償しようと、アルセニオ殿の貴族籍せき剥はく奪だつという罰則に落ち着くだろう。それとアルセニオ殿の研究成果の接収もできればいいけどね。いや、させていただこう」

　お父様はそう言うと楽しそうに笑う。その笑えみに黒いものが見え隠かくれしているように見えるのは、きっと気のせいではないはずだ。『ほしい』と思ったものを、お父様は必ず手に入れる。正々堂々と、誰だれにも文句を言わせない道義に反しない方法で。おっとりとしたお父様の見目からはとても想像がつかないけれど、それができる人なのだ。

「彼の兄上は優ゆう秀しゆうだと聞くし、欲深い弟がいなくなってベイエル侯爵家はむしろよい風向きになるかもしれないね。向こう十年…いや、二十年は周囲からの風当たりが強いかもしれないが」

　そう言ってから、お父様は従僕が持ってきた紅茶を口にした。お父様の言う通りの罰則になるのであれば、落とし所としては妥だ当とうというところかしら。

　ベイエル侯こう爵しやく家もこの処しよ罰ばつを拒きよ絶ぜつすることはないだろう。いいえ、そもそも拒絶する権利がない。アルセニオ様がやったことは、明確な『黒』なのだから。

　……アルセニオ様がやっていた研究の成果は、接収されてしまうのね。人生をかけていた努力の結けつ晶しようが取り上げられ、誰かのものとなってしまう。自じ業ごう自得とはいえ少しだけ可か哀わい想そうな気持ちにもなるわね。

　けれど命は奪うばわれないのだから、奮起すればまたどこかで研究をすることもできるだろう。今度は平民として、誰かの下で……ということになるのだろうけれど。プライドが高そうな彼が、それに耐たえられるのかしら。

「ベイエル侯爵家ぐるみで今回の件を企んだという可能性は……小心者のベイエル侯爵のことだから、まぁないか」

　お父様はそう言うと、うんうんと小さく頷うなずく。

「しょ、小心者ですか」

「うん、ベイエル侯爵は昔から肝きもの小さい男でね。そんなだから息むす子この一人も制せい御ぎよできないんだ。まったく、自業自得だね」

　お父様のベイエル侯爵に対する評価が容よう赦しやないわ。

　昔会ったことがあるベイエル侯爵は、物静かで言葉少なな男性だった。アルセニオ様と同様研究者気質でいつも引きこもっており、社交にもほとんど出ていらっしゃらないお方だ。引きこもっているのも社交に出ないのも、『小心者』が理由だったりするのかしら。

「ウィレミナ、すまなかったね」

　お父様が眉まゆ尻じりを下げながらわたくしを見つめる。

「……お父様？」

　お父様に謝られる覚えがなかったわたくしは、首を傾かしげた。

「私は目に見える条件に囚とらわれすぎて、誤った婚約者候補選びをしていたのかもしれないな。大切な君の将来がかかっていることなのにね」

　……お父様はなにも悪くないわ。

　条件面だけ見ればベイエル侯爵家はなんの瑕か疵しもない……いえ、なかった家だ。お父様が婚約者候補として挙げたことはなんらおかしいことではない。その上、アルセニオ様とは密な交流をしていたわけではなかったので彼の内面を量る機会が少なすぎた。これはアルセニオ様との交流を怠おこたっていた、わたくしの責任でもある。

「お気になさらないでください、お父様。婚約者候補にはテランス様のような素す晴ばらしい方もいらっしゃいますわ」
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「そうかもしれないけれどね。適てき宜ぎ、篩ふるいにかけておくべきだった」

「お父様……」

　力なく肩を落とすお父様を見ていると、いたたまれない気持ちになる。お父様は、本当になにも悪くないのに。

「ねぇ、ウィレミナ」

「なんですか、お父様」

「生き真面目まじめな君には、いろいろ背負わせてしまっているけれど。……君が後こう悔かいしない、幸せになれると思える相手を選ぶんだよ」

「お父様……」

　絞しぼり出すように唇くちびるから零こぼれたお父様の言葉に、わたくしは目を瞠みはった。

「我が家のためになる、という前提条件はやはり崩くずし難がたいけれどね。だけど選べる選せん択たく肢しの中で後悔しない人を選んでほしい。ウィレミナには幸せになってほしいからね」

　背後の気配がにわかに騒さわがしくなる。ナイジェルがどんな様子なのか想像がついてしまうわね。

　自分を選んでほしいと、全力で尻しつ尾ぽを振っているのだろう。そんな義弟の様子を想像すると頬ほおが緩ゆるんでしまう。

　わたくしの選せん択たく、か。気持ちはとある方向にすでに傾かたむいている。懸けん命めいに私を支えようとしてくれる、優やさしくて頼たよりになるあの子に向かってだ。

　家のための選択として見た場合も……ナイジェルは決して不適格な相手ではない。

　ナイジェルは隠されているとはいえ王族で、その上将来を嘱しよく望ぼうされる優秀な騎き士しなのだから。

　他家と縁えんを結んだ時のような、家同士の繋つながりによる益は得られないけれど……。

　──その損は、女公爵となった際にわたくしの手によって埋うめればいい。それくらいの努力はしてみせるわ。

　あとは勇気を出してナイジェルに気持ちを伝えるだけ。その一歩の勇気が……恋れん愛あい初心者であるわたくしには、なかなか難しくはあるのだけれど。

　ちらりと後ろを見れば、きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせるナイジェルと視線が合った。眩まぶしいその表情の圧に耐えきれず、わたくしは再び前を向く。すると背後の気配が、しゅんと耳と尻尾を垂らすのを感じた。こ、この義ぎ弟ていは！　人の罪悪感を煽あおるのが本当に上手なんだから！

「で、では。愛いとしくてたまらないからと現在の婚約者候補外から誰かを選んだら、お父様はどう思われますか？」

「有能な人物なら……うーん。しかし家格にあまりに釣つり合いが取れていないのはね」

　熱を持つ頬を意識しながら問いかけると、お父様は真剣に考え込んでしまう。

「お父様、そこまで考え込まなくても」

　お父様はふっと笑うと立ち上がり、こちらにやってくる。温かな手のひらで優しく頭を撫なでられ、少しくすぐったい気持ちになった。

「妻と過ごしている間、私は幸せだったよ。それはとても、短い間だったけれどね」

「……お父様」

「君が誰かとそんなふうになれることを、私は心から願っている。それは本当だよ」

「はい、お父様」

　お父様の愛情が、優しい声こわ音ねや慈いつくしむような視線から痛いくらいに感じられる。それが嬉うれしくて抱だきつけば、しっかりと抱き返された。

「ひとまず、ベイエル侯爵家の騒そう動どうは一件落着ですかね」

　ぽつりとグレンが漏もらした言葉に、わたくしは頷く。お父様がアルセニオ様の研究成果を接収するのであれば、その研究成果には今回のカビに効く農薬も含ふくまれる……研究成果を接収する前に今回の詫わびの一部として差し出される可能性も高いわね。今年出た被ひ害がいに関しては回復は困難だと思うけれど、来年に関しては被害を防げるはずだ。

　すべて解決、ということでいいのよね。

　そう思っていたわたくしのもとに、王都への移送直前にアルセニオ様が消えたという知らせが届いたのは……数日後のことだった。







『ウィレミナ嬢じよう、元気にしている？　ベイエル侯爵家との悶もん着ちやくで大変だったみたいじゃない。無事に諸もろ々もろ片づいたようでよかったわね。帰ったらたくさん愚ぐ痴ちを聞くから、必ず私とお茶会をなさい。いいわね、絶対よ。大変だったことだけではなく、いい方の土産みやげ話ばなしもたくさん聞かせなさいね』

　エルネスタ殿でん下かから届いた殿下らしい文面の手紙を読んで、わたくしは少しだけ笑ってしまった。同時に『まだ無事に諸々片づいてはいないのです』と、心の中でため息をつく。

「アルセニオ様はどこに行ったのかしら」

　アルセニオ様の行方ゆくえは、未いまだ掴つかめていない。持ち出せるだけの金品を持ち出しての失しつ踪そうだったそうなので、金品と引き換かえに誰だれかに匿かくまってもらっているのかもしれない。

　……万が一彼がなにかを企たくらんでいるとしたら困るわね。早く捕つかまるといいのだけれど。

「ベイエル侯爵家が、必死で捜さがしているらしいけれど……。一体どこにいるのだろうね」

　お父様が眉まゆを顰ひそめながら、苛いら立だたしげに机を指で小こ突づく。

「早く、捕まえたいですね」

　ナイジェルもそう言うと、腕うで組ぐみをした。

　彼が不在でも証しよう拠このみで判決は下せるし、ベイエル侯こう爵しやく家からの補ほ償しようも求められる。しかしそういう問題ではなく、罪人をのうのうとのさばらせるわけにはいかないのだ。この国には法というものがあるのだから、裁きの場で本人に沙さ汰たを下すことはとても大事なことだ。

「……君がこんなに心配なのに王都へ戻もどらないとならないなんて。ああ、離はなれたくないな」

　お父様がぎゅうと私を抱だきしめため息をつく。お父様がいないと回らないお仕事は多々あるようで、『早く戻れ』とだけ書かれた陛下直筆の書簡を持った王家の使いが早馬でやってきたのだ。ベイエル侯爵家の処しよ遇ぐう関係の話も陛下と摺すり合わせる必要があるし、仕事がなくてもお父様は王都へ戻らないといけないのよね。

　……数日だったけれど、久しぶりにお父様といられてよかったわ。

　大事にされている。そして想像していたよりも、お父様はわたくしの幸せを願ってくださっている。それが嬉しくてたまらなかった。

「お父様、この屋や敷しきにはナイジェルとマッケンジー卿きようがいますから。最高の警備態勢と言っても過言ではありませんわよ？」

　マッケンジー卿は歴戦の勇士だ。ナイジェルももちろん頼りになるし、マッケンジー卿の連れている騎士たちや公爵家の騎士や兵士だっている。アルセニオ様が、わたくしをどうこうできるような状じよう況きようではないと思うのよね。……油断しすぎるのも、よろしくないとは思うけれど。

「まぁ……それはそうだね」

　お父様は渋しぶ々しぶという様子でわたくしから身を離す。

「お父様。冬のお休みは一いつ緒しよに過ごしましょう？」

「本当かい？　今から楽しみにしているよ！」

　我ながら気の早い話をしてしまった……と思ったのだけれど、お父様は嬉しそうに表情を輝かせる。背せ伸のびをして頬に口づければ、何倍もの口づけが額や頬に返ってきた。お、お父様お返しが多すぎよ！　お父様の出立を今か今かと待ち構えている王家の使者の方の視線がとても痛いわ！

「姉様は、必ず守りますので」

　ナイジェルがそう口くち添ぞえをすると、お父様は微笑ほほえましげな顔で「そうか、そうだね」と言って頷うなずく。

「では、二人とも無事で──ちょ、もう少しだけウィレミナと話を……ウィレミナぁああ！」

　王家の使いに引きずられテキパキと馬車に押し込められるお父様を見ていると、お忙いそがしいのにご足労いただいて本当に申し訳ない気持ちになる。けれど、それだけ心配してくださったのよね。そのお気持ちはありがたく受け取っておこう。

　走り出した馬車の窓からはお父様が身を乗り出しており、大きく手を振ふっていた。お、落ちてしまいそうではらはらするのだけれど！　そんなお父様の首根っこを王家の使者の方が掴み、馬車の内部へと引き戻された。……お父様の扱あつかいが、案外雑ね。だけどよかったわ、お父様が馬車から転がり落ちるようなことがなくて。

「お父様ったら、相変わらずなのだから。ふふ。仕事を放ほうって領地まで来るなんて、少しばかり過保護よね」

「過保護ではありません、必要な保護です。姉様は頑がん張ばりやだから、なんでもお一人で背負おうとしてしまうので。周囲が甘やかすくらいでちょうどいいのですよ」

「まぁ」

　ナイジェルがあまりにもきっぱりと言い切るので、わたくしは目を丸くした。

「姉様はもっともっと、甘やかされていいのです」

　ナイジェルの指がこちらに伸のび、指先にわたくしの髪かみをくるりと巻きつける。向けられた笑えみからは濃のう厚こうな色気が漂ただよっており、わたくしの心臓はにわかにうるさくなってしまう。

「私もたっぷりと、姉様を甘やかしますね」

「そんなことを言われても……！　お前はすでにじゅうぶん甘やかしで過保護だと思うのよ！」

「姉様」

「な、なにかしら」

「私の甘やかしに、天てん井じようがあるとお思いで？」

　そんな、とてもいい笑顔で妙みようなことを言われても困るわ。

　お父様とナイジェル両方に全力で甘やかされたら、わたくしダメ人間になってしまうじゃないの！

　……甘やかしも悪くはないけれど、荷物を半分分けて持つような支え合う関係の方が嬉しいわね。

　たしかに一人で立つのがつらい時もある。けれど誰かに寄り掛かかり、真綿でふわりと保護されるようにすべての障害から守ってほしいわけじゃないわ。一方的な関係ではなく、互たがいに支え合える関係の方がいい。

　ほかの誰でもない。ナイジェルとだから……そんな関係になりたいのだ。

　──彼に気持ちを伝えなきゃ。だけど、どんなふうに？

　恋こいをした人と生きる人生があるなんて想定を、わたくしは一いつ切さいしていなかった。家のために生き、家のための結けつ婚こんをする。そうとばかり思って生きてきたから。だから……胸の中にあるこの気持ちを、どんなふうに伝えていいのかわからない。

　ナイジェルはすごいわね。いつだって、わたくしに愛を伝えてくれていた。どれだけの勇気を彼は振り絞しぼっていたのだろう。

「姉様？」

　わたくしが急に黙だまってしまったので、不思議に思ったのだろう。ナイジェルが顔を覗のぞき込んでくる。近くにある端たん整せいな美び貌ぼうに心臓が強く刺し激げきされ、壊こわれてしまいそうなくらいに鼓こ動どうが速くなった。

「ナ、ナイジェル。あのね」

「なんですか、姉様」

「お前に、その。伝えたいことが……あるのだけど」

「え……？」

　わたくしの言葉に、ナイジェルの目が瞠みはられる。その表情はじわりじわりと、期待に満ちたものへ変わっていった。

「なんでしょうか、姉様」

　ナイジェルの大きな手が、わたくしの手を握にぎる。綺き麗れいな青の瞳に見つめられながら、わたくしはその言葉を告げようとして──。

「や、やっぱり今は無理……！」

　顔を真っ赤にしながら、その場にへたり込んでしまった。

　む、無理よ！　気持ちを伝えることってこんなにも勇気がいることなの!?

「姉様、さすがに往おう生じよう際ぎわが悪いのでは」

「だって、だって。恥はずかしいのだもの！　もう少し覚かく悟ごが決まるまで待って！」

　へたり込んだわたくしを見つめ、ナイジェルはふっと笑う。

「……待ちますよ、いくらでも。これでも、お預けには慣れているんです」

　彼はそう囁ささやいてから、わたくしの手を引いて立ち上がらせる。そして、未来への期待に煌きらめく瞳をこちらに向けた。







　夜になり、皆みなが寝ね静しずまった頃ころ。

「──ッ！」

　耳をつんざくような轟ごう音おんが屋敷中に響ひびき、わたくしは身を跳はねさせ飛び起きた。

　なに、なんなの今の音は。まるで……爆ばく弾だんでも投げ込まれたかのような。

　気候が硝しよう石せきの生産に向いていないこともあり、我が国では火薬の安定した生産方法が確立されていない。つまりは、輸入に頼たよっているのが現状だ。

　そんな希少なものを使って襲しゆう撃げきをすれば、通常の武器よりも足がつきやすいだろう。そこまでの危険を冒おかしてガザード公爵家の屋敷を襲撃する人物は──『足がついてもいい』破れかぶれの者？

　──アルセニオ様。

　すぐにその名が脳のう裏りに浮うかぶ。破れかぶれにしてもやりすぎでしょう！　そんな悪態を内心つきながら扉とびらを開けて部屋から顔を出せば、屋敷は喧けん騒そうに包まれていた。

「ウィレミナ嬢じよう！　部屋にいろ！」

　顔を出したわたくしを目にして、マッケンジー卿きようが荒あら々あらしい口調で声をかけてきた。彼は寝ね間ま着き姿ながらも剣けんを手にして交戦中で、華か麗れいに賊ぞくたちを斬きり捨てていく。鮮せん明めいな血の色と生なま臭ぐささを孕はらんだ鉄の臭においに、背筋が冷たく凍こおった。

　たしかにわたくしがうろうろしていても足手まといよね。ここは部屋でじっとしているのが正解なのだろう。そう思い、後ろ歩きで部屋へ戻もどろうとした時──。

　背後から手が伸び、首のあたりに腕うでが巻きつけられた。そのまま、自身の部屋へと引きずり込まれる。

「──ッ！」

　マッケンジー卿に助けを求めようにも、口を塞ふさがれて声が出せない。いえ、声が出せても助けは期待できなかったかもしれない。部屋に引きずり込まれる前に目にしたマッケンジー卿は、十人以上の男たちに囲まれていた。廊ろう下かの奥から、さらに増ぞう援えんらしき男たちが駆かけてくるのも目に入る。

　部屋の扉が閉まり、乱暴に床ゆかへと投げ捨てられる。鈍にぶい体の痛みを堪こらえながら顔を上げると……そこには予想した通りの顔があった。

「……アルセニオ様」

「久しぶりだね、ウィレミナ嬢」

　部屋に視線を走らせれば、バルコニーに続く窓が開いている。爆発で皆みなが陽動されている隙すきにあちらから侵しん入にゆうしたのね。きっと梯はし子ごでも使ったのだろう。

　前回会った時からさほど時間は空いていないはずだけれど……彼はすっかりやつれてしまっている。以前は貴公子然としていたのに、今の彼からは街をうろつく野犬のような獰どう猛もうさを感じる。茶色の瞳の奥には憎にくしみの炎ほのおが渦うず巻まき、彼がすでに正気ではないことを物語っていた。

「これはなんのおつもりかしら、アルセニオ様。深夜にたくさんのお客様を連れてのご訪問なんて、とても不ぶ躾しつけね」

「驚おどろかせたのなら済まないね。君に会いたくなってしまって」

「わたくしは、ちっとも会いたくなかったわ」

「……君はいつでも、僕に冷たいな。君に会うために大枚をはたいて傭よう兵へい団まで雇やとったんだ。健けな気げな男のことを褒ほめてくれてもいいと思うけれどね」

　アルセニオ様は小さく息を吐はくとやれやれというように首を振ふる。

　──傭兵団。大枚をはたいて。

　その言葉からは、かなりの人数がこの屋や敷しきに侵入したことが察せられる。本当になんてことをしてくれるのよ、この男は！

「一体なにが目的なの」

　睨にらみつけながら言えば、アルセニオ様は口角をくっと上げる。その凶きよう悪あくな笑え顔がおを目にして、体中に鳥とり肌はだが立った。

「さんざん虚こ仮けにされた、仕返しをさせてもらおうかとね。なに、命までは取らないよ。そんなことをすれば、ガザード公こう爵しやくに地じ獄ごくまで追いかけられるだろうからね。僕は無事に逃にげおおせたいんだ。ただ──」

　アルセニオ様はそう言うと、一本のナイフを取り出す。それはランプの灯あかりに照らされ、夜よ闇やみの中で凶悪な光を放った。

「その高貴なお顔に傷くらいはつけさせてもらおうかと思ってね。誰だれも、君なんかを娶めとろうと思わないように」

　ずいぶんと陰いん険けんな仕返しだ。顔に大きな傷がある女なんて、誰も娶りたくはないだろう。いえ。ガザード公爵家の娘むすめだからと、嫌いや々いや娶る人はいるかもしれないわね。そんな夫ふう婦ふの間には、きっと愛は生まれないでしょうけれど。

　なんてことを、この陰いん湿しつな男は考えるのかしら。だけど……。

　ナイジェルはきっと……顔に大きな傷があるわたくしを見ても、心の底からの言葉で『綺麗だ』と言うのでしょうね。それが容易に想像できたから、恐きよう怖ふ心なんて欠片かけらも湧わかなかった。

「ねぇ、アルセニオ様。わたくし、そんな脅おどしじゃ怯ひるまないわよ」

　ゆっくりと立ち上がり笑いながら言ってみせれば、アルセニオ様の顔に動どう揺ようが走る。その顔を目にして、ついついざまぁみろなんて庶しよ民みんのような乱暴な言葉を思い浮かべてしまう。取り乱して、泣き出すわたくしがきっと見たかったのでしょうね。

「虚きよ勢せいを……！」

「虚勢じゃないわ。わたくしの顔に大きな傷ができようと、ほかになにを奪うばわれようと。わたくしのことを愛してくれる人に心当たりがあるの。だから貴方あなたが望むように、泣いて喚わめいてなんかあげない。ご愁しゆう傷しよう様さまね、アルセニオ様」

　とびきりの笑みを浮かべてやると、アルセニオ様の体がぶるぶると大きく震ふるえる。

「澄すました顔をしやがって！　お前のそのお高くとまったところが、僕は大だい嫌きらいなんだ！」

　雄お叫たけびを上げながら、アルセニオ様がナイフを振り上げた。けれどそれが振り下ろされないことをわたくしは確信していた。

　銀色の煌めきが扉を開けて音もなく部屋に入ってきたのを見て取ったから。いいえ、それが目に入る前から……彼が来ることを確信していたから。

「──ナイジェル」

　彼の名をわたくしが呼ぶのと同時に、アルセニオ様の体が横に吹ふき飛んだ。ナイジェルが蹴け飛とばしたのね。アルセニオ様は寝しん台だいの角に頭をぶつけ、小さく呻うめいてから意識を失ってしまう。

「……この男、殺してやる」

　ナイジェルが呪じゆ詛その言葉を吐きながら、アルセニオ様に足を振り下ろそうとする。振り下ろされてしまっては、きっと彼の頭ず蓋がいは砕くだけてしまうわ。

「ナイジェル、待ちなさい。彼は生かしておかないと。裁きの場でちゃんと罪を償つぐなわせるのよ」

　わたくしが声をかけると、ナイジェルの動きがぴたりと止まる。そして彼は渋しぶ々しぶという様子で、ベッドシーツを使ってアルセニオ様をしっかりと縛しばり上げた。

「間に合って……よかったです」

　ナイジェルはわたくしの方へと来ると、抱だきしめようと手を広げたけれど……。返り血塗まみれの自身に気づき、その動きを途と中ちゆうで止めた。

「ナイジェル、助けてくれてありがとう」

　返り血を気にすることなく、わたくしから彼に身を委ゆだねる。するとナイジェルはびくりと身を震わせた。

「ね、姉様。汚よごれてしまいます……！」

「平気よ。ねぇ、貴方こそ怪け我がはしていない？」

「ええ、私は平気です」
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　そうは言っているけれど、騎き士し服の肩かたのあたりが裂さけて血が流れている。とっさに傷を手のひらで押さえれば、ナイジェルは少し困った顔になった。

「汚れてしまいます、姉様」

「わ、わたくしが汚れるとかはどうでもいいの！　それよりも早く傷の手当を──」

　そこまで言って、わたくしはハッとなった。マッケンジー卿が男たちに囲まれていたことを思い出したのだ。

「そういえば、マッケンジー卿は……！」

　慌あわてふためくわたくしを見て、ナイジェルはふっと笑みをこぼした。

「マッケンジー卿は二十人ばかりを相手にしておりましたが、あの男のことなので無傷だと思いますよ」

「にじゅう、にん。無傷？」

　その信じがたい言葉に、わたくしの口はぽかんと開いてしまう。どのようにして、そんな急場を無傷で切り抜ぬけたの？

　ナイジェルが夜の見回りをしていた時に、傭兵たちの襲しゆう撃げきは起きたらしい。あの爆ばく音おんを聞いて駆けつけてきたマッケンジー卿配下の騎士やガザード公爵家の兵士たちに指示を出したナイジェルは、わたくしのいる二階へと向かい傭兵たちに囲まれているマッケンジー卿と遭そう遇ぐうしたそうなのだけれど……。その場を彼に任せて大だい丈じよう夫ぶだと判断し、急いでわたくしの部屋に向かったのだそうだ。

「あれは化け物なので死にません。もっと多くの人数を制圧するところを見たこともあります。もう、剣けん戟げきの音も聞こえないでしょう？」

　そう言われて、わたくしは廊下が静かなことに気づいた。あの人数を……本当に？

　マッケンジー卿きようの強さをはじめて肌はだで感じ、たしかに『化け物』だと納なつ得とくした。味方であることが本当に心強いわね。

　扉とびらがノックされ、ナイジェルがそちらへと向かう。少し開いた扉からは、見慣れたマッケンジー卿の部下の顔が見えた。彼は二言三言ナイジェルと会話を交かわし、こちらに一礼してから去っていく。

「使用人たちへの被ひ害がいは、ほとんど出ていないそうですよ。警備を増やしていて、よかったですね。それと屋敷全体の状じよう況きよう確かく認にんをしてから、マッケンジー卿がこちらに顔を出すそうです」

　アルセニオ様が逃げたと聞いてから、屋敷にはふだんよりも多い兵士が配備されていた。その警けい戒かいが功を奏したのだ。

「そう、そうなのね。皆みなが無事ならよかったわ」

「ところで、姉様」

「なにかしら、ナイジェル」

「愛してくれる人の心当たり、というのは？　どなたのことでしょうか」

　ナイジェルは楽しそうに言うと、悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる。答えを確信しているけれど、わたくしから言わせたい。そんな顔だ。

「……答えなんて、わかっているでしょう」

『伝えたいことがある』ともう告げているのだ。察していないとは言わせないわ。

「僕は覚えが悪いので……わかりません。教えてください、姉様」

　子どもの頃ころのような口調で言いながら、ナイジェルは愛らしくこてりと首を傾かしげる。あくまでとぼけるのね、この子ったら！

「意地悪をするのなら、一生言ってあげないわ。残念だったわね」

　にこりと笑えば、ナイジェルはにわかに慌てた顔になった。

「ね、姉様！　冗じよう談だんですから！　冗談です！」

「あら、そうなの」

　そう言いつつ廊ろう下かに向かおうとすれば、腕うでを少し強めに掴つかんで引き止められた。

「しばらくは、姉様が見ていい状態ではないかと思いますので。明日あしたの昼まではお部屋にいてください」

「……そう」

　部屋の外にはたくさんの死体が転がっているのでしょうね。それを騎士たちや使用人が運んでいるのだろう気配がする。

　──お母様との思い出がある、カントリーハウス。それを血で汚されてしまったのだと感じた瞬しゆん間かん。湧き上がる激しい怒いかりを感じ、わたくしはアルセニオ様に視線をやった。彼は相変わらず、呑のん気きな顔で気絶をしている。

「……少しだけ、ひっぱたいてもいいかしら」

「いくらでも、ひっぱたいていいと思いますが」

　つぶやけば、ナイジェルが楽しそうに同意をする。

「こんなはしたないことをしたなんて、お父様には内ない緒しよね」

　大おお股またにアルセニオ様の方へと行き、パンと強めにその頬ほおを張る。すると音や衝しよう撃げきで目を覚ましたのか、彼の目がぱちりと開いた。人様を叩たたいたことなんてなかったけれど、手が結構痛むものなのね。

「う、なにを……」

「なにをはこちらの台詞せりふよ！　お母様との思い出の屋や敷しきをこんなにして！」

　もう一発強めに頬を張れば、アルセニオ様はまた目を白黒させる。

　お母様のお部屋は無事かしら。それを早く確かめたくて仕方ない。

「はっ。お母様との思い出、か。それが台無しになって可か哀わい想そうだな」

　アルセニオ様は叩かれた頬を赤くしながら憎にくまれ口を叩く。わたくしはそんな彼を、でき得る限りの冷たい目で見つめた。

「貴方あなたの研究の成果だけれど。ガザード公こう爵しやく家がすべて接収するんですって。貴方こそお可哀想ね？　人生をかけた研究の成果が、わたくしのものになるのだから」

　アルセニオ様はわたくしの言葉を聞いてしばらくぽかんとする。そして数瞬ののちに、その顔を真っ赤にした。

「殺す、殺す！　殺してやる！　あれは僕のものだ！」

「ああもう、うるさい人ね」

　耳を塞ふさぎながらため息をつきつつ振ふり返れば、いつの間にやってきたのかマッケンジー卿が部屋にいた。そのナイジェル以上に血に塗れた姿に驚おどろき、一瞬固まってしまう。

「ああ、ウィレミナ嬢じよう。驚かせてしまいましたね。そこの汚お物ぶつの叫さけび声はうるさいですな」

「お、汚物!?」

　マッケンジー卿の言葉に、アルセニオ様が屈くつ辱じよくだというように反応する。

「汚物だろう、貴様は。さて、汚物は回収しなければなりませんね。このまま下水に流してしまいたいところですが……。責任を持って、俺が王都へ連れて帰りましょう。喜べ汚物、俺と十日間……いや、急ぎだからもっと短いな。とにかく楽しい旅のはじまりだ」

　マッケンジー卿がにやりと笑う。その悪あつ鬼きのような笑えみを目にしてアルセニオ様は震ふるえ上がり、情けないことにふたたび気を失ってしまった。

「ナイジェル、俺と部下はこれを届けるために明日王都に発たつが……」

「帰路の姉様の護衛は任せてください。私だけでは心こころ許もとないので、公爵家の私兵から人を借りたいと思っています」

　ナイジェルの返答を聞き、マッケンジー卿は口角を上げた。

「自身の力を過信しないのは成長だな。お前だけで護衛するなんて言い出してたら、殴なぐり飛ばしてやるところだった」

　マッケンジー卿はそう言うと、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。その握り拳を目にして、ナイジェルは苦笑いをした。ナイジェルが一人で護衛をすると言っていたら……たぶん本気で殴られていたのでしょうね。

　傭よう兵へいの中で息があった者も、アルセニオ様と一いつ緒しよに護送をするそうだ。……と言っても、マッケンジー卿曰いわく傭兵側に息のある者は少ないそうだけれど。

「ねぇ、マッケンジー卿」

「なんですか、ウィレミナ嬢」

「お母様のお部屋は……無事かしら」

　訊たずねてじっと見つめれば、マッケンジー卿がにかっと笑う。

「部下の報告によりますと……。あの部屋になにかあればガザード公爵が激げき怒どすると、使用人たちが必死に死守していたそうです。グレン殿どのも剣を取って戦ったようで、いやはやこの屋敷の者たちは勇ましい」

　その返事を聞いて、わたくしはほっと胸を撫なで下ろす。お母様の思い出は二度と得られないものだ。それが無事だったことにほっとするのと同時に、使用人たちが部屋を守るために戦ってくれたことに驚いた。落ち着いたら、皆にお礼を言いたいわね。

「その、マッケンジー卿。いろいろとお手を煩わずらわせてしまい、申し訳ありません」

「いえいえ、それが騎き士しの仕事ですので。それに皆がきちんと警備をしてくれていたおかげで、事態をいち早く収しゆう拾しゆうできたのですし……。俺の力ちから添ぞえなんて、微び々びたるものですよ。それでは、失礼しますね」

　マッケンジー卿はそう言うと、アルセニオ様を肩かたに担かつぐ。そしてなにも抱かかえていないような軽かろやかな動きで部屋を出て行った。マッケンジー卿、一人で二十人を相手にするのはちっとも微々たるものじゃないと思うわ。彼がたくさんの傭兵を引きつけていたから、多くの人間が無事だったのだろう。

「ところで、姉様。愛してくれる人の心当たり──」

「意地悪をする子には一生言わないと言ったでしょう？」

　マッケンジー卿が出て行った瞬間。ナイジェルがまた訊ねてきたので、微笑ほほえみながらそう返す。

「姉様こそ、そんな意地悪ばかりすると……」

「すると？」

　首を傾げていると、剣けん呑のんな表情で見つめられる。怒おこったのかしらと内心ドキドキしながら次の言葉を待っていると……。

　ナイジェルの美び貌ぼうが近づき、鼻先にそっと口づけされた。

「なっ！」

「教えてくださるまで、毎日どこかに口づけをしますから」

　ナイジェルは妖よう艶えんに微笑んだあとに、さらに頬へと口づけをする。こ、この子は！　愛されていることを自覚しきっている、愛犬のような図ずう々ずうしさだわ！

　義弟の楽しそうな笑顔を見つめながら、わたくしはそんなことをしみじみと思う。

「……このお馬ば鹿か犬」

　ぽつりとつぶやきを漏もらせば、ナイジェルはきょとんとしながら首を傾げた。







　襲しゆう撃げきの翌日、昼になってから部屋の外に出ると、廊下は綺き麗れいに片づけられていた。と言っても当然焦こげ臭くささは残っているし、壁かべや窓ガラスが破れたりもしている。血なまぐさい出来事の痕こん跡せきが早くなくなればいいのにと思いながら階下に下りると、玄げん関かん扉とびらとその周辺の壁が焦げ痕あとを残して見事に吹ふき飛んでいた。アルセニオ様は玄関に火薬玉をぶつけたらしい。本当になんてことをするのかしら。大火事にならなくて、本当によかったわ。

「お嬢様、おはようございます」

　少し疲つかれた表情のグレンが玄関ホールに現れる。昨夜ゆうべはずっと片づけをしてくれていたのだろう。右手には包帯が巻かれており、それを目にすると自然に眉まゆ尻じりが下がった。

「グレン、怪け我がをしたのね」

「いやいや、これはかすり傷です」

　グレンはそう言って笑うと手を握ったり開いたりする。そして、痛そうに顔を顰しかめた。

「無理はしなくていいの。その……お片づけも、ありがとう。お手伝いができなくてごめんなさい」

　夜を徹てつして屋敷で働く気配があったため、手伝おうと部屋を出ようともしたのだ。けれど部屋の外にはナイジェルがおり、回れ右をさせられてしまった。わたくしの行動が読まれていたらしい。

　屋敷の者には犠ぎ牲せい者しやが出なかったけれど、傭兵の側にはたくさんの死者が出た。その残ざん酷こくな遺体を、ナイジェルはわたくしに見せたくなかったのだろう。

「マッケンジー卿きようはそろそろ発たれるのかしら」

「はい、もう外におられます」

　グレンに先導され外に出ると、マッケンジー卿が緊きん縛ばくされているアルセニオ様と生き残りの男たちを窓に格こう子しが嵌はまった馬車へと放ほうり込んでいるところだった。馬車の扉とびらはいかにも堅けん牢ろうなもので扉が閉められたあとには外そと鍵かぎがしっかりとかけられた。騎士たちも馬車の周囲で帰りの支し度たくをしている。その腕うでや頭には真新しい包帯が巻かれていた。

「マッケンジー卿」

「ああ。おはようございます、ウィレミナ嬢」

「その……すごい馬車ですね」

「ああ、犯罪者の運うん搬ぱん用のものです。グレン殿からお借りしました」

　マッケンジー卿はそう言うと、ぱんと馬車の扉を叩たたいた。

　アルセニオ様たちの護送はかなりの強行軍で行われるそうだ。馬を頻ひん繁ぱんに交こう換かんしつつ休きゆう憩けいはほとんど取らずに運ばれるらしく……わたくしが十日使った道程を四日で戻もどるらしい。とてもつらい旅となるでしょうね。だけどご愁しゆう傷しよう様さまという気持ちはちっとも湧わかない。王都まで体の痛みや吐はき気とお友達になっていればいいのよ。

　王都の裁判所でアルセニオ様は裁かれることになる。今回の襲撃の罪も加算されるので、もしかすると命もないかもしれないわね。

　……命まで奪うばわれるのは、少し後味が悪いと思ってしまうわたくしは甘いのだろうか。母の思い出が眠ねむる屋や敷しき、仕える人々、そして今回の件に巻き込まれただけのマッケンジー卿配下の騎士たちが傷ついたというのに。ナイジェルはかすり傷で、マッケンジー卿に関しては本当に無傷だったわ。彼らは一体どうなっているのかしら。

　なににしても、どういう裁定が下ってもわたくしにはどうすることもできないのだ。

「マッケンジー卿、皆みな様さま。このたびのことではご迷めい惑わくをおかけしました。そして、ありがとうございます」

　マッケンジー卿と騎士たちにお礼を言うと、皆口々に大だい丈じよう夫ぶだと言ってくれる。それに甘えていいのかと迷いながら眉尻を下げていると、子どもにするように頭をくしゃくしゃと撫でられた。

「マ、マッケンジー卿！」

「子どもは大人に甘えていればいいのです」

　マッケンジー卿はそう言って、口角をぐいと上げた。わたくしをレディ扱あつかいしていないわけではなく、気き遣づかわせないようにこういう態度を取ってくださっていることくらいわかる。

　さすが、わたくしの初はつ恋こいの人。やっぱりマッケンジー卿は素す敵てきだ。

　そんなことを思いながら口元を緩ゆるませていると……ナイジェルにじとりとした視線を向けられていることに気づいた。こ、この子ったらいつの間にやってきたのかしら！　気配にまったく気づかなかったわ。そして、浮うわ気きを責めるようなその目はやめてほしいわ！　ほんの少しだけ、昔の憧あこがれを思い出していただけじゃないの。

「その……のちのちお贈おくりするお礼の品は、皆様遠えん慮りよなく受け取ってくださいませね」

　ナイジェルの視線を後頭部に感じつつも、マッケンジー卿と騎士の皆様に言う。

「わかりました。ではワインなどが嬉うれしいですね」

　そんなマッケンジー卿の言葉が口火となり、皆が口々にほしいものを述べはじめた。その内容は慎つつましいものばかり……というか食べ物が多い。気を使ってくださっているのか、単に食いしん坊ぼうなのか。まぁいいわ、たくさんの量をお贈りしましょう。

　マッケンジー卿と騎士の皆様を見送り、わたくしは小さく息を吐いた。

　今度こそ……この騒そう動どうは終わったのだ。

「……終わったわね」

「はい、終わりました」

　わたくしがつぶやくと、ナイジェルが隣となりに立ち言葉を重ねる。

「休きゆう暇かも残り少ないし、少しだけお休みらしいこともしたいわね」

　休みたいなんて甘えかもしれない、と思うけれど。この騒動から解放され、少しだけ羽を伸のばしたい気持ちだった。

「では、お祭りに行きませんか？」

「お祭りって……フィオレ村の？」

「ええ、そして私と踊おどってください。……お嫌いやですか？」

　──平民の行事に参加することが。

　──私と恋人同士の踊りに参加することが。

　ナイジェルの問いには、いろいろな意味が含ふくまれていることが感じ取れる。わたくしは思考を巡めぐらせた。

　平民の行事に公こう爵しやく令れい嬢じようが参加することは、外聞的によいことではない。

　領地に来る前のわたくしであれば、簡単に不参加を決めたかもしれない。けれど……。

　領民とともにありたいと思って、なにが悪いの。今はためらいなくそんなふうに思えるから、とても不思議だ。民たみたちの顔を直接目にしたからだろうか。

　ナイジェルと一いつ緒しよということに関しては、その。

「……嫌じゃ、ないわ」

　返事をすれば、手を取られて優やさしい力で握にぎられる。わたくしはしばらくためらったあとに、その手をそっと握り返した。







　そして、数日後。わたくしはナイジェルとフィオレ村へと向かった。マッケンジー卿は王都にお戻りになったので、本日の護衛はナイジェルとガザード公爵家の兵士たちだ。ナイジェルの活かつ躍やくを目にした兵士たちはすっかりナイジェルに心しん酔すいしているようで、誰だれが同行するかでしばし争っていた。そして結局は、コイントスで人数を四人に絞しぼることになったのだ。

　今日のわたくしは、白の生き地じに小花があしらわれたワンピースを身に着けている。白と花が入ったものがこの祭りの女性側の正装らしく、婚こん礼れい衣い装しようとブーケをイメージしたものだと知った時には顔から火が出るかと思った。男性側はというと白が入っている衣装ならなんでもよいらしく、ナイジェルはいつもの騎き士し服を身に着けている。いつもの服装だけれど……贔ひい屓き目めではなくきっと男性陣じんの中で一番目立つわね。わたくしの義ぎ弟ていはとても素敵な男性だから。

　フィオレ村に行くと、たくさんの村人がわたくしたちを出で迎むかえてくれた。今回の顛てん末まつは村長に手紙で先に伝えており、まずは迷惑をかけた謝罪をするつもりだった。

　けれど村人たちの口から飛び出したのは、わたくしを責める言葉ではなく感謝の言葉ばかりだったのだ。わけもわからずに首を傾かしげていると……。

「お嬢様」

　村長が人々をかき分け、こちらへとやってきた。

「村長、あの。お手紙は届いているのよね？」

「ええ、ええ。届きましたし、読みましたよ。皆にも事情は伝えております」

　村長はそう言うと、目め尻じりを下げて柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる。

「じゃあ、どうして……」

　今回の事件は、元はといえばわたくしの存在が起因なのだ。特に大きく被ひ害がいが広がってしまったフィオレ村の人々には、責められる理由はあっても感謝される理由はないと思うの。

「別の原因で同じようなことが起きたとして、同じような対処をしてくださるお貴族様はきっと少ないでしょう？　お嬢様は将来いい領主様になるぞって、皆みな期待してるってことですよ。いえ、今のガザード公爵閣下もとっても素敵な人ですけれどね！」

　コロコロと明るく笑いながらそう言ったのはクレアだ。彼女の言葉に同意を示すように皆が微笑ほほえみながら一様に頷うなずいた。

　……そんなことを、思ってもらってもいいのかしら。

　胸が熱くなって嬉しいのに泣きたい気持ちになりふにゃりと情けない笑みを浮かべるわたくしに、ナイジェルが微笑みかける。その笑顔は「ほら、ガザード公爵と同じじゃなくていいでしょう」と言っているようだった。

「あっ、ウィレミナ様だ！」

　聞き覚えのある声がしてそちらを見ると、院長に連れられた数人の子どもたちがこちらに向かってきていた。声をかけてきたのは、わたくしに懐なついてくれたリオルだ。

「こんにちは。院長、皆様」

　淑しゆく女じよの礼をしてみせると、皆が緊きん張ちようしたように息を呑のむ。「お姫ひめ様だ」なんて声も聞こえたけれど、お姫様ではまったくないのよ。

「みんなも踊りに来たのかしら？」

　村長に訊きいたところ。この祭りには若い男女の親しん睦ぼくを深める目的があり、それ故ゆえに『踊りは恋人たちで』という印象がついたらしい。だけど、恋人たち以外の者も踊りに参加できるそうだ。

　わたくしの言葉に、子どもたちは瞳ひとみを輝かがやかせて各おの々おの頷いた。

「そうなの、踊るの！」

「ねぇ、ナイジェル様！　踊りましょう！」

　ナイジェルに、わっと養護院の女の子たちが向かう。それをきっかけに村の年とし頃ごろの女性たちもナイジェルへと向かった。すごいわね、まるで花に群がる蝶ちようのようだわ。

「ウィレミナ様、僕と踊ろうよ」

　わたくしのところには、緊張した表情でリオルがやってくる。どうしたものかしらと悩なやんでいると……。

「申し訳ないのですが、私はウィレミナとしか踊るつもりがないのです」

　ナイジェルが蝶の群れをかき分けこちらに来ると、わたくしの手を引いた。

　待って、待って。今……わたくしのことをウィレミナと呼んだの？

「ナ、ナイジェル。今」

「嫌でしたか？　嫌なら、姉様と呼びますが」

「嫌ではないけれど……」

「では今夜だけでも、ウィレミナと呼ばせてください」

　周囲の人々が皆見み惚とれる笑みを浮かべ、ナイジェルがそう告げる。想おもい人に名前で呼ばれることを……拒きよ絶ぜつなんてできるはずがない。

「さ、踊りましょう」

　わたくしの腰こしに手を回し、ナイジェルが甘く耳元で囁ささやく。声こわ音ねの甘さに中あてられふにゃりと体から力が抜ぬけそうになったけれど、崩くずれ落ちそうな体はナイジェルの手によってしっかりと支えられた。

「……ナイジェル」

　名前を呼べば、期待に満ちた瞳で見つめられる。その目をされると弱いのよ。

　本当にこの子は。わたくしに『否いな』と言わせない手段を……自然と身につけているのだ。

　──これを世間では、惚ほれた弱味と呼ぶのかしら。

「踊って、ナイジェル」

　小さな声で囁いた言葉はやけに大きく響ひびいた気がした。ナイジェルは大輪の花のような笑みを浮かべると、村の中心にある広場に焚たかれた大きな篝かがり火びのもとへとわたくしを連れていく。そんなわたくしたちに続いて、村人たちも篝火へと足を進めた。

　楽団が音楽を奏かなではじめたけれど、舞ぶ踏とう会で流れるものと比べるとその音楽はどこか調子外れだ。だけどまったく、不快ではない。

　楽しそうに笑いながら足を踏ふみ鳴らしつつ踊る村人に交じって、わたくしとナイジェルはワルツを踊る。周囲の雰ふん囲い気きとまったくそぐわないけれど、わたくしもナイジェルも舞踏会のための踊りしか知らないのだ。

　わたくしの腰をしっかりと抱だくナイジェルの腕うでは逞たくましく、ぴたりと触ふれ合う体からは淡あわい熱を感じる。見上げれば、絶世の美び貌ぼうが愛いとおしげにこちらを見つめていた。見慣れているはずのそれを直視するのが恥はずかしくて、わたくしは視線を伏ふせてしまう。すると、腰を抱く腕の力が少しだけ強くなった気がした。

　今なら、ナイジェルに気持ちを告げられるかしら。

　そんなことを考える。だって今夜は『男女の親睦』を深めるための祭りなのだから。その雰囲気に背中を押されてしまっても……いいわよね？

「ねぇ、ナイジェル」

「なんですか、ウィレミナ」

「……伝えたいことがあると言ったでしょう」

　緊張で震ふるえる声を喉のどから押し出せば、ナイジェルがはっと息を呑む音が聞こえた。ナイジェルに視線を向けると、その青の瞳には篝火の炎ほのおが反射している。

　ナイジェルに対して芽生えた恋こい心ごころ。それは領地で一緒に過ごす間に……さらに大きなものへと変わっていった。

　無事でいてほしい。支えてくれる努力をしてくれる姿が愛おしい。わたくしも彼を支えたい。側そばにいてほしい。

　──ずっと一いつ緒しよにいたいと思うのは、貴方あなただけ。

「わたくしは──」

　たった一言、それがとても重い。けれどそれは、ナイジェルがいつもわたくしに告げてくれている言葉なのだ。わたくしの次の言葉を、ナイジェルは辛しん抱ぼう強づよく待っている。わたくしは深呼吸をすると、とうとう胸に秘ひめていた言葉を口にした。

「わたくしね。お前と一緒に未来を歩みたいと……そう思っているの」

　愛の告白というには、我ながら中ちゆう途と半はん端ぱな言葉だ。だけどそれが、一番伝えたいことだった。ナイジェルはわたくしの言葉を聞くと、嬉うれしそうに破顔する。

「それは私を愛している、ということでいいのですか？」

「そうよ、愛しているわ。きゃあっ！」

『愛している』と言い終わった瞬しゆん間かん。ナイジェルが両りよう脇わきに手を差し込むようにしてわたくしを抱き上げ、くるくると回りはじめた。そんなわたくしたちに、周囲はからかい混じりの声をかける。これは……少し変わった踊りだと思われているわね。

「ナイジェル、突とつ然ぜんなにをするの！」

「だって、こんなに嬉しいことはないですよ！　帰ったらすぐに、お父様に報告をしましょう」

「そ、そうね」

　お父様に報告をして、それから婚こん約やく者候補の方々にお断りを入れないとならない。

　気持ちを真しん摯しに告げてくださった、テランス様のことが脳のう裏りを過よぎる。きちんと誠意を持って彼とお話をしよう。それがテランス様に対して、わたくしができる唯ゆい一いつのことだ。そんなことを考えていると、わたくしを回すナイジェルの動きが止まった。

「上の空ですね？」

「そ、そんなことはないわよ？」

「嘘うそです。ウィレミナの嘘はすぐにわかります」

　ナイジェルはそう言うと、少し唇くちびるを尖とがらせる。そしてわたくしを地面に下ろすと……。わたくしの手を引いて歩き出した。

「え、ナイジェル。どこに──」

「ウィレミナと二人きりになれるところに」

「ええっ」

　わたくしたちは祭りの中心からどんどん遠ざかっていく。人々の姿が小さくなり、喧けん騒そうが耳に届かないほど遠くに離はなれた時。ナイジェルはようやくその足を止めた。周囲を見回せば、そこは通い慣れた麦畑の側だ。カビの発生した麦は今は刈かり取られており、無事だったわずかな麦が篝火の灯あかりに照らされている。その色は秋の実りの黄金の色に見えて、明るい未来を予感させた。来年は……きっと元通りの麦畑になるわ。

「これで、二人きりになれました」

　美しい笑えみが向けられ、逞しい腕に優やさしく抱だきしめられる。

「ナイジェル、その」

「少しだけ、こうさせてください」

　ナイジェルは甘やかな声音で言うと、わたくしを抱きしめる腕の力を強くした。高鳴る自身の心臓の音を感じながらナイジェルの胸にもたれかかれば、楽しそうに笑い声を立てられる。

「やっと、貴女あなたを捕つかまえた」

　囁かれた言葉には、ナイジェルの……出会ってからのすべての想いが込められているような気がした。

「ウィレミナ、口づけをしても？」

　甘やかな声音で問われ、体がびくりと跳はねる。今までのように額や頬ほおにじゃなくて、唇にということよね？

「あ、あの。ナイジェル、まだ早いと思うのよ？」

「……ダメですか？」

　恐おそる恐る見上げれば、可愛かわいらしく首を傾かしげられる。その愛らしいおねだりを目にして、わたくしは言葉に詰つまってしまった。ナイジェルのその仕草に、わたくしが逆らえた例ためしはないのだ。

「いいわ──んんっ！」

　了りよう承しようの言葉を口にした瞬間。ナイジェルの美貌が近づき、性急に唇を重ねられた。長く合わせられた唇は一度離れたあとに、二度三度とまた合わせられる。

　終わる気配のない口づけに焦あせりながら義ぎ弟ていの胸を叩たたけば、彼は唇を離したあとに不思議そうな顔をした。

「ナイジェル、何度もしすぎなの！」

「申し訳ありません。その、嬉しすぎて」

　ふにゃりと笑うナイジェルの顔は、『氷の騎き士し』なんてあだ名はどこへやらという蕩とろけたものだ。皆みなが見たら、きっとびっくりするわね。彼がわたくしだけに向ける……特別な顔。その笑顔につられて、わたくしも頬を緩ゆるめてしまう。

「愛しています、ウィレミナ」

　愛の言葉が囁かれ、またナイジェルの顔が近づいてくる。わたくしは目を閉じ、その口づけを受け入れた。

　最も家のためになる婚こん姻いんをして、家のためにこの一生を捧ささげるのだと。そう思いながら生きてきた。

　けれどわたくしが選んだのは恋をした人……ナイジェルだった。

　ナイジェルの本当の身分が後の波乱を生むかもしれない。理性でそれがわかっていても、彼しかいないと思ったのだから仕方がないわね。

　いつかナイジェルの真実が世間に明かされ、それが重荷になるようなことがあれば。わたくしが一緒に、それを背負えばいい。

　気持ちが通じた先にあるのは、まだ不確かな未来だ。

　その未来が幸福なものであることを願いながら、わたくしはナイジェルの胸に頬を擦すり寄せた。

　……長期休きゆう暇かが明けた時。またひと波乱が起きることを、今のわたくしは知らない。
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「ちょっとリューク、ちゃんと私の話を聞いているの？」

「エルネスタ殿でん下か、聞いておりますよ」

　いつものごとく透とう明めい感かんのある美しい声で罵ば倒とう……いや注意をされ、俺は内心ため息をついた。……内心ではなくため息は漏もれ出てしまっていたのかもしれない。エルネスタ王女殿下が、すごい目でこちらを睨にらんでらっしゃるからな。

　今は貴族の学園の、夏の長期休暇の最中だ。授業がないものだから、胃が痛いことにエルネスタ殿下と一緒にいる時間が増えてしまっている。

　俺はリューク・ベーヴェルシュタム。

　茶色の髪かみと緑の目、『悪くはないけど、なんだか印象に残らないのよね』と令れい嬢じようたちに言われる地味な顔立ちの……要するにいまいちぱっとしない今年二十歳はたちになる男である。

　生まれは侯こう爵しやく家の四男と比ひ較かく的てき恵めぐまれたものだったが、四男に分ける爵位や土地などなく。生まれた時から、将来は自身で身を立てることが決定づけられていた。

　なので幼少期から涙なみだぐましいくらいの鍛たん錬れんを積み、その甲か斐いあって近この衛え騎士への立身出世が叶かない……見合いでもして可愛い嫁よめをもらえば人生上がりだななどと考えていたのだが。

　──二年前。エルネスタ王女殿下の護衛に任命されたのが運の尽つきだった。

　最初は俺だって喜んでいたのだ。エルネスタ殿下といえば容よう姿し端たん麗れい、頭脳明めい晰せき。嫋たおやかで心優しいという噂うわさの姫ひめ君ぎみだ。

　そんな姫に仕えることができるなんて光栄の極きわみだと、心からそう思っていた。

　しかし、実際にお会いしたエルネスタ殿下は……。

『貴方あなたがリューク？　群衆に紛まぎれたら一いつ瞬しゆんで見失いそうな顔をしているのね』

　初対面でそんなことを言い放ったのだ。開いた口が塞ふさがらずにいると、『私の護衛なのだから、もっとしゃんとしなさいな』と言って殿下は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　俺が脳裏に描えがいていた『理想の姫様』なんてものは、はなから存在しなかったのだ。

　実際の殿下は薔薇ばらのように美しく、嵐あらしのように圧あつ倒とう的な力と存在感で人を翻ほん弄ろうする、とんでもない悪あく魔まだった。その悪魔は、要所ではでかい猫ねこを被かぶっているから性質が悪い。殿下は世間からは俺が想像していた通りのイメージのままに見られており、王女殿下の『正体』のことを話しても同どう僚りようには鼻で笑われるばかりだ。しかも『正体』を話したことを殿下に嗅かぎつけられ、あとからたっぷりと叱しかられる。どこから嗅ぎつけているんだろうな、この人は。

　殿下のお世話で日々が怒ど涛とうのように過ぎていき、嫁探しも捗はかどらないし──。

「──いっ！」

　足に鋭するどい痛みが走り、俺は声を上げた。足元を見れば、ブーツのつま先に殿下の靴くつの尖った踵かかとが突つき刺ささっている。

「で、殿下！　足を踏ふむのはやめてくださいとあれだけ言っているでしょう！」

「なによ、話を聞かないリュークが悪いのではなくて？」

　殿下は腕うで組ぐみをしながらそう言い放つ。ここは王宮にある殿下の私室で人目がないものだから、いつもよりさらに遠えん慮りよがないな。指先がちぎれそうに痛いぞ！

「ちゃんと聞いておりますよ。明日あしたはお弁当を持ってピクニックに行きたいと、そんな話でしたよね」

　俺は殿下の話していたことを思い返して述べながら、鋭い踵の下から足を引き抜ぬいた。

「あら、ちゃんと聞いていたのね」

　殿下はそう言うと、赤の瞳ひとみをぱちくりとさせる。そういう表情は本当にお可愛らしいのだがな……。

「聞いていると、最初から言っているでしょう。ピクニックには誰だれかご令嬢でもお誘さそいになるのですか？　護衛は何人用意しましょう」

「誰も連れていかないし、ほかの護衛もいらないわ。お前と二人きりでいいの」

「……護衛と二人きりでピクニックですか」

「なによ、悪いの？　せっかくの長期休暇なのだし、少し毛色が違ちがうところにも行きたいじゃない」

　……悪くはないが、意図がちっともわからない。護衛と二人なんて、一人きりのようなものじゃないか。

　しかしこの姫君の考えることはいつでも突とつ拍ぴよう子しもない。そしてそれをいちいち気にしていても仕方がないのだ。

　この変わり者の殿下とお友達になってくれた、ガザード公爵家のウィレミナ様は現在遠い領地にいる。長期休みらしい過ごし方をしていらっしゃる彼女に、触しよく発はつされたのかもしれないな。

「いいえ、ちっとも悪くありません」

　また足を踏まれてしまう前に、俺は殿下に同意を示した。恭きよう順じゆんが我が足を救うのだ。

「お弁当はお前が作りなさい」

「は、俺がですか!?」

　これまた突拍子もない言葉に、俺は目を剥むく。

「寮りようでは自じ炊すいをしていると前に言っていたでしょう。お前の作るものの味が気になるわ」

　たしかに、そんな話をした気がするな。王宮のものにも学園のものにも寮には食堂があるのだが、任務などで食事の時間に間に合わず食いっぱぐれてしまった時には自分で作るようにしている。その方が節約になる……というみみっちい動機からはじめたのだが、いつの間にか自炊が趣しゆ味みのようになってしまった。貴族の子の趣味としてはどうかと思うが、四男なのでまぁいいだろう。

「はぁ、殿下は物好きですね」

「我ながらそう思うわ。どうしてこんな、鈍にぶくてぼんやりした男に……」

「……？　俺のことがご不満なら、配はい置ち換がえをしてくださればいいでしょうに。いっだ！」

　殿下がなにやら不満を零こぼしていたのでそう言えば、なぜか先ほどよりも強く足を踏まれてしまった。まったく解げせない。

　そして、翌日。俺は殿下と二人で王都の公園にいた。公園といっても緑の芝しば生ふが広がる野原のような景観の場所で、ピクニックに訪おとずれる男女も多い。言わばデートスポットなのだ。そこにどうして殿下と来ているんだろうな、俺は。

　警備兵もおり治安的な問題が薄うすいここならば、殿下と二人でピクニックもできる。

　殿下をちらりと見れば、彼女はいつになく上じよう機き嫌げんだ。こうして機嫌よさそうにしていると、無害な美少女にしか見えないな。中身を知っていても、うっかり見み惚とれてしまいそうになる。殿下の存在は公園でも目立っており、主に男性からの視線が投げられている。殿下だと気づく者、気づかない者。それぞれが胸に一物を抱かかえた顔で彼女を見ている。殿下の隣となりに立ってそれらの者たちに鋭い視線を投げれば、彼らはびくりと身を震ふるわせて別の方向に視線をやった。俺自身は冴さえない若造という風ふう貌ぼうでも、騎き士し服には威い圧あつ感かんがある。たとえ喧けん嘩かを売られたとしても、侯爵家という出自がある程度の難は避よけてくれる。それでも食くらいついてくるような輩やからに関しては、『殿下に不ふ埒らちを働こうとした罪』でとっとと取り押さえるだけだ。

　……俺はなんて、真面目まじめな騎士なんだろう。日々胃に穴が開く思いをしているのだし、もっと俸ほう給きゆうをもらいたいところだ。

「殿下、あちらの木こ陰かげで食事を摂とりましょうか」

　そう言いつつ手を差し出せば、殿下は長いまつ毛に囲まれた目を丸くする。

「お前にもエスコートという概がい念ねんがあったのね」

「ございますよ、これでも貴族ですし」

「そうだったわね。いつも気が利きかないから忘れていたわ」

「……護衛が主人をエスコートする機会なんて、ふつうはそうそうないですよ。ガザード公爵家のご姉弟きようだいじゃないんですから」

　護衛が主人の手を引いて歩くようなことは、通常ならばあり得ない。お手に触ふれるのは、馬車に乗るお手伝いをする時くらいだな。ガザード公爵家のご姉弟は……身内だから例外というやつだろう。あの姉弟は不思議なくらいに仲がいい。というよりも、弟の方が姉にべったりなのかな。

　とにかく。今日は護衛が俺しかいないので、周囲に過か剰じようなくらいに護衛の存在を知らしめるためにわざと近くにいるだけなのだ。

「嬉うれしいわ。これからもエスコートをなさい」

　エルネスタ殿でん下かはそう言うと頬ほおを緩ゆるませる。護衛のエスコートを喜ぶなんて変わった方だなと、俺は首を傾かしげた。

　……この方は、案外モテないのだろうか。まぁ、中身が中身だしな。

「お前、ろくでもないことを考えたでしょう」

「そんなことないですよ、殿下」

　なぜ、わかった。殿下に睨にらまれ俺は冷や汗あせを垂らす。この少女は、少し怖こわいくらいに人の感情の機き微びに敏さとい。それは側室の子という微び妙みようなお立場であったことが、影えい響きようしているのかもしれない。

　殿下の手を引き木陰に入り、芝生に布地を敷しく。その上に弁当を広げると、殿下の瞳が輝かがやいた。

「まぁ！　これをお前が作ったの？」

「はい。お口に合うかはわかりませんが」

　今日作ったのはローストビーフのサンドイッチ、きゅうりとチーズのサンドイッチ、そしてかぼちゃとレーズンのサラダだ。サンドイッチは殿下が食べやすいよう小さなサイズにカットし、ピックも刺している。

　決して不味まずくはないと思うのだが、王女殿下のお口に合うのだろうか。一気に不安な気持ちになるな。

「では、食べるわね」

「殿下。その前にお手を拭ふきましょう」

　水すい筒とうの水で布を濡ぬらしていると、殿下から手を差し出される。どうやら拭けということらしい。

「……エルネスタ殿下」

「お願い、リューク」

　殿下はよそ行きの愛らしい笑え顔がおで、俺におねだりをする。ふだんの悪あく魔まと同一人物とは思えないくらいに愛らしいその様子に、俺はぐっと喉のどを詰つまらせた。

　ため息をひとつついてから殿下のお手を取り、白い肌はだを傷つけないように優やさしく拭く。一国の王女の御お手にこんなふうに触れるなんて……本来なら許されることではないんだがな。殿下の手は女性らしく柔やわらかで、月並みな表現だけれど今にも折れそうな感かん触しよくだ。悪魔でもやはり女性なのだという謎なぞの感かん銘めいを覚えながら、俺は殿下の手を拭き上げた。

　ふと視線を感じて顔を上げれば、エルネスタ殿下の美び貌ぼうが思ったよりも間近にあった。そのことに驚おどろき、俺は固まってしまう。

　しかし固まったのは俺だけではなく……殿下もだった。

「あ……」

　みるみるうちに、殿下の頬が赤くなっていく。

「殿下、もう少し触れさせていただいても？」

「触れ、る？　それはまだ早いんじゃないかしら？」

「……早く確かく認にんしないと。確認が遅おそくなったら悪化するかもしれませんし」

　こんなに顔が赤いのだ。風に当たったことにより、熱が出たのかもしれない。それとも熱ねつ中ちゆう症しようの方か？

　俺は殿下に手を伸のばし、ひたりと額に手のひらを当てた。その瞬しゆん間かん、殿下はなぜか怪け訝げんそうなお顔になる。

「熱はないようですね、うん。平熱だな」

「……触れるって、そういうこと!?」

「それ以外、なにがあるんですか」

　エスコートと緊きん急きゆう確認。それ以外で主人に触れる用事なんてほとんどないだろうに。

「ほんっっとうに！　お前って男は！」

　殿下は叫さけぶと、涙なみだ目めで俺を睨みつける。こんな公共の場で、叫ばない方がいいと思うのだが……。ほら、目を丸くしながら見ている者たちがいるじゃないか。

「本当に！　本当にお前は！」

　殿下はぷりぷりと怒おこりながらサンドイッチに手を伸ばし、ローストビーフの方を手に取ると、大きく口を開けてかぶりついた。そして、目を見開く。

「お前、料理が上手うまいのね」

「そうですか？　ふつうだと思いますけど」

「悔くやしいわ。こんな男に胃い袋ぶくろまで掴つかまれてしまうなんて……！　本当に、本当に腹立たしい！」

　殿下は怒りながら、次々とサンドイッチを平らげていく。

　……本当に、よくわからない主人だな。

「殿下」

「なによ！」

「口元にソースがついています」

　ついつい手を伸ばして唇くちびるについていたソースを拭ぬぐえば、殿下は目を丸くする。

　そして……また顔を真っ赤にしながら、「だからこの男は！」と大きな声で叫ぶのだった。

　これは……急に触れてしまった俺が悪いな。







　あとがき







　ここまでお読みいただきありがとうございます、夕ゆう日ひと申します。

　このたびはめでたく、『わたくしのことが大だい嫌きらいな義ぎ弟ていが護衛騎士になりました』二巻の発売となりました！　コミカライズも開始され、嬉しいこと尽づくしで浮うかれております。

　二巻は完全書き下ろしということで四苦八苦しながら作業をし、担当様にはたくさんのご迷めい惑わくをかけてしまいました……！　辛しん抱ぼう強づよいご指導、本当にありがとうございます。一巻に引き続き眠ねむ介すけ先生にも素す敵てきなイラストを描えがいていただきまして、本当に本当に嬉しいです。ありがとうございます！

　今巻では、ナイジェルとウィレミナの関係が大きく動くことになりました。ナイジェルには、「鈍にぶい姉様相手に頑がん張ばったね！」とねぎらいの言葉をかけてあげたいところです。

　巻末番外編でエルネスタとリュークの関係にも踏ふみ込めて、作者はとても楽しかったです。

　また、読者の皆みな様さまにお目にかかれる機会があればとても嬉しいです。


夕日　　



















電子書籍特典　書き下ろし短編

『騎士と恋人』









　領地での日々を経て、私と姉様はいわゆる『恋仲』というものになったのだと思う。

　私の気持ちに姉様が応えてくださり、思い返すたびに心が踊ってしまう言葉をいただいたのだ。その上、唇まで許してもらえた。

　王都に戻りガザード公爵のご許可を得るまでは『婚約者』のような確固たる関係ではないのだが、一歩どころではない前進をしたことには変わりがない。しかし人間の欲というものは、際限がないわけで……。

　姉様と恋人らしい時間を過ごしてみたいと、そんな気持ちが胸に湧いてしまったのだ。

「姉様、デートをしませんか？」

「……デート？」

　部屋で長椅子に腰掛け紅茶を飲んでいた姉様は、猫のような愛らしい瞳を丸くした。近づいて隣に腰を下ろすと、華奢なお体が緊張からかわずかに固くなる。けれど私が身を寄せても彼女は逃げたりはしなかった。

　姉様に、近い距離を許されているのだ。それが嬉しくて頬がふにゃりと緩んでしまう。そんな私を目にした姉様はなにを思ったのかこちらに手を伸ばし、子どもにするように頭をよしよしと撫でてきた。

　姉様のお手で撫でられるのは気持ちいい。しかし、いまだに弟扱いをされているのかもしれないとにわかに不安にもなってしまう。

「…………姉様？」

「……ごめんなさい、お前の頭に犬の耳の幻が見えたような気がして。お前って時々子犬のように見えてしまうのよね」

　姉様はそう言うと、申し訳無さそうに眉尻を下げた。

　──弟ではなく、まさかの犬扱いだった。姉様のお手は気持ちいいし、複雑ではあるが決して悪い気持ちではないな。うん。

　姉様はさらにふた撫でしてから私の頭を撫でるのをやめると、小さく咳払いをしてから口を開いた。

「えっと、二人でお出かけをしたいのね」

「はい。領地で過ごすのも残り数日ですし、姉様が幼少期を過ごした土地で特別な想い出を作りたいなと」

　数日中には、私たちは学園へと戻ることになっている。次に領地に来るのはいつになるかわからないし、この土地で姉様との思い出をもっと作っておきたい。

「せっかく相思相愛になったのですし、ね？」

　私の言葉を聞いた姉様は、その大きな目をぱちぱちと瞬かせた。みるみるうちに白い頬が淡い赤に染まり、色づいた頬を小さな両手が覆う。その明らかに照れていらっしゃる様子に、微笑ましい気持ちになる。

「……そ、相思相愛」

「違いますか？」

「ち、ち、ち、違わないけど」

「私の姉様は、とてもお可愛らしいですね」

「わ、わ、わ、私の!?」

　恋に慣れない姉様の反応は、実に初心で愛らしい。私も姉様にしか恋をしたことがないのでお互い初心者同士ではあるのだが。表情が動きにくい分、動揺などの情けない感情は悟られていない……と思いたい。いや。姉様の前限定で私の表情筋は動きやすくなるようなので、伝わってしまっているかもしれないな。

　そっと姉様の手を取り指を絡める。すると姉様のお顔はさらに赤みを増した。

　姉様の手は小さく指は驚くほどに細い。その感触を感じていると、守らなければという使命感がさらに強くなった。

「できれば二人きりになれる場所に行けると嬉しいのですが……きっと難しいですよね」

「そ、そうね。お前と私の立場を考えると難しいわね。護衛をつけないことは問題よ。今はマッケンジー卿もお側にいないのだし、気をつけすぎてもよいくらいだと思うわ」

　立場というものは、時には枷となる。

　姉様はガザード公爵家の後継と目されており、私はいまだ第三王位継承者である。王子殿下たちは幼く、まだ私にお鉢が回る可能性があることは否めない。私も姉様も、どちらもこの国の『失われてはならない者』なのだ。私と同じ王族であっても継承権に関わりのないエルネスタ殿下はしがらみなく行動をしていると聞いており、それが羨ましいと思えてしまう。

　……しがらみがなければ、なんの障害もなく二人で出かけられるのにな。

　そんな詮なきことを考えながら、私は小さくため息をついた。

　世間の知る私たちの関係は今はまだ『姉弟』なので、外では姉様の外聞が悪くならないよう距離感にも気を使わねばならないし……。

　実のところ、こうして部屋で二人でいる時が一番恋人らしいことができるのではないだろうか。そんなことをふと思う。

「……部屋で二人きりというのも、悪くないですね」

「え？」

「存分に姉様に触れたり、口づけをしたりできますし」

「外に、外に行きましょう！」

　ぽつりと漏らした私のつぶやきに反応し、姉様がわたわたとしながら叫ぶ。

「む……」

「いや、その。お前と口づけをしたくないとか、そういう話ではなくてね。その、手加減をしてほしいだけというか」

　つい拗ねた顔をしてしまった私に向けて、姉様が慌てた様子で言う。

「そ、それに。お父様に婚約の許可をいただいた上で、テランス様やほかの婚約者候補の方々にきちんと婚約者が決まったとの通達をするまでは慎みのある行動をしないと──」

「わかりました、姉様。外で慎みのあるデートをしましょう」

　部屋での二人きりに多少の未練はあるが、姉様を怖がらせたいわけではない。

　それに……今までと違い、想いが通じ合っているのだ。

　ゆっくりと、距離を近づけていけばいい。

「お勧めの場所はありますか？」

「そうね。お父様と昔行った湖畔は素敵だったわね」

「湖ですか、いいですね」

「あとは、近くの街にある小劇場が素敵で……今はなんの演目をやっているのかしら」

「劇もいいですね。私は観劇に行ったことがないので作法がわかりませんが」

「ふふ、作法なんてものはないわ。座って、目の前の劇を楽しめばそれでいいの」

　姉様が白い手を口元に添えてくすりと笑う。そんな仕草は少女らしく清楚で愛らしい。

「……姉様、可愛いですね」

「急になにを言い出すのかしら!?」

　ぽろりと内心を漏らすと、姉様がうわずった声を上げる。

「素直な気持ちが、口から出てしまいました」

「もう、お前って子は。わたくしのどこがそんなにいいのかしら」

　つんと顎を反らして言いながら、姉様は片手で赤い顔を扇いだ。

　姉様は昔から自己評価が低い。見た目に関しては特にそうだ。本当にお綺麗だと思うのだけどな。

　腰までの黒髪は艶々としているし、目は大きくてまつ毛が長い。白い肌はきめ細やかで、お顔立ちは決して派手ではないが整っている。その上姉様は見た目だけではなく内面まで美しいのだから、一緒にいて惹かれない方がおかしい。

　齢を重ねるごとに姉様の輝きは増しており、不埒な輩が近づかないか私はいつでも気を揉んでいる。姉様はそんな私の気苦労など、露知らずなのだ。

　……お綺麗であることを毎日言い含めて、自覚を持っていただいた方がいいかもしれないな。

「私が姉様のどこに惹かれたか、聞きたいですか？　いくらでもお話ししますが」

「で、出かけましょう！　ひとまず湖でいいわね！」

　ずいと詰め寄り褒め言葉を言うため口を開こうとすれば、姉様は話題を逸らしながら長椅子から立ち上がり私の手を引く。

「……姉様」

　不服だという感情が顔に出ていたのだろうか。姉様はこちらを見て、くすりと笑った。

「ねぇ、ナイジェル」

「なんでしょう、姉様」

「まだいろいろ慣れないけれど……わたくしね、お前と想い合えて嬉しいとちゃんと思っているのよ」

　姉様は恥ずかしそうに言ってから、私の手を握る力を少し強くする。

　ああ、なんて不意打ちだ。姉様は何度私の心を射抜けば気が済むのだろう。

「もっときちんと、嬉しいや好きをお前に伝えられるように頑張るから……わぷっ！」

　さらに私を射抜く言葉を続けようとする姉様を、強く抱きしめる。すると腕の中の姉様は驚きからか固まってしまった。

「ナ、ナイジェル、お出かけ……」

「可愛いことを言う貴女が悪いんです。もう少しだけ、このままでいてもいいですか？　部屋を出てしまえば……私はウィレミナの弟にならなければいけないので」

「──ッ！」

　姉様はしばらく沈黙したのちに、返事の代わりに私の背中に手を回す。そしてか弱い力で、ぎゅっと私を抱きしめた。

『恋人』の甘やかな体温を感じながら……私はしばしの幸福に浸った。



















わたくしのことが大だい嫌きらいな義ぎ弟ていが護ご衛えい騎き士しになりました２




実じつは溺でき愛あいされていたって本ほん当とうなの!?
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